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海辺調査要綱

1.目 的

陸域 の湿地調 査に対応す る海域の調 査 として、浅海 域の抽 出とその概要 把握 を行 うと

と もに、全 国の海辺 の利用 ・法指定等状況及 び海 岸線の改変状況 を調 査す る。 また、あ

わせて海岸域 におけ る生物 の生息状況 及 び生息環 境を調査す る。

2.調 査概要

海辺調査 は以 下の3っ の調査 か ら構成 され る。

(1)浅 海 域分布調査

浅海域 分布 図を作成 し、海辺 における浅海域 の分布状況等 を把握す る調査 。

(2)海 辺 環境調査

全 国の海辺 に関す る調査 を行い、4種 類 の海 辺環境 図及 び各調査票等 を作 成 し、海

辺 の概 況を把 握す る調 査。海辺環境調 査 は、浅海域環境調査 、海辺利用 ・法指 定等状

況調査 及び海岸改変状況調 査の3っ の調査か らな る。

(3)海 辺生 物調 査

海岸域 の生 物 にっ いて、生息 状況及 び生息環境 を把握 す る調査。

3.調 査実施 者

以下 の調査 は、国が民間団体 に委託 して実施す る。

浅海域分 布調査

海辺 環境 調査 の うち海 岸改変状況 調査 の一部

以下 の調 査 は、国が都道府 県に委託 して実施す る。

海辺環境 調査 の うち浅 海域 環境調 査

海 辺利 用 ・法指 定等状況調査

海 岸改 変状況 調査 の一部

海辺生物 調査

.4.調 査対象地域

日本沿岸全域 を調査対象 とする。基 本 的 には沿 岸部 を擁す る39都 道府県 が対 象 とな る

が、造礁サ ンゴ生育域 については、沖 縄 県、鹿 児島県 、宮崎県 、大分県、熊本 県、長崎

県、高知渠 、愛媛県 、徳島県 、島根県 、和歌 山県、三重県、静 岡県 、神奈川 県、東京都

及び千 葉県 を対象 とし、 マ ングローブ林 にっいて は、鹿児島県及 び沖縄県 を対象 とす る。

5.深 さの 基 準

深 さの 基 準 は 、海 上 保 安 庁 水 路 部刊 行 の海 図 と同 様 に 、 基 本 水 準 面(略 最 低 低 潮面 、

NearlyLowestLowWaterLevel:NLLWL)をOmと す る。
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6.用 語の定義

海 辺調査にお いて使 用す る用語の定義は、以下 の とお りとす る。それぞれの潮位 等の

関係 を図 に示す 。
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(1)海 辺

海 辺 とは 、 水 深10mを 下 限 と し、後 背 す る陸域 の 、 通 常 大 波 の 限 界線 よ り陸域 側 へ

100mの 線 を 上 限 とす る範 囲 とす る。

(2)高 潮 線

略 最 高高 潮 面(NearlyHighestHighWaterLeve1:NHHW:L)に お け る水 陸 の境 界

線 を 高 潮線 とす る。 国 土 地 理 院 発 行 の 地形 図 に描 か れ て い る海 岸 線 は 高 潮 線 で あ る。

(3)低 潮線

略 最低 低 潮 面(NL:LW:L、 基 本 水 準 面)に お け る水 陸 の 境 界 線 を低 潮 線 とす る。

(4)浅 海 域

浅 海 域 とは、 海 辺 の う ち水 深10mを 下 限 と し、 高 潮 線 を上 限 とす る範 囲 とす る。後 述

の 海 辺 中部 と海 辺 下 部 を合 わせ た 区域 であ る。

(5)海 辺 上 部

海 辺 の うち 、 高 潮 線 よ り陸側 の 区 域 の こ とを い う。

(6)海 辺 中部

海 辺 の うち 、 高 潮 線 と低 潮線 で挟 ま れ た 区域 、 い わ ゆ る 「潮 間 帯 」の こ とを い う。

(7)海 辺 下 部

海 辺 の うち 、國低 潮 織 と水 深10mの 等 深線 で挟 ま れ た 区 域 を い う。

(8)海 岸

低 潮 線 と通 常 大 波 の限 界 線 に 挟 まれ た範 囲 を い う。

(9)海 岸 陸 域

通 常 大 波 の 限 界 線 よ り陸側100mま で の範 囲 を い う。

(10)海 岸 域

海 岸 及 び 海岸 陸 域 の範 囲 を い う。

(11)海 域

低 潮 線 よ り沖 側 の 範 囲 を い う 。

7.調 査 範 囲

原 則 と して 海 辺 の 範 囲 とす る 。 な お 、河 口部 に つ い て は前 述 の 海辺 の 定 義 に該 当 す る

部'分は 調 査範 囲 とす る。

但 し、 浅海 域 環 境 調 査 に つ い て は 、浅 海 域 の 部 分(高 潮 線 ～ 水 深10mま で)の み を

対 象 に す る。 な お 、 河 口部 に つ い て は、 河 川 法 の 規 定(河 川 法 適 用外 の 河 川 に も準 用)

に よ る 「河川 区域 」 の 最 下 流部 よ り海 側 へ 水 深10mま で を 浅 海 域 とす る。

8.調 査 実施 期 間

浅 海 域分 布 調 査 に つ い て は、 平 成6～7年 度 に 実 施 す る。 海 辺環 境 調 査 及 び 海 辺 生物

調 査 に つ いて は 、 平成7～8年 度 に実 施 す る。 た だ し、 海 辺 環 境 調 査 の う ち海 岸改 変状

況調 査 の民 間 委 託 分 に つ いて は 、 平 成8～9年 度 に 実 施 す る 。

9.調 査 方法

海 辺 調 査 を構 成 す る3つ の調 査 の調 査 方 法 は 以 下 の とお りと し、 詳細 は 海 辺調 査 実 施
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要 領 に従 う。

(1)浅 海 域分 布調査

「沿岸の海 の基本 図」、 「海図」 とともに・各都道府県 よ り最新 の海底地形 ・底 質

及び 人工構築物等 に関す る資料 を収集 し、水深10mま での等深線、底 質、変化 した海

岸線 等についての情報 を把 握 して 国土地理院発行の最新の 「1/2.5万 地形図」に記入

し、 浅海域分 布図を作 成す る。浅海 域分布図 をもとに浅海域の面積測 定 を行い、集計

結果 を浅海域 分布調査報 告書 に と りまとめ る。

(2)海 辺環境調査

第4回 海域生物環境 調査結 果、 海辺 に係 る既存資料等 を用 いて、以 下の3つ の調査

を実施 し、浅海域分布図 を基 図 として、浅海域環境 図(地 形条件 区分 図)、 浅海 域環

境 図(生 物相 条件 区分図)、 海辺利 用 ・法指定等状況図、海岸改 変状 況図 の4種 類 の

海辺環 境図を作成 す るとともに、調 査結果 を各報告書 にと りま とめ る。

① 浅海域環境調査

浅海域 の環境条件 につ いて、地 形条件及 び生物相条件の観点 か ら調査 し、浅 海域

環境 図(地 形 条件区分図、 生物相 条件 区分 図)を 作成 する。 さ らに、浅海域環境 図

及 び収集 資料 をもとに、浅 海域 の環境条件 の分布及び特性把握 を行 い、浅海域環境

調 査報 告書に と りまとめ る。

② 海 辺利 用 ・法指 定 等 状 況 調 査

海 辺 の 利 用 、 法指 定 等 状 況 に つ い て 調 査 し、 海 辺 利 用 ・法 指 定 等 状 況 図 を作 成 す

る。 さ らに 、 海 辺利 用 ・法 指 定 等 状 況 図 及 び収 集 資 料 を も とに 、 海 辺 利 用 ・法 指 定

等 の状 況 把 握 を行 い 、 海 辺 利 用 ・法 指 定 等 状 況 調 査 報 告 書 に と りま とめ る。'

③海岸改 変状 況調査

海岸域の改 変状況 等につ いて調 査 し、海岸改変状況図 を作成 する。 さ らに、海岸

改 変状況図及び収集 資料 を も とに、海岸改 変状況の把握 を行 い、海 岸改変状況調査

報告書 に とりま とめ る。

このうち、海岸改 変状 況 に関 す る資料収集の一部(海 岸資料 図の作成)を 都道府

県が行 い、 それ ら収集 資料 及び その他既存資料 を用いて民間 団体が調 査 を行・う。

(3)海 辺生物調査

調 査地区 を、各都道府 県 ご とに概 ね3ヶ 所設定 し、年2回 、大潮 の干潮時に方形枠

を用 いた潮上帯及び潮 間帯 の生物 の トランセ ク ト調査 を実施 し、調査 結果 を海辺生物

調査 報告書に と りま とめ る。
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10.調 査結果の と りまとめ

調査実施者は調査結果 を、各作成要領等 に従 い以下 の図帳及 び報告書に とりまとめ る。

(1)浅 海域分布調査

1)浅 海域分布 図帳 ※

2)浅 海域分布調査報告書 ※

(2)海 辺環境調査

①浅海域環境調査

1)浅 海域環境 図帳

2)浅 海域環境調査報告 書

② 海辺利 用 ・法指定等状 況調 査

1)海 辺利 用 ・法指定 等状況図帳

2)海 辺利 用 ・法指定 等状況調査報告書

③海岸改変状況調査

1)海 岸資料図帳

2)海 岸改変状況図帳 ※

3)海 岸改変状況調査 報告書 ※

(3)海 辺生物調 査

海辺生物調査報告書

※ につ い て は 民 間 団 体 、 そ れ 以 外 につ いて は都 道 府 県が と りま とめ る。

11.調 査結果の報告

調査実施者は、調査 結果 をと りま とめ、各報告書及 び各 図帳各2部(正 本、写各1部)

を各作成要領に よ り作成 し、 当該年度 の3月 末 日までに環境 庁 自然保護局 長あてに提出

する。
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海辺調査実施要領

〈通 則 〉

第5回 自然環境 保全 基礎調 査 海辺調 査 は、 この実 施要 領 に従 って実施 す る。

■ 一 海 辺 環 境 調 査

海辺 環境 調査 は、浅海 域環 境調 査、海辺 利用 ・法指 定等状 況 調査 、海 岸改 変状況 調査 の

3っ か ら構 成 す る。

1-1浅 海域 環 境調査

1-2海 辺利 用 ・法指 定 等状況調 査

1-3海 岸 改変 状況調 査
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1 ■ 一 浅 海 域 環 境 調 査

〈調 査 のね らい〉

浅海 域 にお け る環境 条件 を以下 の観点 か らそれ ぞれ把 握 す る。

1.地 形条 件把握

浅 海域 の環境 を、 地形 条件 に よ り干潟及 び その他 の 区域 に 区分 し、 それ ぞれ の分布 状

況及 び 主な特性 を把 握 す る。

2.生 物相 条件把 握

浅 海域 の環境 を、生 物相条件 に よ り藻場 、造 礁サ ンゴ生 育域、 マ ング ロー ブ林 及び そ

の他 の 区域 に区分 し、 それ ぞれの分布 状況 及 び主 な特 性 を把 握 す る。

〈調 査 対 象 の 定 義>

1.浅 海 域 環 境 調 査

地 形 条 件 把 握 に お い て 対 象 とす る 干 潟 、 生 物 相 条 件 把 握 に お い て 対 象 とす る藻 場 、 造

礁 サ ン ゴ生 育 域(サ ン ゴ礁 海 域 、 非 サ ン ゴ 礁 海 域)、 マ ン グ ロ ー ブ 林 は 、 そ れ らの 分 布

の 一 部 が ミ 海 域 の範 囲 に か か る もの す べ て と す る。

河ll. 査 対象 外

Lグ ロープ 林

100m

v通常大波の限界線

高潮練(国 土地理院 海
発行の地形図上で表
され る海岸隷)辺

河川区域の境界線
＼

低 潮 線Om

-10

-20

塗

域
造石懸 育域

藻 調査対象外
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なお、 そ れぞ れの詳細 な調査 対象 の定義 は以下 に従 う。

(1)地 形 条 件 把 握(干 潟)

対 象 とす る 干 潟 は 、 現 存 す る干 潟 で 、 次 の 要 件 の す べ て に 合 致 す る も の。

① 高 潮 線 と低 潮 線 に 挟 ま れ た 干 出 域 の 最 大 幅 が、100m以 上 あ る こ と。

② 大 潮 時 の 連 続 した 干 出 域 の 面 積 が 、1ha以 上 で あ る こ と。

③ 移 動 しや す い 底 質(礫 、 砂 、 砂 泥 、 泥)で あ る こ と。

干 出 幅 は 、 基:本 的 に は 大 潮 時 の 平 均 高 潮 線 ・低 潮 線 で 判 断 す るも の と す る が、

不 明 な場 合 は 地 形 図 や 海 図 上 に 記 載 さ れ て い る干 潟 の 幅(1/2.5万 地 形 図 上 で

は4mm)を め や す に判 断 して さ しつ か え な い 。

浅 海 域 の 範 囲 に か か る河 口 干 潟 に つ い て は 、 河 口か ら第1橋(埋 立 地 内 の 橋

は 含 め な い)ま で を 対 象 とす る。 ま た、 浅 海 域 の 範 囲 に か か る河 口 干 潟 に つ い

て は 、 干 出 幅 が100mに 満 た な く と も、 連 続 した 干 出 域 の 面積 が1ha以 上 あ れ

ば 対 象 と す る。

人 工 的 に 造 成 され た 干 潟 も対 象 と す る。・

(2)生 物 相 条 件 把 握

1)藻 場

対 象 とす る藻 場 は 、 現 存 す る藻 場 で 、 面 積 が1ha以 上 で あ る こ と。 た だ し一 連 の 分

布 域 が 浅 海 域 外 に ま た が っ て い る もの に つ い て は 、 浅 海 域 内 に分 布 す る藻 場 の 面 積 が

1ha以 下 で あ っ て も、 全 体 の 面 積 が1ha以 上 あ れ ば 対 象 とす る。

2)造 礁 サ ンゴ生 育域

①サ ンゴ礁 海 域

鹿 児島 県 トカ ラ列島 小宝島 以南の サ ンゴ礁 の、礁 池及 び 内側 礁原(石 西礁湖及 び

湾入部 の 前面 に形 成 され るパ ッチ リー フを含 む。)で 、 既存空 中写 真の得 られ る場

所。

②非 サ ンゴ礁 海域

鹿 児島 県 トカ ラ列島 悪石 島以北 にお け る造 礁サ ンゴ生育域 。造礁 サ ンゴ群体 の被

度が5%以 上 で あ る一連 の生 息域で 面積 は0.1ha以 上 の もの とす る。

3)マ ン グ ロ ー ブ林

メ ヒル ギ 、 オ ヒル ギ 、 ヤ エ ヤ マ ヒル ギ 、 ヒル ギ モ ドキ 、 ヒル ギ ダ マ シ 、 マ ヤ プ シ ギ

及 び ニ ヅパ ヤ シ の う ち、 少 な く と も1種 以 上 の 生 育 域 で 、 面 積 が1ha以 上 で あ る こ と。

.た だ し、 一 連 の 分 布 域 が 浅 海 域 外 に ま た が っ て い る も の に つ い て は 、 浅 海 域 内 の 面

積 が1ha以 下 で あ っ て も、 全 体 の 面 積 が1ha以 上 の場 合 は 調 査 対 象 とす る。

〈調査 区〉

浅海 域環境 調査 は 調査 区単位 で行 うこ ととす る。

調査 区 につい て都 道府 県 ご とに通 し番号 を付 与 す る。

調査 区の 区分 は、 で き るだけ第4回 海域 生物環 境 調査 での 区分 と対応 させ る こ ととす る

が、分 布域 の変動 等 に よ り困 難な場合 には、 現 時点 で最 も適切 な区分 を設 定 す'る。

(1)地 形 条 件 把 握(干 潟)

原 則 と し て、 同 タ イ ブ の 干 潟 が 連 続 的 に 分 布 す る範 囲(分 布 域)を1調 査 区 とす る。

た だ し、 分 布 域 が 長 大 な場 合 は 、 河 口

こ とが で き る。

、 み お 、 航 路 、 岬 角 等 の 地 形 で 適 宜 区分 す る
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また 、 河 口 等 で 小 面 積 の 分 布 域 が 近 接 して い る場 合 は 、 ま とめ て1調 査 区 と す る こ

とが で き る(対 象 要 件 を 満 た して い な い 小 面 積 の 分 布 域 は 含 め な い。)。

(2)生 物 相 条 件 把 握

原 則 と して 、 藻 場 、 造 礁 サ ン ゴ生 育 域 及 び マ ング ロ ー ブ林 が 、 それ ぞ れ 連 続 的 に 分

布 す る 範 囲(分 布 域)を1調 査 区 とす る。

た だ し、 分 布 域 が 長 大 な 場 合 は 、 河 口、 み お 、 岬 角 等 の 自 然 地 形 で 適 宜 区 分 して1

調 査 区 と す る こ とが で き る。

ま た 、 小 面 積 の 分 布 域 が 近 接 して い る場 合 は 、 ま とめ て1調 査 区 とす る こ とが で き

る(対 象 要 件 を満 た して い な い 小 面 積 の 分 布 域 は 含 め な い。)。

異 な る タ イ プ の 藻 場 、 造 礁 サ ン ゴ生 育 域 、 マ ング ロー ブ林 で あ っ て も、 連 続 し、 一

体 の分 布 域 を な して い る場 合 は 、 そ れ ぞ れ 同 一 の 調 査 区 と して 扱 っ て さ しつ か え な い 。

造 礁 サ ン ゴ生 育 域(サ ン ゴ 礁 海 域)の 調 査 区 に つ い て は 、 第4回 海 域 生 物 環 境 調 査

サ ン ゴ 礁 分 布 図 を も とに 、 原 則 と して 、 以 下 の 参 考 例 に 従 っ て 、 調 査 区 を 設 定 す る。

〈造礁サンゴ生育域(サ ンゴ礁海域)の 調査区の設定〉

①大分布域に1ha以 下の小分布域が含まれる場合は、その小分布域には調査区を設定 しない。
小分布域は大分布域に含まれるもの として面測する。

→
c23.髄 畜)
肚cσ 生育型纐 C24

Br-R

黄色(被度5～50%)赤 色(被度5%未淘)

(第4回 海域 生物環境調査サンゴ礁分布図)(浅 海域環境図(生 物相条件区分図))

② 大 分 布 域 に1ha以 上 の 小 分 布 域 が 含 ま れ る場 合 は 、 そ の 小 分 布 域 を破 線 で く く り調 査 区 を

設 定 す る。 大 分 布 域 と小 分 布 域 は 別 々 に 面 測 す る。 重 複 して 面 測 を 行 わ な い こ と。

C19Br-C

ノ

ｰ'
/妓 ∋1

/'

C13Br-1

C20B R

大分布域Cl8Br-1の 面積は小分布域
C19Br-Cの 面積を除いた ものとなる。

(第4回 海域生物環境調査サンゴ礁分布図)(浅 海域 環愛図(生 物相条件区分図))

③lha以 上 の 小 分 布 域 が 点 在 す る 場 合 は 、 そ れ ら を破 線 で く く り1調 査 区 とす る。

小分布域 を破線で くくる

郷 轟 一 纐 屠_.
亀 軸 ＼q學}生 育型纐

(第4回 海域生勅環境調査サンゴ礁分布図)(浅 海域環壌図(生 物相条件区分図))

(注)こ こで基準 としている小分布域の面積 とは、一つ一つの小分布域
の面積であ り、小分布域の合計面積を意味 しない。
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〈調 査 内容 及 び調 査方法>

1.概 要

(1)地 形 条件 把握

干 潟 に つい ては、 第4回 海域生物環境 調査 の 干潟調査 結 果 を基 本 と し、そ の分 布状 況、

面積 及 び 主な特 性 を明 らか にす る。 また、 そ の他 の区域(干 潟 以外 の浅海域)に ついて

面積 を把握 す る。
二F潟は、第4回 海域 生物 環境調査 の干 潟分 布図 を もとに、干 潟の分 布域 を浅海 域分布

図上 に移 写 し、 浅海域 環境 図地 形条 件 区分図 を作 成 する。 また、第4回 海域 生物 環境調

査 の 現存 干潟 調 査票 を活用 して、現 存干 潟調 査 票及び 干潟一 覧表 を作成 す る。 必要 に応

じて、 浅海域 に関 す る既 存資料(過 去 の基礎 調査 結果、 都道府 県独 自の調査 結 果等)、

最新 の空 中写真 、地形 図、 海 図等に よ る資料 調査 及 び ヒア リングに よ る追 加調 査 を行 な

い、 浅 海域環 境 図地 形条 件 区分 図及び 現 存干潟調 査 票の 内容 を修 正す る。現 地確 認は必

要 に応 じ行 う こと とす る。

第4回 海 域 生物環 境調 査以 降新 しく見 つか った 干潟に ついて は、新 たに現 存 干潟調査

票 を作 成 す る と とも に、 その分 布域 を浅 海域環 境 図地形条 件 区分図上 に描画 す る。

(2)生 物相 条件 把握

藻場 及 び造 礁 サ ンゴ生育 域 について は、第4回 海域生物 環境 調査 の藻場調 査 及びサ ン

ゴ礁 調査 結 果 を基 本 と し、 それぞれの分 布状 況、 面積及 び主 な特性 を明 らか にす る。 ま

た マ ング ロー ブ林 につ いては、 第5回 湿 地調 査結 果及び既 存 資料等 を参考 に して、 その

分布 状 況及 び 面積 を明 らか にす る。

藻 場及 び 造礁 サ ンゴ生 育域 は、第4回 海 域生物 環境調 査 の藻場分 布 図、 サ ンゴ礁分 布

図及 び 生育 サ ンゴ群 集分 布 図を も とに、 分 布域 を浅 海域分 布図上 に描画 し、 浅海域環 境

図生 物 相条 件 区分 図 を作 成 す る。 また、第4回 海域 生物 環境 調査 の現 存藻場 調査 票、 サ

ンゴ礁 分布 取 りま とめ 表及 び生育サ ンゴ群 集 分布取 りま とめ表 を活用 して、 現存 藻場 調

査 票、 藻場 一 覧表及 び 造礁 サ ンゴ生 育域取 りまとめ表 を作成 す る。

マ ング ロー ブ林 につ いて も、第5回 湿 地調査 湿地 分布 図及び既 存資 料 を参 考 に しなが

ら、 分 布 域 を浅海 域分 布 図上 に描 画 し、 浅海 域環境 図生物 相条件 区分 図 を作 成 す る。 ま

た、 第5回 湿 地調 査 の湿地概 要調査 票及 び既 存資料 等 を活 用 して、 マ ングロー ブ林 取 り

ま とめ表 を作 成 す る。

必 要 に応 じて、 浅海 域 に関 する既 存資 料(過 去 の基礎調 査結 果、都 道府 県独 自の調査

結 果 等)、 最 新 の空 中写真 、地形 図、海 図等 によ る資料調 査及 び ヒア リング に よる追加

調査 を行 い、 浅海 域環 境 図生物相条 件 区分 図、 それぞれ の調査 票、 一覧表、 取 りまとめ

表 め 内容 を修 正 また は追加 す る。 現地確 認 は必要 に応 じ行 うこ ととす る。

第4回 海域 生物 環境 調査 以降新 しく見 つか った藻場、 造礁サ ンゴ分布域、 第5回 湿地

調 査 以降 に新 しく見 つか った マ ングロー ブ林 について は、 それぞれ の調査 票、 一 覧表、

取 りま とめ表 を作成 す る とともに、 そ の分布 域 を浅海域環 境 図生物 相条件 区分 図上 に描

画 す る。

〈浅海 域環 境調 査 にお いて参照 すべ き既 存資料 の例 〉

・第4回 自然環境 保全基 礎調査 海域 生物環 境調査(干 潟、 藻場、 サ ンゴ礁調査)

の成 果物

・第5回 自然 環境 保全基 礎調査 湿地 調査 の成 果物

・第2・3回 自然 環境保 全基礎 調査 特定 植物群 落調査 の成 果物

・最 新 の空 中写 真

・国 土庁 土地 局 また は経 済企 画庁総 合 開発局作 成 の土地分 類図 。
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・埋 め 立て計画 等に関 す る各 種環 境 アセ スメ ン ト図書

・ノ リ養 殖等 の漁 場 図

・既存 の調査報 告書

・H5海 辺調 査に関 す る資料の 所在 につ いて の一 覧表

・所在 情報管 理 システ ム(海 上 保 安庁水 路部)

・その他

地形学辞 典(地 形 に関 す る用語 を使 用 す る場合:二 宮 書店 版)等
生態学 辞典(生 物 に関 す る用語 を使 用 す る場合:築 地 書館 版)等

2.地 形 条 件 把 握

(1)調 査 項 目

浅 海 域 の 干 潟 に つ い て 、 以 下 の 事 項 を調 査 す る。

① 分布域 の位置 ・範囲

② 面積
③ 干潟 の タイプ

④ 底質
⑤ 遮蔽度

⑥ 植生
⑦ 鳥類 の渡来状 況

⑧ 清澄 度
⑨ 干潟 の利用
⑩環境 質 の変化

⑪開発 計画

また 、 干 潟 以 外 の 浅 海 域 の 範 囲 及 び 面 積 に つ い て 調 査 す る。

(2)浅 海域 環境調 査(地 形条 件 区分図)の 作成

第4回 海域生物 環境調 査結 果 「干潟 分布 図」か らの移 写 は、分 布に変化 の ない場合

につ いては分布 域 をその まま移写 し、 分布 に変化 のあ る場 合 につ いては、 新 たな知見、

情報 、既 存資料 等 によ りそ の分布状 況 を新 たに描 示 する。

① 干潟 分布状 況 に変化 の ない場 合

く別紙1>浅 海域環 境 図作成 要領 に従 い、第4回 海 域 生物環境 調査結 果 の 「干潟

分布 図」か ら分布域 を移写 す る。

② 二F潟分布状 況 に変化の あ る場 合

新 たに見 つか った干潟 、人 工的 にで きた干 潟等、 ま たは その一部が 消滅 し分布状

・況 が変わ った干潟 につ いては、<別 紙1>浅 海域環境 図 作成 要領 に従 い新 たな分 布

域 を描 画 す る。

(3)現 存 干 潟 調 査 票 の 作 成

く様 式 一1>に よ り、 干 潟 の 面 積 、 タ イ ブ 及 び そ の 他 の 項 目 に つ いて 、 各 調 査 区 ご と

に 「現 存 干 潟 調 査 票 」 に と り ま とめ る。

(4)干 潟 一 覧 表 の 作 成

く様 式 一2>に よ り、 干 潟 の 分 布 概 要 を 「干 潟 一 覧表 」 に 整 理 す る。
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3.生 物相 条件 把 握

(1)調 査項 目

浅 海域 の藻場及 び 造礁 サ ン ゴ生 育域 につ いて、 以下の 事項 を調査 す る。

① 分 布域 の位 置及 び範 囲

② 面積

③ 各 生物相 の タ イ プまた は生育 型

④ 優 占種

⑤疎 密度 または被 度

ま た、 マ ング ロー ブ林 に つ い て 、 範 囲及 び 面 積 を調 査 す る とと も に 、 藻 場 に も造 礁

サ ン ゴ 生 育 域 に も マ ン グ ロー ブ林 に も該 当 しな い 浅 海 域 に つ い て も範 囲 及 び 面 積 を調

査 す る 。

(2)浅 海域環 境 図(生 物相 条件 区分 図)の 作成

第4回 海域生 物環 境調 査 結果 「藻場 分 布図」、 「サ ンゴ礁分 布図 」及び 「生育サ ンゴ

群 集分 布図」 か らの移 写は 、分 布 に変化 のな い場 合 につ いて は分布域 をその まま移写 し、

分 布 に変化の あ る場 合 につ い ては、新 た な知 見、 情報、 既 存資 料等 によ りその分布状 況

を新 たに描示 す る。

① 藻場及 び造礁 サ ンゴ生育 域分 布状況 に変化 の ない場 合

く別紙1>浅 海 域環境 図作成 要領 に従 い、 第4回 海 域 生物環境調 査結 果の 「藻場

分 布図」、 「サ ンゴ礁 分布 図」及 び 「生育サ ンゴ群 集 分布 図」 か ら分布 域を移写 す

る。

② 藻場及 び造礁 サ ンゴ生育 域分 布状 況 に変化 の あ る場合

新 た に見う か った、 または その一部 が消滅 し分 布状 況 が変わ った藻場及 び造礁 サ

ンゴ生育 域 につい ては、<別 紙1>浅 海域環 境 図作 成 要領 、 に従 い新た な分布域 を

描画 す る。

③ マ ング ロー ブ林

く別 紙1>浅 海域 環境 図作成 要領 に従 い、 現存 す るマ ングローブ林の位 置 ・範 囲

を第4回 海 域生 物環 境調 査 干潟調 査 の結果、 第5回 湿 地調 査結果 お よび第2・3回

特定 植物群 落調 査結 果 、空 中写真 の読 み取 り、 公有 水 面埋 立図書、 既存 の調査 資料、

ヒァ リング結果 等 を参 考 に して、 浅 海域分布 図上 に記 入 す る。

(3)現 存 藻 場 調 査 票 の 作 成

く様 式 一3>に よ り、 藻 場 の 面 積 、 生 育 型 及 び そ の他 の 項 目 につ い て 、`各調 査 区 ご と

に 「現 存 藻 場 調 査 票 」 に と り ま とめ る。

(4)各 一 覧 表 の 作 成

① 藻 場 一 覧 表

く様 式 一4>に よ り、 藻 場 の 分 布 概 要 を 「藻 場 一'覧 表 」 に 整理 す る。

② 造 礁 サ ン ゴ 生 育 域 取 りま とめ 表

サ ン ゴ礁 海 域 に お い て は く様 式5-1>、 非 サ ン ゴ 礁 海 域 に お い て は く様 式5-2

>に よ り、 造 礁 サ ン ゴ 生 育 域 の 面 積 、 生 育 型 及 び そ の 他 の 項 目に つ い て、 「造 礁 サ ン

ゴ 生 育 域 取 りま と め 表 」 に 整 理 す る。

③ マ ン グ ロー ブ林 取bま とめ 表

く様 式 一6>に よ り、 マ ン グ ロ ー ブ林 の 面 積 等 に つ い て 「マ ン グ ロ ー ブ林 取 り ま と

め 表 」 に 整 理 す る。
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〈浅 海域環 境調 査結果 の と りまとめ 〉

浅 海域環 境 図地形条件 区分図及 び 浅海域 環境 図 生物相条 件 区分図 を く別紙2>浅 海 域環

境 図帳作成 要領 に従 って編綴 する。

また、 浅海域 の環境条 件 について、<別 紙3>浅 海域環 境調 査報告 書作成 要 領 に従 い報

告書 に と りま とめ る。
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<様 式一1>

他 回名 地図番号 藷査齢 弩

1位 置 海 域 名

(海域コー ド)

調 査 童 番 号

現存干潟調査票

調査年度

都道府県名

市 町 村 名

(行政 コー ド)

地 名

2面 積

・面 置llオ弦

3タ イプ

4底 質

5遮 蔽度

6植 生

一
8鳥 類

(シキ"・チドリ類)
の 渡 来 状 況

9清 澄度

一
一一

13干 潟の利用

14環 境質の変化

15開 発計画

16備 考

17調 査者

18調 査実施 方法

19i衆 化 原 因

1プ ラ ニ.メ ー タ2絡 子 菰 3そ の他

ha

1前 浜2河 口 3潟湖羅_≠ 5そ の 他( )

1礫 2砂 3砂 泥 4泥

1開 放海岸 2保 護海岸 3包 囲海岸

1干 潟 内 に は植 生 はな い

2冠 水 草 原(ヨ シ、 オギ 等)

3塩 沼 地 植 生(草 本:アツケシソウ、 ハマサジ 、 シチメンカ 等)

4塩 沼 地 植 生(木 本:マンク"ローブ")

5そ の 他 の 植 生(

0不 明

)

1渡 来数が特 に多い2渡 来数が多 い

5大 型のシギ類が含まれる0不 明

3渡 来数は少ない 4種 類が多い

1き れい

2少 し汚れている

3か な り汚れている

・海の底が よく見え、快適な気分で泳げる程度、透視度30cm以 上
・海水に浸かることが気にならない程度、透視度20～30cm程 度
・海水に浸かる気が しない程度、透明度20cn以 下

、

一一一一 ⇒尋嗜 一一 一一
fT

一
1潮 干狩2釣

(その他の内容)

3海 水浴 4バ ー ドウ ォ ヅチ ン グ 5そ の他0な し ・不明

1特 になし

4赤 潮、青潮の発生

(内容)

2自 然的地形変化

5ご みの漂着

3開 発に伴 う土砂 ・シル トの流入

6そ の他0不 明

)

所 属 氏 名

1資 料調査() 2ヒ アリング調査 3現 地確認調査

0笈 イしな'し1ナ 望立2イ ・オ石3'麦.謀(航 路,ゴ 白ナ也等)

4河 惚 詐 に お6す ろ 直.分 境 堺・に ょ る 麦 乏5そ の 他( )
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<様 式一1>記 入例

短回名

鯖 三崎

地図番号

523955

‡

藷査齢 弩

5

1位 置 海 域 名

(海域コー ド)

相榔 考

503

調 査 正 番 号

4 現存干潟調査票

調査年度

都道府県名

1995
一

ネ襟1}1県

市 町 村 名

(行政コー ド)

三`志布

14210

地 名

毘けn

2面 積

・面 測 オ 弦

3タ イプ

4底 質

5遮 蔽度

6植 生

一
8鳥 類

(シキ"。チト"リ類)
の 渡 来 状 況

9清 澄度

一
一一

13干 潟の利用

*

14環 境質の変化

15開 発計画

16備 考

17調 査者

*追 加調査者

① ブ ラ ニ メー タ2絡 子菰3そ の他

3ha

①前浜 2河。3潟 湖 離___≠ 5そ の他( )

1礫 2砂 ③砂泥 4泥

1開 放海岸 ②保護海岸 3包 囲海岸

1干 潟 内 に は 植 生 は な い

② 冠 水 草原(ヨ シ、 オギ 等)

3塩 沼 地 植 生(草 本:アツケシソウ、 ハマサジ 、 シチメン力 等)

4塩 沼地植生(木 本:マングローブ)

5そ の他の植生(

0不 明

)

1渡 来数が特に多い2渡 来数が多い

5大 型のシギ類が含 まれる0不 明
③渡来数は少ない 4種 類が多い

① きれい

2少 し汚れている

3か な り汚れている

・海の底が よく見え、快適な気分で泳げる程度、透視度30c皿以上
・海水に浸かることが気にな らない程度、透視度20～30c皿 程度
・海水に浸かる気が しない程度、透明度20cm以 下

、

一一
J7一 ⇒一一 一一 一一 一

一
1潮 干狩2釣

(その他の内容)峰 泌

3海 水浴 4バ ー ドウォッチング ⑤その他 嫌 し・不明

1特 になし

4赤 潮、青潮の発生

(内容)

2自 然的地形変化

5ご みの漂着
③開発に伴 う土砂 ・シル トの流入

6そ の他0不 明

)

所 属 榊奈1昏1県水産試翰場
〃

氏 名 璋境 負太郎

潟山 倭の助

18調 査実施方法

19劃 し原 図

①資料調査(2) 2ヒ ア リング調査 3現 地確認調査

◎笈化 似1埋 立2干 茄3葭 採(航 路,泊 他蕃)
4河 、7毒率 に お け ろ{三 分 境 零」に よ るi爽 更.5そ の 《老( )
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現存干潟調査票

浅海域環境調査の対象調査区(干 潟)に ついて、各調査区ごとに作成する。

浅海域外にまたがって分布する干潟については、必要に応じて、調査票の内容を浅海域のみの情報に修正

する。

(調査票の作成)

第4回 海域生物環境調査の 「現存干潟調査票」をA4判 に拡大複写 する。
「調査区番号」を 「第4回 調査区番号」 とする。 「面積」は、 「面積 ・面測方法」 とする。タイ プには新

たに 「4:人 工 干潟」を設 け、 「5:そ の他」 とす る。 「7:藻 場」、 「10:海 岸改変状況」、 「11:

陸域土地利用」及び 「12:保 護指定」の欄 は取消線 をひ く。

第4回 現存干潟調査 票の 「地図番号」欄 の左側 に、新 たに 「地図名」欄 を設け る。 また、 「調査区番号」

欄 の右 の空 白部 に、新たに 「調査 区番号」欄 を設け る。さ らに、票の最下部 に 「変化原因」欄 を追加する。

第4回 調査 の結果 と比べ調査区内に何 らかの変化等があった場合には、下 記の注意事項 を参考に変更部分

を見え消 しで訂正追加す る。

また、第4回 調査以降、新たに確認された干潟 または人工的にで きた干潟 については く様式 一1>の 調査

票に新 たに記入す るもの とする。

(調査票記入上の注意)

変化等があ った項 目について赤 ボールペ ンにて記入す る。

なお、変化等があった場合、該 当す る項 目欄の番号の直下に*印 を付 ける。選択肢 による記入事項は、調

査票の該 当す る番号 を○で囲む。特に注記 したものを除 き、該当す る番号が複数 あ る場合は複数回答 とする。
「調査年度」は西暦で記入す る。

「地図番号」及び 「調査 区番号」は、 「浅海域環境図地形条件区分図」に記載 されてい る番号をそれぞれ

記入す る。複数の地図に またが る場合は、地図名及び地図番号をすべて列記するとともに、最 も優 占する地

図名 を○で囲む。
「第4回 調査区番号」は、第4回 海域生物環境調査 「現存干潟調査 票」の 「調査区番号」 を記入 する。

1.「 海域名」及び 「海域 コー ド」には、 「別 冊 コー ドー覧等の 「海域区分 コー ド」」 に基づ く当該海

域の海域名及び海域 コー ド番号を記入する。複数 の海域にまたが る場合は、すぺて列記するとともに

最 も優 占す る海域名を○で囲む。
「行政 コー ド」には、 自治省編 「全国地方公共団体コー ド」に基づ く当該市町村のコー ド番号 を記

入する。複数の市町村にまたが る場合は、市町村名及び行政コー ドをすぺて列記す るとともに、最 も

優 占する市町村名を○で囲む。
「地名」には、当該干潟 の通称 または干潟の存する海岸等の通称 を記入する。

2.「 面積」には、干潟の分 布域の面積を記入す る。単位 はhaと し、数値は小数点以下第1位 まで記入

す る。浅海域外に またが る干潟の場合には、 「全体ha(浅 海域内ha、 浅海域外ha)」 と記入す

る。、面積は原則 と,して・図上において・ 日林協 式点格子板 またはブラニメータを用いて読み取 るものと
する。なお、小面積の調査区にあっては、 「平均沖出 し幅x延 長」による概算値 としてさしつかえ

ない。

(面測方法については該 当する番号を選択 す る。)

1:ブ ラニメータ2:格 子板3:そ の他

その他の場合 は、 「16.備 考」欄 に面測方法を具体的に記入す る。

河川

高潮線

'1
干潟

(国土地理院発行の地形図
上で表現される海岸線)低

潮 線0皿

一ion

海
辺 蓬 欝 河 川区域 の壌界線一
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3.「 タイプ」には、地形 ・成 因か らみた該当する干潟のタイプ区分の番号 を記入す る。

4.「 底質」には、該 当する底 質区分の番号を記入す る。

異なる底質が含 まれ る場合は、最 も広い面積を占め るもの を記入す る。

なお、底質の違 いは下記 によ り判断する。

礫:粒 径2㎜ 以上

砂:粒 径0.1～2㎜ 、水中で撹拝するとす ぐに沈積 する。

泥:粒 径0.1㎜ 以下、水中で撹拝 して も沈積 しに くい。

砂泥:砂 と泥の混合

5.「 遮蔽度」には、波浪の強 さや頻度か らみた該当する海岸の遮蔽度区分 の番号(98頁 参照)を 記入

する。

6.「 植生」には、当該干潟内の主要な陸上植生の有無や種類 について、空 中写真やその他の既存資料

等を参考 に該当するものの番号を選択する。ただ し、その他の場合 には、内容を具体的に記述する。

7.調 査対象外

8.「 鳥類の渡来状況」 には、 当該干潟におけ る鳥類(シ ギ、チ ドリ類)の 渡来状況について、各県の

野鳥関係団体や専 門家か らのヒア リングを行 い、該当す る区分の番号を選択する。

9.「 清澄度」には、 当該干潟 の海水の清澄度について、該 当する区分の番号を記入する。

10～12.調 査対象外

13.「 干潟の利用」には、当該 干潟で見 られ るレク リエーシ ョン利用 について、既存資料、ヒア リング

等により該当するものの番号 を記入する。 「その他」の場合は、内容を具体的に記述 する。

14.「 環境質の変化」には、当該干潟内におけ る環境質の変化や汚染状況について、既存資料、 ヒア リ

ング等によ り、該当するものの番号を記入す る。

15.「 開発計画」には、 当該干潟内で大規模開発が計画 されてい る場合1そ の名称 ・内容を具体的に記

述 する。

16.「 備考」には、その他当該 干潟について特記 すべ き事項があれば 自由に記述する。

17.「 調査者」には、調査担 当者の所属、氏名を記入する。変化等についての調査担当者は、同欄 に
「追加調査者」 を新 たに記入 する。

18.「 調査実施方法」には、当該干潟に関 して行 った調査の方法 について、変化等についての追加調査

分 も含め、該当す るものの番号を記入する。

ただ し、資料調査 による場合は 「①資料調査()」 と記入 し、()内 に浅海域環境調査報告書

に掲載 されている資料 リス トの該当す る番号を記入する。

19.「 変化原因」には、第4回 海域生物環境調査結果 と比較 して、当該干潟調査 区に変化がなければ
「0:変 化 なし」 を、何 らかの変化があればその変化原因を1～5の 中か ら選択 する。

「4:河 口部における区分境界 による変更」は、当該干潟の一部が河川 区域にかかる場合選択 する。
「5:そ の他」の場合には具体 的に内容を記述す る。
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<様 式 一2>

1.都 道府県名

干 ネ鳥 覧 表
2。調査年度

i

δ

i

4.

調査区

番 号

5.

第4回
調査区
番 号

6.

地 図 名 地図番号

7.

海 域 名 海域コー ド 市町村名 行政コー ド 地 名

8.

タィフ。

番:号

底 質
番:号

9・ 面 積(ha)

浅海域内
噸 域

全 体 面測方法

10.

調査
実施方法

3.枝 番 /

11.

備 考



<様 式一2>記 入例

1.都 道府県名

ネ中奈 川 リ去 干 ネ鳥 覧 表

i

お

i

2.調査年度 1995

4.

調査区

番 号

3

4

5

6

5.

第4回
調査区
番 号

3

4

5

6

6.

地 図 名

三浦三崎

三浦三崎

三浦三崎

三浦三崎

地図番号

523955

523955

523955

523955

7.

海 域 名

相模湾

相模湾

相模湾

相模湾

海域コー ド

503

503

503

503

市町村名

三浦市

三浦市

三浦市

三浦市

行政コー ド

14210

14210

14210

14210

地 名

松 輪

江奈湾

毘沙門

小綱代湾

8.

タィフ。

番 号

1

2

1

1

底 質
番 号

2

4

3

3

9・ 面 積(ha)

浅海域
内

5.0

2.5

3.0

3.0

鞍 域

1.5

全 体

5.0

4.0

3.0

3.0

面測
方法

1

1

1

i

10.

調査実施

方法

i

1

1

1

3.枝 番 1/2

11.

備 考

5

5

5

5



干潟一覧表

干潟一覧表は都道府県ごとに作成する。

(作成 ・記入上の注意)

書式はく様式一2>に 掲げるものとし、用紙はA4判 、上側2つ 穴あきとする。

干潟の調査区番号順に記載する。

現存干潟調査票記載事項を転載する。

1.省 略

2.省 略

3.「 枝番」には、一覧表が2枚 以上にわた る場合 に、当該一覧表が何枚 目の ものであ るか を示す番号を

記入する。一覧表の総枚数 を分母 とする分数表示 とする。

4.省 略

5.省 略

6.7.当 該調査 区が複数 の地図、海域及び市町村 にまたがる場合は、すべての地図、海域及 び市町村 の名称

及びコー ド番号 を記入 するとともに、調査区面積の うち最も優占す る地図、海域及び市町村の名称 を○

で囲む。

8.省 略

9.「 面積」には、干潟の面積(浅 海域内、浅海域外及び全体)をha単 位で記入す る。浅海域外 の面積が

Ohaの 場合 は、空欄 でよい。

10.「 調査実施方法」には、 当該干潟に関 して行なった調査の方法について、以下の該当する番号を記入

する。

1:資 料調査2:ヒ ア リング調査3:現 地確認調査

ただ し、資料調査によ る場合は 「1」 と記入す るとともに、浅海域環境調査報告書に掲載されている

資料 リス トの該 当す る番号 を 「備考」に記入する。

11.「 備考」には、その他 当該干潟 について特記すべき変化等があれば、 自由に記述す る。
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<様 式 一3>

他団名 他面番号

1位 置

第49

調査区番号
調査直番号

現存藻場調査票

調 査 年 度

都道府県名

海域名

(海域コー ド)

市町村名

(行政コー ド)

地 名

2面 積

・面 μ・iオは

3タ イプ

4優 占種

5疎 密度

6経 年変化

7備 考 ・

8調 査者

9調 査実施方法

1フ ラ ニ ノ ー タ 2絡 子菰.

ha

3そ の 他

1ア マモ場

6テ ングサ場

2ガ ラモ場3コ ンブ場4ア ラメ場

7ア オサ ・アオノリ場8そ の他

5ワ カメ場

1

2

3

0

濃生………海底面がほ とん ど植生でおおわれている。

密生………海底面よ り植生のほうが多い。

疎生………植生 より海底面のほうが多い。

不明

分布域

疎密度

原 因

1減 少傾向2変 化なし

1減 少傾向2変 化なし

1埋 立等の直接改変2磯 焼け

(内容)

3増 加傾向O不 明

3増 加傾向0不 明

3乱 獲4そ の他海況変化等0不 明

51三分境凋」によるま1更.

所 属 氏名

1資 料調査 2ヒ ア リング調査 3現 地確認調査
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<様 式一3>記 入例

他図名

講 三崎

池図番号

523955

ヰ

1位 置

茅4田

調査区番号

5

調査i三番号

4 現存藻場調査票

調 査 年 度

都道府県名

1995

一

ネ襟1レ1県

海域名

(海域コー ド)

ね 模 樗

503

市町村名

(行政コー ド)

三 捕'市

14210

地 名

小鍋代樗

2面 積

・面 伊liオ弦

3タ イプ

4優 占種

*

5疎 密度

6経 年変化

*

7備 考

8調 査者

*

追加調査者

9調 査実施方法

① ブ ラ ニ メ ー タ 2絡 子赦

2ha

3そ の 他

①アマモ場

6テ ングサ場

2ガ ラモ場3コ ンブ場

7ア オサ ・アオノ リ場

4ア ラメ場

8そ の他

5ワ カメ場

カ ジ メ 、≠ 季≠ 、 ア マ モ

1

2

0
0

濃生………海底面がほ とんど植生でおおわれている。

密生………海底面より植生のほ うが多い。

疎生………植生よ り海底面のほ うが多い。

不明

分布域

疎密度

原 因

1減 少傾向

①減少傾向

②変化なし

2変 化なし

1埋 立等の直接改変

(内容)

3増 加傾向

3増 加傾向

2磯 焼け ③乱獲

0不 明

0不 明

4そ の他海況変化等(褻 不明

5i三 分境 」浄に よ るi爽更

所 属 討奈回県蔵寸公薗セ ンター

ネを奈 円 県 躍卜域4塞言亙セ ン タ ー

氏名 草封 疎

環境 苑子

1資 料調査 2ヒ ア リング調査 ③現地確認調査
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現存藻場調査票

浅海域環境調査の対象調査区(藻 場)に ついて、各調査区ごとに作成する。

浅海域外にまたがって分布する藻場については、必要に応 じて、調査票の内容を浅海域のみの情報に修正

する。

(調査票の作成)

第4回 海域生物環境調査の 「現存藻場調査票」をA4判 に拡大複写する。
「調査 区番号 」は 「第4回 調査 区番号」 とする。 「面積」は、 「面積 ・面測方法」 とす る。

第4回 現存藻場調査票の 「地図番号」欄 の左側 に、新 たに 「地図名」欄を設け る。また、 「調査区番号」

欄 の右の空 白部 に、新たに 「調査区番号」欄 を設ける。 「6:経 年変化 」の欄に 「5区 分境界による変更」

項 目を記入する。

第4回 調査の結果 と比ぺ調査 区内に何 らかの変化等があった場合 には、下記の注意事項 を参考に、変更部

分 を見え消 しで訂正追加す る。

また、第4回 調査 以降、新たに確認 された藻場についてはく様式一3>の 調査票に新たに記入す るものと

す る。

(調査票記入上の注意)

変化等があった項 目について赤ボールペ ンにて記入する。

なお、変化等があった場合、該当す る項 目欄の番号の直下に*印 を付 ける。選択肢 による記入事項は、調

査票の該 当する番号 を○で囲む。
「調査年度」は西暦で記入 する。

「地図番号」及び 「調査区番号」は、 「浅海域環境図生物相条件 区分図」 に記載 されている番号 をそれぞ

れ記入する。複数の地図に またが る場合は、地図名及び地図番号をすべて列記す るととも・に、最も優占する

地図名を○で囲む。
「第4回 調査 区番号」は、第4回 海域生物環境調査 「現存藻場調査票」の 「調査区番号」を記入する。

1.「 海域名」友び 「海域 コー ド」 には、 「別冊 コー ドー覧等の 「海域区分 コー ド」」に基づ く当該海域の

海域名及び海域コー ド番号を記入 する。複数の海域にまたがる場合は、すぺて列記す るとともに、最も優

占する海域名を○で囲む。
「行政 コー ド」には、 自治省編 「全国地方公共団体 コー ド」に基 づ く当該市町村のコー ド番号を記入す

る。複数の市町村 にまたが る場合 は、市町村名及び行政 コー ドをすぺて列記す るとともに、最 も優占す る

市町村名を○で囲む。
「地名」には、当該藻場の通称 または藻場の存す る海岸等の通称を記入 する。

2.「 面積」 には、藻場の分布域の うち水深10m以 浅の浅海域部分の面積 を記入する。単位はhaと し、数値

は小数点以下第1位 まで記入す る。面積は原則 として、図上において、 日林協 式点格子板またはブラニメ
ータを用いて読み取 るもの とす る。なお、小面積の調査 区にあっては、 「平均沖出し幅 ×延長」による概

算値 と して さ しつか えない。

(面測方法については該 当す る番号を選択す る。)

1:プ ラニ メータ2:格 子板3:そ の他

その他の場合は、 「7.備 考」に面測方法 を具体的に記入す る。

灘覆一
海

低 潮 線Om

一lOm /
1す

　 　 　)へ
＼_遊 場
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3.「 タイプ」 には、構成種か らみた該当する藻場のタイブ区分の番号を、既存資料、 ヒア リング等によ り

記入する。'

複数 のタイプが含 まれる場合はすぺて記入す る。

各タイプの代表的な構成種(類 、科、属名 を含 む)は 、以下の とお り。

①アマモ場

②ガラモ場

③コンブ場

④アラメ ・カジメ場

⑤ ワカメ場

⑥テングサ場

⑦アオサ ・アオノリ類

⑧その他

(注意)

:ア マ モ 、 コ ア マ モ 、 ス ガ モ 、 エ ビ ア マ モ 、 ス ゲ ア マ モ 、 ウ ミ ヒル モ

:○ ○ ○ モ ク 、 ウ ミ トラ ノ オ 、 ホ ン ダ ワ ラ

:○ ○ ○ コ ン ブ 、 チ ガ イ ソ 、 ア ナ メ

:カ ジ メ 、 ア ラ メ 、 ス ジ メ 、 ア ジ メ 、 ク ロ メ 、 ヅ ル ア ラ メ

:ワ カ メ 、 ヒ ロ メ

:テ ン グ サ 類 、 マ ク サ 、 オ オ ブサ 、 オ バ クサ

:ア オ サ 類 、 ア ナ ア オ サ 、 ヒ トエ グ サ 、 ア オ ノ リ類 、 ヒ ラ ア オ ノ.リ

:そ の 他 の 海 藻 ・海 草 類

第4回 の調査 票では 「④ アラメ場 」となってい るが、 「④ アラメ ・カジメ場」 と読み変 えることとする。

4.「 優 占種」には、当該藻場 を構成 する海藻 ・海草類の優占種 を、既存資料、 ヒア リングな どによ り優占

順に3～5種 記述する。

5.「 疎密度」には、当該藻場における海藻 ・海草類 の繁茂密度 について、既存資料、 ヒア リングな どによ

り該 当す る区分の番号 を選択する。

当該藻場の最も繁茂する時期における状態で判断し、また同一調査区内で異なる疎密度が認められる場

合は、優 占す るものを記入 する。

6.「 経年変化」には、各項 目ごとに該当す る区分の番号 を選択 する。

なお、 「6:経 年変化、原因」の 「1」 または 「4」 の場合 は、内容を具体的 に記述 する。 「5区 分境

界 による変更」は、浅海域の区分境界(水 深10m)に よ り調査区の測定面積が変わ った場合 に選択 する。

7.「 備考」には、その他 当該藻場 について特 記すぺ き変化等があれば、 自由に記述す る。

8.「 調査者」 には、調査担 当者の所属、氏名を記入す る。変化等にっいての調査担 当者は、 同欄 に 「追加

調査者」を新 たに記入する。

9.「 調査実施方法」には、当該藻場に関 して行 った調査 の方法について、変化等 についての追加調査分も

含 め、該当す るものの番号を選択 する。

ただ し、資料調査による場合は 「①資料調査()」 と記入 し、()内 に浅海域環境調査報告書に掲

載されている資料 リス トの該当す る番号 を記入する。

なお、該当する番号が複数あ る場合は複数回答 とす る。
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<様 式一4>

1.都道府県名

藻 場 覧 表
2.調 査年度 3.枝 番 /

i
N

i

4.

調査区

番 号

5.
第4回
調査区
番 号

6.

地 図 名 地図番号

?.

海 域 名 海域コー ド 市町村名 行政コー ド 地 名

8.

タイフ。番 号 疎 密 度

面 積
(浅海域のみ)面測

(ha)方 法

9.
調査実施

方法

10.

備 考



<様 式 一4>記 入例

1●者1～道 ∬f守:リ1ミ名

ネ中奈 川1り1ミ 藻 場 覧 表
2.調査年度 1995 3.枝 番 5/12

i

蛇

i

4.

調 査 区

番 号

V20

V21

V22

V23

V24

V25

V26

V27

v28

V29

V30

V31

V32

V33

V34

V35

V36

5.

第4回

調 査1メ:番 号

20

21

22

23

24

25

26

27

29

30

31

32

33

34

35

36

3?

6.

地 図 名

三浦三崎

ノノ

ii

!ノ

//

!ノ

ノ!

//

ノノ

//

ii

//

!ノ

//

○ ノノ

!ノ

ii

地図番号

523955

523955

523955

523955

523955

523955

523955

523955

523955

523955

523955

523955

523955

523955

523955

523955

523955

?.

海 域 名

東京湾

//

//

//

//

相模湾

ii

//

ii

ノノ

!ノ

ノノ

ii

ノノ

ノノ

//

ii

海域コー ド

502

502

502

502

502

503

503

503

503

503

503

503

503

503

503

503

503

市町村名

三浦市

ノノ

ii

ii

//

ii

Zノ

//

ii

//

ノノ

ii

//

ii

ノノ

ii

//

行政コー ド

14210

14210

14210

14210

14210

14210

14210

14210

14210

14210

14210

14210

14210

14210

14210

14210

14210

地 名

金 田

小 浜

組 根

雨 崎

闇 口

松 輪

毘沙門

江奈湾

宮 川

城ケ島

二町谷

諸 磯

'諸 磯 湾

油壷湾

小網代

小網代湾

三 戸

8.

タイフ。番 号

4

4

4

4

4

4

4,6

1

4

4

4

4

1

1

4

1

4

疎 密 度

2

2

2

2

2

2

1

3

2

2

1

1

2

2

2

2

1

面 積
(浅海域のみ)

(ha)

20.5

23.0

o.s

43.0

261.0

84.5

129.3

z.o

66.3

119.5

52.1

40.5

3.5

0.7

31.3

4.5

106.8

面測
方法

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

9.
調査実施

方法

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

10.

備 考

5

5

5

5

5

5

7、 漁港整備の為減少

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5



藻場一覧表

藻場一覧表は都道府県ごとに作成する。

(作成 ・記入上の注意)

書式はく様式一4>に 掲げるものとし、用紙はA4判 、上側2つ 穴あきとする。

藻場の調査区番号順に記載する。

現存藻場調査票記載事項を転載する。

1.省 略

2.省 略

3.「 枝番」には、一覧表が2枚 以上にわた る場合 に、当該一覧表が何枚 目のものであ るかを示す番号を

記入する。一覧表の総枚数 を分母とする分数表示 とする。

4.省 略

5.省 略

6.7.当 該調査区が複数の地図、海域及び市町村にまたが る場合は、すぺ ての地図、海域及び市町村の名称

及びゴー ド番号を記入するとともに、調査 区面積 の うち最も優 占す る地図、海域及び市町村名 を○で囲

む。

8.省 略

9.「 調査実施 方法」には、当該藻場に関 して行 なった調査の方法 について、以下の該 当す る番号を記入

す る。

1:資 料調査2:ヒ アリング調査3=現 地確認調査

ただ し、資料調査による場合は 「1」 と記入す るとともに、浅海域環境調査報告書 に掲載されている

資料 リス トの該当する番号を 「備考」に記入す る。

10.「 備考」 には、その他 当該藻場について特記すぺ き変化等があれば、自由に記述する。
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<様 式5-1>

1.都道府県名

璋 礁 サ ン ゴ 生 育 域 取 りま とめ 表(サ ン ゴ 礁 海 域)
2.調査年度 3.枝 番 /

i

ぎ

i

4e
調査区

番 号

6.

地 図 名 地図番号

7.

海 域 名 海域コー ド 市町村名 行政 コー ド 旭 名

積8.面
(浅海域のみ)

(ha)
面測方法

9.
生育型

10.

被 度

11.
調査実施

方法

12.

備 考



<様 式5-1>記 入例

1.都道府県名

評巾糸堪り轟 造 礁 サ ン ゴ 生 育 域 取 り ま と め 表(サ ン ゴ 礁 海 域)
2.調査年度 1996 3.枝 番 1/4

1

鐙

i

4a
調査区

番 号

C1

C2

C3

6.

地 図 名

平 良

平 良

伊良部島

地図番号

372512

372512

372511

7.

海 域 名

宮古列島

宮古列島

宮古列島

海域コー ド

870

870

870

市町村名

平良市

平良市

伊良部町

行政コー ド

47206

47206

47374

地 . 名

大浦湾

平瀬尾神崎

佐良浜

8.面 積
(浅海域のみ)

(ha)

1.0

o.s

2.5

面測方法

1

1

1

9.
生育型

Br

En

Fo

10.

被 度

C

1

C

11.
調査実

施
方法

1

1

1

12.

備 考

3,赤 土砂により減少

4

4



<様 式5-2>

1.都道府県名

造 礁 サ ン ゴ 生 育 域 取 り ま と め 表(非 サ ン ゴ 礁 海 域) 2.調 査年度 3.枝 番 /

i

認

i

4.

調査区

番 号

象 回

響 弩

6.

地 図 名 地図番号

7.

海 域 名 海域コー ド 市町村名 行政コー ド 地 名

8.面 積(
浅海域のみ)

(ha)
面 測方 法

9.
優 占

生育型

10

被 度

11.
調査実施

方法

12.

備 考



<様 式5-2>紀 入例

1～ 道府県名

二F一葉 り,ミ

造 礁 サ ン ゴ 生 育 域 取 り ま と め 表 (非 サ ン ゴ 礁 海 域)

5.ユ

第4回

紫 告

2.調査年度 1996 3.枝 番 1/1

i

器

i

ia

調査区

番 号

C1

C2

4

4

6.

地 図 名

館 山

館 山

地図番号

523936

523936

7.

海 域 名

東京湾

東京湾

海域コー ド

502

502

市町村名

館山市

館山市

行政コー ド

12205

12205

地 名

沖の島北

蜆ケ浦

8.面 積
(浅海域のみ)

(ha)

1.5

o.s

面 測方 法

1

1

9.
優 占

生育摯

Br,Ma

Ta

10.

被 度

R

1

11.

難
方法

1

1

12.

備 考

1

1



造礁サンゴ生育域取 りまとめ表

造礁サンゴ生育域取 りまとめ表は都道府県ごとに作成する。

浅海域外にまたがって分布する造礁サンゴ生育域については、必要に応じて、調査票の内容を浅海域のみ

の情報に修正する。

(作成 ・記入上の注意)

書式は く様式5-1及 び5-2>に 掲げるもの とし、用紙はA4判 、上側2つ 穴あ きとす る。

サ ンゴ礁海域 く様式5-1>と 非 サ ンゴ礁海域 く様式5-2>に 分け、 それぞれに記入す る。造礁サンゴ

分布域 の調査区番号順 に記載 する。

サ ンゴ礁海域 につ いては、第4回 海域生物環境調査(サ ンゴ礁調査)「 サ ンゴ礁分布取 りまとめ表」を、

また、非サ ンゴ礁海域 については、 「生育サ ンゴ群集分 布取 りまとめ表」を参考に記入する。

なお、今回の造礁サ ンゴ生育域では、ソフ トコーラルは調査対象外 とす る。

1。 省略

2.「 調査年度」は西暦で記入す る。

3.「 枝 番」には、取 りまとめ表が2枚 以上にわた る場 合に、当該取 りまとめ表が何枚 目のものであるかを

示す番号を記入す る。取 りまとめ表の総 枚数 を分母 とす る分数表示 とす る。

4.「 調査区番号」には、 「浅海域環境図生物相条件 区分図」に記載 されている番号 を記入する。

5.「 第4回 群集番号」 には、第4回 海域生物環境調査(サ ンゴ礁調査)非 サンゴ礁 海域の 『生育サンゴ群

集分布取 りまとめ表』及び 『生育サ ンゴ群集分布図』 を参照 して対応 する群集番号 を記入する。

6.「 地図名」及び 「地図番号」 には、 「浅海域環境図生物相条件区分図」に記載されてい る地図名及び地

図番号をそれぞれ記入する。複数の地図に またが る場合は、地図名及び地図番号をすべて列記 するととも

に、最 も優 占する地図名を○で囲む。

7。 「海域名」及び 「海域 コー ド」 には、 「別冊 コー ドー覧等の 「海域 区分 コー ド」」に基づ く当該海域の

海域名及び海域 コー ド番号を記入す る。複数の海域 にまたが る場合は、すべて列記するとともに、最 も優

占す る海域名 を○で囲む。
「行政コー ド」には、 自治省編 「全国地方公共団体 コー ド」に基づ く当該市町村のコー ド番号 を記入す

る。複数の市町村に またが る場合は、市町村名及び行政 コー ドをすべ て列記す るとともに、最 も優占す る

市町村名を○で囲む。
「地名」には、 当該造礁サ ンゴ生育域の通称 または造礁サ ンゴ生育域の存 する海岸等の通称 を記入する。

8.「 面積」には、造礁サンゴ生育域のうち水深10m以 浅の浅海域部分の面積を記入する。単位 はhaと し、

数値は小数点以下第1位 まで記入 する。面積 は原則 として、図上において、 日林協式点格子板 またはブラ

ニメータを用 いて読み取 るもの とする。なお、小面積の調査 区にあ っては、 「平均沖出 し幅x延 長」によ

る概算値 としてさ しつかえない。

(面測方法 については該当す る番号 を記入 する。)

1:プ ラニメータ2:格 子板3:そ の他

㍉ その他の場合は、 「12.備 考」に面測方法を具体的に記入する。

高潮線

(国土地理院発行の地形図
上で表現される海岸線) 浅

海
低 潮線Om

一lOm

講 部分
<← 造礁サンゴ生育域

　 　 　)へ
＼こ _.

一34一



9.「 生育型」(サ ンゴ礁海域)ま たは 「優 占生育型」(非 サ ンゴ礁海域)の 生育型には、以下の表 よ り該

当する記号を選択 し、優占する上位2つ の生育型を優占する順 に列記す る。

サンゴの生育型

生 育 型

Br

Ta

Ma

En

Fo

Ot

枝 状

卓 状

塊 状

被 覆 状

葉 状

その他の形状

特徴及び該当するサンゴ類

群体の大小に関わ らず、枝状 に分岐 してい るもの。

エダ ミドリイシ、ハナヤサイサ ンゴ等。

平板状。

群体面積に比ぺ基質への付着面積がかな り小さい。

クシハダ ミ ドリイシ、エンタク ミ ドリイシ等。

多 くの場合半球状。

キクメイシ、 ノウサ ンゴ、アザ ミサ ンゴ等。

群体 のほ とんどが基質に付着 している。

オヤユ ビ ミドリイシ、アナサ ンゴ等。

薄い板状のものを含む。

ウスコモ ンサ ンゴ、キ ッカサ ンゴ等。

上記のいずれにも属さない もの。

(注意)

ソフ トコー ラルは調査対 象外 とする。

10.「 被度」には、以下の表によ り、それぞれの被度区分に対応 す る記号 を記入 する。

記号

R
C
I

被 度

5%未 満
550%

50%以 上

11.「 調査実施 方法」には、当該造 礁サ ンゴ生育域に関 して行 った調査の方法について、追加調査分も含め、

以下の該当す る番号を記入 する。

1:資 料調査2:ヒ ア リング調査3:現 地確認調査

ただ しき資料調査によ る場合は 「1」 と記入するとともに、浅海域環境調査報告書に掲載されている資

料 リス トの該当す る番号 を 「12.備 考」に記入する。

12.「 備考」には、その他 当該造礁サ ンゴ生育域について特 記すべ き事項 があれば、 自由に記述 する。

一35一



<様 式一6>

1.都道府県名

マ ン グ ロ ー ブ 林 取 り ま と め 表 2.調 査年度 3.枝 番 /

i

器

i

4.
調査区

番 号

5.
湿 地 調 査

地図
番号 欝

6.

地 図 名 地図番号

7.

海 域 名 海域コー ド 市町村名 行政コー ド 地 名

8.
面 積(ha)

浅海域内
噸 域

全 体 面測方法

9.

構成種
藷査秀嚢

11.

備 考



<様 式 一6>記 入例

1.都 道 府 リ1ミ名

才rh糸廼 り8寿

マ ン グ ロ ー ブ 林 取 り ま と め 表 2.調 査年度 1995 3.枝 番 1/3

i

器

i

4.
調査区

番 号

M1

M2

M3

5.
湿 地 鯛 査

地図
番号

14

14

17

対照番号

1

2

3

6.

地 図 名

伊原間

伊原聞

西衷大原

地図番号

362461

362461

362336

7.

海 域 名

八亜山列島

八重山列島

八亜山列島

海域コー ド

870

880

870

市町村名

石垣市

石垣市

竹富町

行政コー ド

47207

47207

47381

地 名

伊原間湾

伊原間湾

大 富

8.
面 積(ha)

浅海域内

0.5

2.0

3.0

噸 域

1.0

0

1.0

全 体

1.5

2.0

4.0

面測方法

1

1

1

9.

構 成 種

1

2

1,2

10.
調査実

施方法

1

1

1

11.

備 考

1

1

1



マングロー ブ林取 りまとめ表

マ ングローブ林取 りまとめ表は都 道府県 ごとに作成す る。

浅海域外にまたがって分布するマ ングローブ林 については、浅海域のみの情報 を取 りまとめ表に記入する。

(作成 ・記入上の注意)

書式はく様式一6>に 掲げ るもの とし、用紙はA4判 、上側2つ 穴あ きとする。

マングロー ブ林 の調査 区番号順 に記載する。

第5回 湿地調査(湿 地概況調査)成 果を参考にする。

1.省 略

2.「 調査年度」は西暦で記入 する。

3.「 枝番」には、取 りまとめ表が2枚 以上 にわたる場合 に、当該取 りま とめ表が何枚 目のものであ るかを

示す番号を記入 する。取 りま とめ表の総枚数 を分母 とす る分数表示 とす る。

4.「 調査区番号」には、 「浅海域環境図生物相条件区分図」に記載されて いる番号を記入する。

5.「 湿地調査」 には、第5回 湿地調査の湿地概況調査で対象 とした湿地が、本調査の調査区の一部 をなす

場合、その地図番号及び対照番号 を記入す る。

6.「 地図名」及 び 「地図番号」には、 「浅海域環境図生物相条件区分図」に記載 されている地図名及び地

図番号をそれぞれ記入する。複数 の地図 にまたが る場合は、地図名及び地図番号 をすぺて列記す るととも

に、最 も優占す る地図名を○で囲む。

7.「 海域名」及び 「海域コー ド」には、 「別冊 コー ドー 覧等の 「海域区分 コー ド」」に基づ く当該海域の

海域名及び海域コー ド番号 を記入す る。複数の海域にまたが る場合 は、 すぺて列記す るとともに、最も優

占す る海域名 を○で囲む。
「行政コー ド」には、 自治省編 「全国地方公共 団体コー ド」に基 づ く当該市町村の コー ド番号 を記入 す

る。複数の市町村にまたが る場合は、市町村名及び行政 コー ドをすべて列記するとともに、最も優 占する

市町村名を○ で囲む。
「地名」には、当該 マング ロー ブ林の通称又はマングローブ林の存す る海岸等の通称を記入す る。

8.「 面積」には、覧マ ングローブ林 の面積(浅 海域内、浅海域外及び全体)を 記入す る。単位はhaと し、数

値は小数点以下第1位 まで記入す る。面積は原則 として、図上において、 日林協式点格子板 またはブラニ

メータを用いて読み とるもの とす る。なお、小面積の調査区にあっては、 「平均沖出 し幅 ×延長」による

概算値 としてさ しつかえない。

(面測方法については該当す る番号 を記入 する。)

1:プ ラニメータ2:格 子板3:そ の他

その他の場合は、 「11.備 考」に面測方法 を具体的に記入する。

河川

マング ローブ 林

高潮線 ノ
i

(国土地翌院発行の地形図
上 で衷現 される溶 岸線)

低 潮 線0

-ion

海
辺 浅

海
域

・騰 黙
浅醐5イ

河川区域の境界線一
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9.「 構成種 」には、調査 区域に植生す るマング ローブ林 を、以下の該当する番号で記入 する。該 当す る番

号が複数 あ る場合は複数回答 とする。

1:メ ヒルギ2:オ ヒルギ3:ヤ エヤマ ヒルギ4:ヒ ル ギモ ドキ

5:ヒ ルギダマシ6:マ ヤ プシギ7:ニ ッパヤシ

10.「 調査実施 方法」には、 当該マ ングロー ブ林に関 して行な った調査の方法について、以下の該当する番

号を記入す る。

1:資 料調査2:ヒ ア リング調査3:現 地確認調査

ただ し、資料調査による場合は 「1」 と記入 するとともに、浅海域環境調査報告書に掲載 されている資

料 リス トの該当する番号を 「備考」に記入する。

11.「 備考」には、その他当該マ ングローブ林 について特記 すべ き事項があれば、自由に記述 する。
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<別 紙1>

浅 海 域 環 境 図 作 成 要 領

浅 海 域 環 境 図 と して 以 下 の2種 の 図 面 を 作 成 す る。

1.浅 海 域 環 境 図(地 形 条 件 区 分 図)

2.浅 海 域 環 境 図(生 物 相 条 件 区 分 図)

〈作 成 方 法>

1.各 浅 海 域 環 境 図 の 原 図 に は 、 「浅 海 域 分 布 図 」 を第 二 原 図(ス タ ー マ ッ トD.X、S300

番)に 複 写 し た もの を 使 用 す る。

2.記 入 す る 内 容 に つ い て は 、 以 下 の 図式 及 び 作 業 方 法 並 び に 各 参 考 例 に 従 う もの とす る。

3.記 入 は 、 特 に こ とわ りの な い限 り黒 イ ン ク で 行 う。

〈図 式 及 び 作 業 方 法>

1.整 飾

(1)タ イ トル

「浅 海 域 分 布 図 」 に 取 消 線 を ひ き、 各 浅 海 域 環 境 図例 の よ う に 図 面 の 余 白の 所 定 位

置 に、 各 タ イ トル を 追 加 記 入 す る。

(2)作 成 年 度

浅 海 域 分 布 図 上 に 記 さ れ て い る作 成 年 度 欄 の 年 度 に取 消 線 をひ き、 編 集 した 年 度 を

西 暦 で 記 入 す る。

(3)凡 例

各 図 面 の 記 号 の 凡 例 を 記 入 す る。

2.記 号

各 図 面 に 使 用 す る記 号 等 を 以 下 の 仕 様 に 従 って 記 入 す る。

(1) ,地 形 条 件 区 分 図

① 干 潟 分 布 域

各 調 査 区 の 分 布 域 を 幅0.5皿m程 度 の 黒 線 で 囲 む 。 浅 海 域 外 に か か る干 潟 に つ いて も、

浅 海 域 の 内 外 に か か わ ら ず黒 線 で 囲 む 。
'
な お 、 連 続 す る 一 つ の 分 布 域 を、 分 割 し て 複 数 の 調 査 区 と した 場 合 、 ま た は 、 複 数

の 分 布 域 を 一括 して 一 つ の 調 査 区 と した 場 合 は 、 調査 区 の 範 囲 を 幅0.5m皿 程 度 の 破 線

で 示 す 。

② 調 査 区 番 号

各 調 査 区 に は 、 都 道 府 県 ご と に 通 し番 号(以 下 「調 査 区 番 号 」 とい う。)を 新 し く

付 す 。

な お 、 調 査 区 が2枚 以 上 の 図 幅 に ま た が る場 合 で も 、 調 査 区 番 号 は 同一 と し、 関 係

す る全 て の 図 幅 に番 号 を 記 入 す る。
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〈浅海域環境図(地 形条件区分図)参 考例〉

5
mm

0

0

取 り消 し線

左

と

じ

5

㎜

0

0

地図番号 ○○○○○○

浅海域環境図(地形条件区分図)

一
市町村界

＼

作成年度
0000

0 ○ 県

行 政 コー ド 市町村 名
422070()町

42208× ×村

河川区堵の境界

○○県

OO町1監 × ×村

i
一、 複数 の分 布域 を'

懲 一護擁饗鋼
1

覧

、

φ
軸

粗ノ勿

父

孝

髪
る。

都 ・府 ・県 界

〆

残
△県 孤

r_

な

M

♂
○ ○ 湾(103)

42208
、

42207

瑳

募
界

○ ○ 海(102)

ii

海 域 名 海 域 区分 コー ド

i

竪

琶
縁

潮 位 関係(× ×港)

HNI,

TP

平均海水面

LH1.

1:25,000

凡例 等深線

lm毎
一一 一2

.5m毎

5m毎

50m毎

河川区i寂の〕u〕 〕
境界

底質

⑰R
⑯G

S

理譜

岩
礫
砂
泥
粘土

現存干潟

底 質
調査区番号

基本水準面(Om)は 平均海水面下mで ある。

資料名:○ ○○○○(OO県,oooO年,00月)

現存干潟の凡例を記入す ること。

一41一



(2)生 物 相 条 件 区分 図

① 藻 場 、 造 礁 サ ン ゴ 生 育 域 及 び マ ン グ ロ ー ブ林 の 分 布 域

各 調 査 区 の 分 布 域 を幅0.5mm程 度 の 黒 線 で 囲 む 。 浅 海 域 外 とな る水 深10m以 深 の部

分 は 幅0.5mm程 度 の 黒 色5mm間 隔 破 線 で 囲 む 。 マ ング ロ ー ブ林 に つ い て は 、 浅 海 域 の

内 外 に か か わ らず実 線 で 分 布 域 を囲 む 。 第5回 湿 地 調 査 湿 地 分 布 図 を 参 考 に す る場 合

に は 、 浅 海 域 部 分 は 描 か れ て い な い 事 を 注 意 し、 分 布 域 を 図 示 す る こ と 。

連 続 す る 一 つ の 分 布 域 を、 分 割 して 複 数 の 調 査 区 と した 場 合 、 ま た は 、 複 数 の 分 布

域 を 一括 して 一 つ の 調 査 区 と した 場 合 は、 調 査 区 の 範 囲 を 幅0.5mm程 度 の 破 線 で 示 す 。

② 調 査 区 番 号

各 生 物 相 の 調 査 区 に は、 各 都 道 府 県 ご と、 生 物 相(藻 場 、 造 礁 サ ン ゴ 生 育 域 、 マ ン

グ ロ ー ブ林)ご とに 通 し番 号(以 下 「調 査 区 番 号 」 と い う。)を 新 し く付 す 。

な お 、 調 査 区 が2枚 以 上 の 図 幅 に ま た が る場 合 で も、 調 査 区 番 号 は 同 一 と し、.関係

す る全 て の 図 幅 に番 号 を 記 入 す る。

藻 場 に つ い て は 、 調 査 区 番 号 の 頭 に 「V」 を 付 す 。

造 礁 サ ン ゴ 生 育 域 に つ い て は 、 調 査 区 番 号 の 頭 に 「C」 を付 す 。

マ ン グ ロ ー ブ林 に つ い て は 、 調 査 区 番 号 の 頭 に 「M」 を 付 す 。

③ タ イ プ等 略号

各調 査区 の うち藻場 及 び造 礁サ ンゴ生 育域 につ いては、 生物 種 のタ イ プ または生 育

型 と疎 密度 または被 度で 以下 の種類 に 区分 し、 そ れぞれ 該 当す る略 号 を分 布域の調 査

区番号 の近 くに記入 す る。複数 の生 物種 タ イブが 出現 す る場合 は、優 占す る上位2つ

のタ イプ または生育 型 を優 占す る順 に列 記 す る。

ア.藻 場

疎密度
イ ブ

疎 生R

密.生C

濃 生1

アマモ場

Zo

Zo-R

Zo-C

Zo-1

ガ ラモ場

Sa

Sa-R

Sa-C

Sa-1

コンフ"場

La

La-R

La-C

La-1

アラメ・カシ"

メ場Ei

Ei-R

Ei-C

Ei-1

ワカメ場

Un

Un-R

Un-C

Un-1

テンク"サ

場Ge

Ge-R

Ge-C

Ge-1

アオサ・アオ

ノリ場Ul

U1-R

Ul-C

U1-1

そ の 他

Ec

旦c-R

Ec-C

Ec-1

'イ
.造 礁 サ ン ゴ 生 育 域

被 生育 型

度(%)

5%未 満(赤)R

5～50%(黄)C

50%以 上(緑)1

枝 状
Br

Br-R

Br-C

Br-1

卓 状

Ta

Ta-R

Ta-C

Ta-1

塊 状

Ma

Ma-R

Ma-C

Ma-1

被 覆 状

En

En-R

En-C

En-1

葉 状

Fo

Fo-R

Fo-C

Fo-1

そ の 他

of

Ot-R

Ot-C

Ot-1

(注 意)

1・(赤)・(黄)、(緑)は 、 そ れ ぞ れ 、 第4回 海 域 生 物 環 境 調 査(サ ンゴ 礁 調 査)

に お け るサ ン ゴ 礁 分 布 図 上 で の 表 現 色 で あ る 。

2.ソ フ トコ ー ラル(Sc)に つ い て は 、 調 査 対 象 外 と し、 移 写 を しな い 。
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〈浅海域環境図(生 物相条件区分図)参 考例〉

50

mm

0

0

取り消

左

と

じ

O

0

1so

忽切

地図番号 ○○○○○○

浅海域環境図(生物相条件区分図)
一

市町村界

レ

作成年度
0000

騨
0 ○ 県

行 政 コー ド 市 町村 名
4220700町

42208× ×村

趨

1、

9

孟

玄

○ ○ 県M

プ林は河川区域内
ても移写すること。

河川区域の境界

}鰻謝 騨 でoO町
囲 み、1燗 査区 とす る。

都 ・府 ・県 界

ζ

気
△△県議 ・

を

騨

S

一_(C1

、(制勉
C3hta,En-R

Br-1
調査 区内に書

けな い場合引
き'記 入

c

k

M

、

、

、

× ×村

¥42207

、22誌

vi

o.Sa 1

♂
○ ○ 湾(101)

難

雰
界

＼纏

一ID

＼
＼〆護聴臨獄

V2＼ 　
Un-C、

__)

＼/一 一ノ

○ ○ 海(102)

il

海 域 名 海 域 区 分 コー ド

優占す る上位
2種 までを明記

潮位関係(× ×港)

HWL

TP

平均海水面

LWL

1:25,000

凡例 等深線

一一一2
。5m毎

〕UUUの 境界

底 質

lm毎 ⑰R

_ｰｰG5
m毎S

腰 理麹

晶

羨

生物相 基本水準面(Om)は 平均海水面下 鎚 である。

毒 騰 響 資料名:○ ○○○○(○ ○見0000年00月)

親
L調 査区番号の凡例 を記入のこと

。

・生物相の略号凡例 については前頁のア.藻 場、イ.造 礁サ ンゴ生育域の略号表 を複写

し、浅海域環境図帳の 「凡例一覧」頁に貼 り付け ること。
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<別 紙2>

浅海域環境図帳作成要領

「浅 海 域 環 境 図 地 形 条 件 区 分 図 」 及 び 「浅 海 域 環 境 図 生 物 相 条 件 区分 図 」 を 編 綴 し、 浅

海 域 環 境 図 帳 を 作 成 す る。

1.表 紙 及 び 裏 表 紙

表 紙 は 、 縦51cm、 横59cmの 白 の 板 紙 と す る。

様 式 は下 図 の も の と し、 タ イ トル は 、 黒 で 記 入 す る(サ イ ンペ ンに よ る手 書 きで よ い。)。

裏 表紙 は、 厚 手 の ボ ー ル 紙 を使 用 す る。

左

と

じ

環境庁委託 匝
第5回 自然 環境 保全 基礎調査

海 辺調 査

浅海 域環 境 図帳
その1

平 成○(○ ○○ ○)年 度
環境庁 自然保 護局

○ ○ 県

(注)一 冊 に 編 綴 で き な い場 合 は 分 冊 と して よ い が 、 適 宜 一 連 番 号 を 付 す こ と。

2.と じ具

各 図 面 の 左 端 に ク リ ップ テ ー プ等(コ ク ヨ 、 タ ー60N)を 用 い て と じ代 を2ヶ 所 設 け る。

3.折 り込 み

上 記 の サ イ ズ に 収 ま らな い 図 面 に つ い て は 、 は み 出 し部 分 を 切 断 の 上 、 裏 側 か ら透 明

テ ー プ 等 で 留 め 、 折 り込 む こ と と す る。

4.配 列
'配列 は以 下の順 とす る

。 な お、 浅 海域 環境 図は、 各地 図番 号毎 に以下 の① ～② 順 に偏

綴 す る。

(1)表 紙

(2)凡 例一 覧

(3)地 図番 号図(次 頁 参照 の こと。)

(4)浅 海域環 境 図(地 図 番号 の順 とす る。)

① 浅 海域環 境 図(地 形 条件 区分 図)

② 浅海域環 境 図(生 物 相条 件 区分図)

(5)裏 表紙
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地 図番号 図(例:福 島 県)

,

触

該 当 す る都 道 府 県 を(財)日 本 地 図 セ ン タ ー 発 行 「標 準 地 域 メ ッシ ュ'コー ドー 覧 図 」 よ

り適 宜 拡 大 複 写 を行 い、 表紙 の 裏 に 貼 り付 け、 地 図 番 号 図 を作 成 す る。
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5641

37'

5541
「26」 が2次 メ ッ シ ュ コ ー ド

「5540」 が1次 メ ヅ シ 斗 コ ー ド

地 図 名 「勿 来 」 の 場 合 、 地 図 番 号 は 「554026」 に な る 。

1次 メ ッ シ ュ の 範 囲 とは 、 一般 的 に は 国 土 地 理 院 発 行 の1/20万 地 勢 図 に 相 当 す る。

2次 メ ッ シ ュ の 範 囲 とは 、 一般 的 に は 国 土 地 理 院 発 行 の1/2.5万 地 形 図 に 相 当 す る。

凡 例

ラσ3卜7㌘ ラ,'邑:7i輩

護`お 噸、5～ ←66弓 一 一

ちσ・95r栃 豊¥遜 墾 畠 一一一

4ず.解 範 聴 与"145、4窃 「7一

鋤3塁 も2'3ぎ1343}

潔 瞭 つ4;
縫;℃"環o撃

2万5千 分1地 形 図々名

一一一第2次 填 域 区 画 ノ ッシ ュ ・コー ド

ー一一20万 分1地 勢 図 々 名

。一一都 道 府 県 界

一一一第1次 地 域 区画 メ ッ シ ュ ・コー ド

ー一。第1次 地 域 区 画

一一一第2次 地 域 区 画
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<別 紙3>

浅 海 域 環 境 調 査 報 告 書 作 成 要 領

r.規 格

A4判 、 左 と じ、 横 書 き と す る。

な お、 ワ ー プ ロ の 場 合 、1頁 に つ き40行x40字 を 原 則 と す る。

2.表 紙 及 び 背 文 字

表 紙(及 び 裏 表 紙)は 、 ブル ー、A4フ ァ イ ル(ラ イ オ ン、No.5108、A4-S等)を 使

用 し、 タ イ トル 、 背 文 字 等 を 下 図 の 様 式 に よ り記 入 す る。 文 字 は 黒 サ イ ンペ ン に よ る手

書 きで よ い 。

警

蓬1
震婆

難駕

講
篶

[環境庁委託][麺

第5回 自然環境保全基礎調査

海辺調査

浅海域環境調査報告書

平成○(0000)年 度

環境庁 自然 保護 局
○○県

(注)一 冊 に編綴 で きない場合 は分冊 と し、 表紙 に適宜分 冊番 号 を付 す こ と。

3.配 列

各項 目の配 列 は以 下 の通 りとす る。

(0)目 次

(1)調 査 実施 方 法の概 要

① 地形条 件把 握

② 生物 相 条件 把握

(2)調 査 結果 の概 要

① 地形条件 区分 の分 布概 況

ア.分 布の 概 況

イ.浅 海域 地形 条 件 区分総括 表

ウ.干'潟 一 覧 表

② 生物相条 件 区分 の 分 布概況

ア.分 布の概 況

イ.浅 海域 生物 相 条 件区分総括 表

ウ.藻 場 一 覧 表

工.造 礁サ ンゴ生 育 域取 りまとめ表(サ ンゴ礁海 域、 非サ ンゴ礁 海域)

オ.マ ング ロー ブ林 取 りま とめ表
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(3)調 査 票等

1)現 存 干潟調査 票

2)現 存 藻場調査 票

(4)資 料 リス ト

(5)調 査担 当者名 簿

4.各 項 目の 取 りま と め 方 法

(0)目 次 (略)

(1)調 査 実施 方 法 の 概 要

各 調 査 の 実 施 方 法 と、 既 存 資 料 調 査 、 ヒ ア リ ン グ調 査 の そ れ ぞ れ に つ い て 記述 す る

(既 存 資 料 名 は 、 後 述 す る資 料 リス トに 記 載 す る。)。

(2)調 査 結果の概 要

① 地形条 件区分 の分布 概況

各都道 府県内 にお け る全般 的 な浅海域 の地形 条件(干 潟及 び その他 の区域)の 分布 状

況、 海域別 に見 た干潟 の タイ プや底質 等の違 い、 干潟 の利 用状 況等に ついて、調査 結 果

をも とに記述 す る。

調 査結 果 をく様 式 「2>干 潟 一覧表 に整理 す る。 さ らに、 以 下の例 にな らい、 浅海 域

地形 条件 区分総括 表 を作成 す る。

浅海 域地形 条件 区分総括 表

、

海域 名

東京湾

相模湾

海 域

コ ー ド

502

503

合 計

干 潟
(浅 海域 のみ)

調 査
区 数

7

38

45

面 積
(ha)

20

80

100

その他
浅海域

面 積
(ha)

3130

7170

10300

浅海域
合 計

面 積
(ha)

3150

7250

10400

(注 意)

(1)複 数 の 海 域 に ま た が る調 査 区 に つ い て は 、 調 査 区 面 積 の う ち最 も優 先 す る海 域 に

計 上 す る。

(2)干 潟 の 面積 は 、 浅 海 域 内 の 面積 を 記 入 す る。

(3)浅 海 域 合 計 面 積 は 、 浅 海 域 分 布 調 査 報 告 書 の 浅 海 域 分 布 一 覧表(海 域 別)の 浅 海

域 合 計 面 積 と一 致 さ せ る。

そ の 他 浅 海 域 面 積 は 、 浅 海 域 合 計 面 積 か ら干 潟 の 面 積 を さ し引 い た 残 り とす る 。
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②生物相条件区分の分布概況

各都道府県内における全般的な藻場 、造礁サ ンゴ生育域 、マ ングローブ林等の分布状

況 、海域別 に見 たタイプの違 い等 について、調査結果を もとに記述す る。

調査結果をく様式 一4～6>の 各一覧表 に整理する。さらに、以下の例 にな らい、浅

海 域 生物 相条 件 区分総 括表 を作成 す る。

浅海域生物相条件区分総括表

海域名

東京湾

相模湾

海 域

コ ー ド

502

503

合 計

藻 場

(浅海域のみ)

調査
区数

5

40

45

醸
(ha)

20

178

198

造礁 サンゴ
生 育 域

(浅海域のみ)

調査
区数

2

2

面積
(ha)

z

2

マング ローブ 林

(浅海域のみ)

調査
区数

酵

(ha)

その他

生物相

酵

(ha)

3130

7070

10200

浅海域

合計

酵

(ha)

3150

7250

10400

(注意)

(1)複 数の海域にまたがる調査区にっいては、調査区面積のうち最 も優先する海域に計上する。

(2)藻 場 、造礁サンゴ生育:域、マングローブ林の面積にっいては、浅海域内の面積を記入する。

(3)浅 海域合計面積は、浅海域分布調査報告書の浅海域分布一覧表(海 域別)の 浅海域合計面積 と一

致 させる6

その他生物相の面積は、浅海域合計面積から藻場、造礁サンゴ生育域及びマングローブ林の合計

面積をさし引いた残 りとする。
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(3)調 査 票 等

1)現 存干潟調 査票、2)現 存藻 場調 査 票 をそれ ぞれ調査 区番号順 に線 じる。

(4)資 料 リス ト

調 査 で 参 考 に した 資 料 、 文 献 に つ い て 記 載 す る。

資料
番号

1

2

著 者 名

0000

00県 編

発行
年

1990

1992

資 料 名

△ △ 図(1/○.○ 万)

○ ○ 地 域 海 浜 散 策 マ ッ プ (1/100,000)

地 図 の 場 合 は、 縮 尺 を 記 入 す る こ と。

(5)調 査 担 当 者 名 簿

調 査 に従 事 した 者 全 員 に つ い て 、 氏 名 、 所 属 及 び 担 当 分 野 を 記 入 す る。

番号

1

2

氏 名

浜 貝 鯛助

海 宝 渚

所 属

○ ○ 県 自然保護課

○ ○ 県水産 課

担 当 分 野

干潟

藻場
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1 2.海 辺 利 用 一法 指 定 等 状 況 調 査

〈調 査 のね らい〉

海 辺利 用等 の現 況及 び規 制 ・制限 の状況等 を把握 す る。

〈調査 対象 の定義 〉

調査 項 目の うち、 分布 の一 部 が海辺 の範 囲 にかか る ものす べて を対象 とす る。

〈調査 内容 及 び調 査 方法 〉

海辺 に関す る既存 資 料(過 去 の基礎調 査結 果、都道 府 県独 自の調 査結 果等)を 有 効 に活

用 して海 辺 の利 用 、法 指定 等 の状況 につ いての調査 を実 施す る。 た だ し、海辺 の範 囲 で あ

れ ば、河 川法 に基 づ く河川 区域 で あ って も調査 範 囲 の対 象 とす る。 なお、必 要 に応 じ、経

費 の許す 限 り漁 業協 同組 合、観 光客、付 近 の住民 、建 設会社 等 か ら ヒア リングを行 うと と

もに現 地 確認 を実施 す る。

〈海辺 利用 ・法指 定等 状況調査 にお いて参 照 す べ き既存 資料 の例 〉

・第4回 海 岸調 査結 果

・漁 港 ・港 湾 区域 図、○○ の港 湾、○○ の漁港
・海 岸 保全 区域 図

・鳥 獣 保護 区等位 置図

・土地 利用 規制 図.
・海上 保安 庁 水路 部刊行 の海 図

・沿岸 の海 の基本 図

・国土 地理 院 発行 の沿岸海 域地 形 図

・沿岸 域 情報 フ ァイル(国 土庁)

・ヨッ ト・モー ター ボー ト用参 考 図

・観光 便 覧

・観光 マ ップ

・H5海 辺調 査 に関 す る資料 の所在 につ い ての一 覧表

・所在 情 報管 理 シス テム(海 上 保安庁 水路 部)

1・ そ の他

1.調 査 項 目

(1)港 湾 区域

港湾 の名称 、種 類、 許可 年月 日、管理者 、港 湾 区域 の位置等 を把握 す る。

(2)漁 港 区域

漁 港 区域 の名称 、 種類 、 指定年 月 日、管 理者 、漁 港 区域 の位置等 を把握 す る。

(3)海 岸保 全 区域

海 岸保 全 区域 の所 管 、位 置、延長距 離等 を把握 す る。

(4)自 然公 園

自然 公園 の名称 、 地種 区分 、位置 、指定 年月 日等 を把 握す る。海 中公 園地 区、海 面 普

通 地域 も含 め る。

(5)自 然環境 保 全地 域 等

自然 環 境保全 地 域等 の名称 、種類 、位置 、指定 年 月 日等 を把 握す る。 自然環 境保 全地
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域海 中特 別地区 も含 める。

(6)鳥 獣保護 区

鳥 獣保 護区 の名称 、種類 、位 置、設 定期 限等 を把 握す る。

(7)水 産 資源 保護 水面

水 産 資源保護水 面 の位 置、指 定年 月 日、 面積等 を把握 す る。

(8)史 跡 ・名勝 ・天然 記念物

史 跡 ・名勝 ・天 然 記念物 の位 置、指 定年 月 日、 管 理責任 者等 を把握 す る。

対 象 とな る史跡 ・名勝 ・天然 記念物 は、 『国宝 及 び重要 文 化財指定 基準 並 びに特 別 史

跡名勝 天然記 念物 及 び史跡 名勝 天然記 念物指 定規 準 』 に定 め られ るもの とす る。

(9)海 洋 性 レ ク リェ ー シ ョ ン エ リア

海 洋 性 レク リ ェ ー シ ョ ン エ リア に つ い て は 、 海 水 浴 場 、 釣 り場 、 潮 干 狩 り場 、 マ リー

ナ、 ダ イ ビン グ ス ポ ッ トな ど の 位 置 、 名 称 、 利 用 時 期 等 を 把 握 す る。

(10)環 境 改変 にかか る特記 事項

公共 土木事業 、 リゾー ト開発 、海 砂利 採取等 の行 為(開 発計 画 を含 む)に よ って海 辺

の 自然 環境 に影 響 を及 ぼ され る と考 え られ る事 項 に っ いて 、名称 、所在 地、 内容 を把握

す る。

(例)

公共 土木事業:港 湾 ・漁港 建設改 修、埋 立工事 、航 路等 の凌喋 、橋梁及 び海底 トン

ネル の建 設 、人工海 浜 の造 成、 人工 干 潟の造 成 な ど

リゾー ト開発:マ リー ナ建 設、 ゴ ルフ場 開発 、 リゾー トホ テル ・マ ンシ ョン建設

そ の 他':海 砂利採 取 、石油 ・ガ ス ・石炭 採 掘等 の 資源開 発

(11)そ の他特 記 すべ き地域

上 記 の(1)～(10)以 外 の自然 教育 ・自然 観察 に適 した地域 、 自然環 境保 護上 ・

野生動 物保 護上貴 重 な地域 及 び海辺 に係わ る人文 的行 事 ・祭事 等 が行 われ る地域 な ど特

記す べ き地域 に っ いて把握 す る。

(例)、

自然観 察路 、探 鳥地 、海 ガメの産 卵場 の あ る海岸 、 海産 哺乳 類 の営巣 地 ・観察可 能 地、

鳴 き砂・ 海 に係わ るイベ ン ト・祭 り、 日本 では珍 しい植物 の実(ヤ シ)・ 動 物 の死 骸

(オ ウムガイの殼 、 ハ リセ ンボ ン、 ウ ミガ メ、 ク ジ ラな ど)等 の特異 な漂着 物が み られ

る海 岸、 プラス チ ック漂 着物 ・産業廃 棄物 等 の ゴ ミが み られ る海 岸 な ど。
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(12)海 岸陸 域 の土地利 用

海 岸 陸 域 の土 地利 用 を以 下 の区分 に従 い把握 す る。 第2回 海 岸調査 結 果、 およ び第4

回海 域 生物 環境 調査 「現存 干潟 調査票 」 、最新 の地 形図 、土地 利用 図及 び土地利 用動 向

調査 結 果 等 を用 いて区分 す る。

① 自然地

②農業地

③市 街地 ・工業 地

④ 河 口部

樹林 地 、砂浜 、断崖 等 の 自然 が人工 によ って著 しく

改変 され ないで 自然 の状態 を保 持 して い る土 地

水 田、畑 、牧 野等 の農業 的 な土 地利 用 が行 なわれ て

い る土地

上記 以 外 の土地(但 し、河 口部 を除 く)

水部 だ けでな く、堤 防内 の陸部 を含む

海 岸 陸域 の土地 利用 区分 にあた り、 海岸 陸域 の幅100m内 に 自然地 、農 業地、市 街地

等が 混 在す る場 合 は、最 も優 占す る土 地利 用形態 を もって海 岸 陸域 の土地 利用区分 とす

る こ と。

(例)

100!汎

題

目
.農

耕 日
地a

l
集 ・

「農耕地」 と判 断 す一る

2.海 辺 利用 ・法 指定 等状況 図 の作成

く別 紙4>海 辺利 用 ・法指 定等状 況 図作 成要領 に従 い、各 調査 項 目の位 置、範 囲及 び名

称 を浅 海 域分 布図 上 に図示す る。

3.各 一 覧表 の作成

く様 式 一7～15>に よ り、各調 査項 目の概要 を各一 覧表 に整 理す る。

(1)港 湾 ・漁 港 一 覧表 く 様 式 一7>

(2)海 岸 保 全 区 域 一 覧 表 く様 式 一8>

(3)自 然 公 園 ・自然 環 境 保 全 地 域 等 一 覧 表 く 様 式 一9>

(4)鳥 獣 保 護 区 一 覧表 く 様 式 一10>

(5)水 産 資 源 保 護 水 面 一 覧 表 く 様 式 一11>

(6)史 跡 ・名 勝 ・天 然 記 念 物 一 覧 表 く 様 式 一12>

(7)海 洋 性 レ ク リ ェー シ ョ ンエ リア ー 覧 表 く 様 式 一13>
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(8)環 境 改 変 に か か る特 記 事 項 一 覧 表 く様 式 一14>

(9)そ の 他 特 記 す べ き 地 域 一 覧 表 く 様 式 一15>

〈海辺利 用 ・法指定 等状 況調査 結 果の と りま とめ 〉

海辺利 用 ・法指定 等状 況図及 び 海岸改 変状 況図 を く別 紙5>海 辺利用 ・法指 定等状 況図

帳 作成 要領 に従 って編綴 す る。

また、 海辺利 用 ・法指 定等状 況 及び海 岸改 変状 況 について、<別 紙6>海 辺 利用 ・法指

定 等状 況調査報 告書作成 要領 に従 い報 告書 に と りま とめ る。

0

覧
.
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<様 式 一7>

1.都 道府県名

港 郭奪 ・宅魚 港 一一一覧 表 2.調 査年度 3.枝 番

i

置

i

4.

地 図 名

地 図

番 号

5.

海 域 名

海 域

コー ド

6.
市町村

名

行 政

コー ド

(1)

名 称

(2)

種 類

(3)

所 在 地

(4)許可年月日

指定年月日

(5)

管 理 者

7.
調査実

施方
法

/

8.

備 考



<様 式一7>記 入例

1.都 道府県名

岡 臥正』り1ミ

港 郭奪 一牝魚 港 一一・彗話乞表 2.調 査年度 1996 3.枝 番

i

絵

i

4.

地 図 名

八 浜

剛:翻

大 島

西火寺

寄 島

西大寺

ノ!

牛 窓

ii

地 図

番 号

513367

513377

513460

513470

513354

513470

513470

513471

513471

5.

海 域 名

欄繍

1ノ

//

!ノ

㈱綱

備後灘

億鞭 東

//

ii

1ノ

海 域

コー ド

?12

712

X12

712

711

709

712

712

712

?12

6.
市町村

名

玉野市

岡山市

//

ii

笠岡市

岡山市

//

牛窓町

//

行 政

コー ド

33204

33201

33201

33201

33205

33201

33201

33361

33361

(1)

名 称

岡山港

笠岡港

久々井漁港

朝日漁港

西脇漁港

(2)

種 類

12

13

22

22

21

(3)

所 在 地

岡山市、玉野市

笠岡市

岡山市久々井

岡山市宝伝

牛窓町子父雁

牛窓町西脇

(4)許可年月日

指定年月日

1964.4.1

1979.4.1

1952.10.21

1952.10.21

1952.7.29

(5)

管 理 者

岡山県

ii

岡山県

//

ノノ

7.
調査実施

方法

1

1

1

1

1

1/3

8.

備 考

6

6

7

7

7



<様 式 一8>

i

♂

i

1.都 道府県名

海 岸 保 全 区域 一 覧 表 2.調 査年度

4.

地 図 名

地 図

番 号

5.

海 域 名

海 域

コー ド

6.
市町村

名

行 政

コー ド

(1)

名 称

(2) 海岸線
延長

(km)

(3)

所 管

3.枝 番 /

7.
調査実施

方法

8.

備 考



i

鶏

i

<様 式一8>記 入例

1.都 道府県名

神 奈 川 県

海 岸 保 全 区 域 一 覧 表 2.調 査年度 1995

4.

地 図 名

三浦三崎

浦 賀

//

ii

地 図

番 号

523955

523965

523965

523965

5.

海 域 名

東京湾

//

ii

ii

海 域

コー ド

502

502

502

502

6.
市町村

名

三浦市

三浦市

纈飾

三浦市

瀕飾

行 政

コー ド

14210

14210

14201

14210

14201

(1)

名 称

三浦海岸保全区域(南 下浦海岸)

津久井浜海岸保全区域

野比海岸保全区域

(2)
海岸線延長

(km)

4.586

3.286

2.105

(3)

所 管

1

4

2

3.枝 番 1/2

7.
調査実施

方法

1

1

1

8.

備 考

3

3

3



<様 式 一9>

1。都道府県名

自然 公 園 ・自然 環鏡 保 全 地 域 等 一 覧表 2.調 査年度 3.枝 番 /

i

鵠

i

Za

地図名
地図

番号

5.

海 域 名

海 域

コー ド

6.
市町村

名

行 政

コー ド

(1)

名 称 鑑露
コ ー ド

(2)

地種区分

(3)

面 積(ha)

(4)

面 測方 法

(5)

指定年月 日

(6)

変更年月日

7.
調査実施

方法

8.

備 考

*面 積は、浅海域の海中公園地区、海中特別地区及び普通地域のみの面積である。



<様 式 一9>記 入例

1。都道府県名

:二三 重 り1ミ
自然 公 園 ・自然 喋 境 保 全 地 域 等 一 覧 2.調 査年度 1996 3.枝 番 1/2

i

$

i

a

地タ1名

鵜 殿

阿田和

木 元

磯 崎

賀 田

∫1毛 田

尾 鷲

九 鬼

島勝浦

地 図

番 号

503640

503650

503660

503661

503671

503672

513601

513GO2

513612

5.

海 域 名

熊野灘

//

ii

//

//

//

ii

ノノ

ii

海 域

コー ド

509

509

509

509

509

509

509

509

509

6.
市町村

名

御浜町

紀宝町

鵜殿村

熊野市

御浜町

熊野市

尾鷲市

熊野市

尾鷲市

尾鷲市

尾鷲市

尾鷲市

海山町

行 政

コー ド

24561

24562

24564

24212

24561

24212

24209

24212

24209

24209

24209

24209

24542

(1)

名 称

吉野熊野国立公園

県立島勝浦自然環境保全地域

保 全地域名

コー ド

oils

6302

(2)

地種区分

11,12,13

,14

62,63

(3)

面 積(ha)

14.4

(4)

面 測方 法

1

(5)

指定年月 日

1936.2.1

1978.1.1

(6)

変更年月日

7.
調査実施

方法

i

1

8.

備 考

4

4

*面 積は、浅海域の海中公園地区、海中特別地区及び普通地域のみの面積である。



<様 式 一10>

i

O

i

1.都道府県名

鳥 獣 保 護 区 一 覧 表 2.調 査年度

4.

地 図 名

地 図

番 号

5.

海 域 名

海 域

コー ド

6.

市町村

名

行 政

コー ド

(1)

名 称

(2)

地種

区分

(3)

所 在 地

(4)

面 積(ha)

(5)

面測

方法

3.枝 番 /

(6)

設 定 期 限

7.

調査

実施

方法

8.

備 考

*面 積は、浅海域のみの面積である。



i

g

i

<様 式一10>記 入例

1.都道府県名

茨 城 り轟
、鳥獣 保 護 区 一 覧 表 2.調 査年度

4.

地 図 名

高 萩

//

那珂湊

地 図

番 号

554005

554005

544044

5.

海 域 名

鹿島灘

//

//

海 域

コー ド

308

308

308

6.

市町村

名

高萩市

日立市

十王町

東海村

行 政

コー ド

08214

os202

08381

08341

(1)

名 称

ヒ"一チカ㌧テ"ン銃 猟 禁 止 区 域

伊師浜鳥獣保護区

東海鳥獣保護区

(2)

地種

'

区分

82

82

82

(3)

所 在 地

高萩市

日立市・+王 町

東海村

(4)

面積(ha)

(5)

面測

方法

1996 3.枝 番 1/1

(6)

設 定 期 限

2004.10.31

2000.10.31

2001.10.31

?.

調査

実施

方法

1

1

1

8.

備 考

11

11

11

*面 積は、浅海域のみの面積である。



<様 式一11>

i

露

i

1.都道府県名

水産 資 源 保 護水 面一 覧 表 2.稠 査年度 3.枝 番 /

(1)

番 号

4.

地 図 名

地 図

番 号

5.

海 域 名

海 域

コー ド

6.
市町村

名

行 政

コー ド

(2)

名 称

(3)

所,在 地

(4)

指定年月 日

(5)

叩㎡騨

7.
調査実

施
方法

8.

備 考

*面 積は、浅海域以外の海域部分は含 まない。



<様 式 ・一11>記 入 例

1.都道府県名

愛 矢ロリ去
水 産 資 源 保 護 水 面 一 覧 表 2.調 査年度1996 3.枝 番 1/1

i

W

i

(1)

番 号

1

2

4.

地 図 名

仁 崎

吉 田

地 図

番 号

523701

523710

5.

海 域 名

三河湾

ノノ

海 域

コー ド

508

508

6.
市町村

名

田原町

幡豆町

行 政

コー ド

23621

23483

(2)

名 称

田原保護水面

幡豆保護水面

(3)

所 在 地

田原町地先

幡豆町地先

(4)

指定年月日

1966.2.12

1968.10.5

(5)

酉㎡騨

767,000

200,000

7.
調査実施

方法

1

1

8.

備 考

14

14

*面 積は、浅海域以外の海域部分は含まない。



<様 式一12>

i

忠

i

1.都道府県名

史 跡 二名 勝 .・天 然 記 念 物 一 覧 表
(1)

番 号

4.

地 図 名

地 図

番 号

5.

海 域 名

海 域

コー ド

6.
市町村

名

行 政

コー ド

(2)"

名 称

(3)

所 在,地

(4)

指定年月日

2.調 査年度

(5)

指 定

3.枝 番

(s)

管理責任者

7.
調査実施

方法

/

8.

備 考



i

繍

i

<様 式一12>記 入例

1.都道府県名

孝中 奈 力1り1寿
史 跡 ∴名 勝 一天 然 記 念 物 一 覧 表

(1)

番 ・号

1

2

3

4

5

6

4.

地 図 名

三浦幽

//

ii

//

//

鎌 倉

地 図

番 号

523955

523955

523955

523955

523955

523975

5.

海 域 名

相模湾

ノノ

ノノ

//

ノノ

ii

海 域

コー ド

503

503

503

503

503

503

6.
市町村

名

三浦市

ノノ

//

ノノ

//

鎌倉市

逗子市

行 政

コー ド

14210

14210

14210

14210

14210

14204

14208

(2)戸

名 称

城 ケ 島 の ウミウ、ヒメウ及 び ク

ロサキ"の牛息地

諸磯の隆起海岸

海外町のスランプ構造

漣痕(波 調層)

毘沙門洞窟
弥生時代住居跡群

利賀江嶋

(3)

所 在 地

三浦市城ケ島

三浦市諸磯

三浦市海外

//

三浦市南下浦

毘沙門

鎌倉市、逗子市

(4)

指定年月 日

1960.5.31

1928.5.24

1988.9.1

1957.2.19

1960.114

1968.10.14

2.調 査年度

(5)

指 定

113

112

113

113

93

102

1996 3.枝 番

(6)

管理貴任者

神奈川県

//

//

//

//

//

7.

璽藷
方法

1

i

1

1

1

1

1/1

8.

.備

考

17

17

17

17

1?

17



<様 式 一13>

i

8

i

1.都 道府県名

海 洋 性 レ ク リ ェ ー 斗/ヨ ン エ リ ア ー 覧 表2調 査年度 3.枝 番 /

4.

地 図 名

地 図

番 号

5.

海 域 名

海 域

コー ド

6.
市町村

名

行 政

コー ド

(1)"

名 称

(2)1(3)

種 類,所 在 地

(4)

管 理 者

(5)

利用時期

7.
調査実

施方法

8.

備 考



i

禽

i

<様 式一13>記 入例

1.都道府県名

ネ中奈 川1りiミ
海 洋 性 レ ク リ ェ ー セ ヨ ン エ リア ー 覧 表 2.調 査年度 1996 3.枝 番 1/5

4.

地 図 名

三浦三崎

ii

//

//

ノノ

//

//

//

ii

地 図

番 号

523955

523955

523955

523955

523955

523955

523955

523955

523955

5.

海 域 名

東京湾

相模湾

ノノ

ii

ノ!

!ノ

//

//

ii

海 域

コー ド

502

503

503

503

503

503

503

503

503

6.
市町村

名

三浦市

ii

//

//

//

//

ii

//

ii

行 政

コー ド

14210

14210

14210

14210

14210

14210

14210

14210

14210

(1)

名 称

大浦海水浴場

三崎港マ リーナ

荒井浜海水浴場

胴網海水浴場

横堀海水浴場

汕壷京急マリーナ

三崎マリン

油壷ヨッテル

シーボニア

(2)1(3)

'種 類
,所

1,6

4

1

1

1

4

4

4

4

在 地

三浦市大浦

三浦市遊ケ崎

三浦市城ノ内

//

//

三浦市諸磯

三浦市油壺

ノノ

//

(4)

管 理 者

三浦市

ノノ

ノノ

//

//

京急マ リーナ

三崎マリン㈱

三浦市

シーボニア㈱

(5)

利用時期

春～夏

春～秋

春～夏

ii

ii

通 年

通 年

通 年

通 年

?.
調査
実施方法

i

1

1

1

1

1

1

1

1

8.

備 考

17,18

17

18

17

17

18

18

18

18



<様 式一14>

1.都道府県名

環 境 改 変 にか か る特 記 事 項 一 覧 表 2.調 査年度 3.枝 番

i

8

i

4.

地 図 名

地 図

番 ・号

5.

海 域 名
海 域

コー ド

6.
市 町 村

名

行 政

、コ ー ド

(1)

名 称

(2)

所 ・在 地

(3)

内 容

7.
調査実

施
方法

8.

備 考



<様 式一14>記 入例

1●者1～道 月勺Fリ,ミ名

()()()り 冒!ζ

環:境 改 変 に ゐ、か る特 記 事 項 一 覧 表 2.調 査年度 1995

i

$

i

3.枝 番

4.

地 図 名

未 来

現 在

海 取

ノノ

七

ノノ

軟

戸

類

爽 快

金 山

ノノ

化 イi

空 路

人 1艮

地 図

番 号

sooool

900002

500003

//

900004

ノノ

90005

00006

90007

ノ!

90008

90009

99933

5.

海 域 名

舞の海

火梨武海

真海

ノノ

魚捕海

ノノ

蛸壷湾

蛸壷湾

夜光灘

//

大昔湾

飛ぷ海

黄泉海

海 域

コー ド

987

989

999

ii

1000

ノ!

1001

1001

1002

ii

1003

1004

4444

6.
市 町 村

名

未知市

お宝村

石少11又田∫

Zノ

魚捕1町

ノ!

烏賊田∫

涼風市

芝:生村

源平村

化石巾

翼 巾

世紀末市

行 政

コー ド

ooool

00002

00003

//

00004

ii

00005

oooos

00007

oooos

00009

oooio

00011

(1)

名 林

沖合人工島計画

マリーナ建 言憂言卜画

海 石少不1甘采1紋

夢航路濃深事業

七戸港改修事業

地域活性化事業

蛸壷湾横断道計画

潮騒海岸整備事業

芝生村リソ㌧ト計画

蛍海岸観光計画

石油資源開発

マリンエアホ。一ト建 認と

原子力発電所立地

(2)

所 在 地

未知市五味溜地先

宝村金堀海岸

海砂市砂無湾

居1眠1町夢見港

七戸巾七戸港

:魚捕町魚捕漁港

鳥 貝戎田J'虫肖壷 濯写

涼風市潮騒海岸

芝生村

源平村蛍海岸

化石市深海地先

翼市離陸町地先

電損村海馬海岸

(3)

内 容

56haの 太陽エネルキ"一発電基埴建設

1998年 よ り開 発 予 定

300ha埋 立によるマリーナ建設

1998年 よ り開発予定

年 間300千m3の 土 砂 採 取

1995.8～12(1994以 降)

夢航路の凌藻1995年6月

鯖施設(縢)微 修1995年8月

瀧施設(醜)の駄1995年10月

蛸壺湾機断道路の建設1996年 着工予定

10haの灯干}騨鍼1997年3月予定

ゴノレフ 場 けF】多遙

1998年5月 オーフ。ン予 定

リソ"一トホテルの 建 設1999年7月

海底油田の採掘1996年5月

海域を埋立に飛行場建設
1999年に開港予定

200万kw発 電 基 の 設 置

1gggiF¢ こネ家f動1,日ク台

7.
調査
実施方法

1

1

1

1

1

1

1

1

i

1

1

1

1

8.

備 考

2s

埋立予定地は干潟である

28

サンコ"礁が あ る

28

29

30

30,

31,

32、 多 自然型海岸づ くり

33、 海辺の外に建設予定であるが、

赤土の流出が懸念される。

33

34、 石 汕 供 給 開 始 に 伴 う

ハ。イフ。ラインの 建 設

35、 埋立により土砂の拡散

が発生 し、周辺海域が濁 る

36、温排水 による海域の生

態系への影櫻が懸念 され る



<様 式一15>

1.都道府県名

i

ざ

i

そ の 他 特 記 す べ き 地 域 一 覧表 2.調 査年度 3.枝 番

4.

地 図 名
地 図

番 号

5.

海 域 名

海 域

コー ド

6.
市 町 村

名

行 政

コー ド

(1)

名 称

(2)

所 在 地

(3)

内 容

7.
調査実

施
方法

8.

備 考



<様 式一15>記 入例

1.都道府県名

そ の 他 特 記 す べ き地 域 一 覧 表 2.調 査年度 1995 3.枝 番

i

コ

i

4.

地 図 名

船 橋

韮 山

御前崎

仁 万

上総一宮

上総一宮

室 蘭

銚 子

氷 見

日向青島

北 の 端

地 図

番 号

523947

52384?

513871

523253

534002

534002

63403?

634130

534046

53404?

553627

473153

90009

5.

海 域 名

東京湾

駿河湾

遠州灘

島 根

房 総

房 総

胆 振

房 総

富山湾

日向灘

渦流湾

海 域

コー ド

502

505

506

404

501

501

107

501

206

604

1004

6.
市 町 村

名

市川市

浦安市

沼津市

御前崎町

仁摩町

一宮町

一宮町

室蘭市

銚子市

氷見市

宮崎市

北の端町

行 政

コー ド

12203

12204

22203

22421

32422

12421

12421

01205

12202

16205

45201

00010

(1)

名 称

三番瀬

海祭り

ウミカ"メと)産卵 地

なき砂

スナメリ群生地

アカウミガメ産卵地

オットセイ、 イルカの 観 察

地

君ケ浜

氷見海岸

青島海岸

漂流物終着海岸

(2)

所 在 地

江戸川放水路口

三津港周辺

御前崎海岸

琴ケ浜

九十九里浜一宮海岸

九十九里浜一宮海岸

室蘭市地球岬展望台

銚子市海鹿島町

氷見市

宮崎市

北の端町

(3)

内 容

水深0～1mの1200haの 浅瀬

野鳥の餌場、潮干狩 り場

漁の安全を祈願する海祭 り

ウミガメの産卵地保護

砂浜を歩 くとキュキュとなる砂

通年、特に夏に群泳する

(陸からの観察可能)

年5～30の 産卵,ふ 化があ り

地球岬沖合に回遊して くる

オットセイ、イルカが観察できる

ココヤシ、ニッll。ヤシな どの東南ア

ジア地方の果実が漂着する

材ムガイの殻が漂着する

カス"ハコ"ント"ウ、 オキコ"ント"ウな ど

のバクジ ラ類 の 大 量 漂 着 が あ

っ た 。

フ。ラスチック廃棄物が多 く漂着

する。

7.
調査実施

方法

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

8.

備 考

7

9

8

3

11

11

5

2

4

2

月に一度漁協婦人部が中心

となって清掃 している



海辺利用 ・法指定等状況調査

各一覧表

各一覧表は都道府県ごとに作成する。

(共通の作成 ・記入上の注意)

書式はく様式 一7～15>に 掲 げるもの とし、用紙 はA4版 、上側2つ 穴あ きとする。

調査項 目の分布が隣県にまたがった場合は、備考欄 に 「○○県に及ぷ。」 と記入する。

調査項 目の分布が複数 の図面、海域、市町村 にまたが る場合は、 すぺての 「地図名」、 「地図番号」、
「海域名」、 「海域コー ド」、 「市町村名」、 「行政 コー ド」を記入する。

1.省 略

2.「 調査年度」は西暦 で記入す る。

3.「 枝番」には、各一覧表が2枚 以上にわた る場合に、 当該一覧表が何枚 目のものであ るかを示す番号 を

記入す る。一覧表の総枚数 を分母 とする分数表示 とす る。

4.「 地図名」及 び 「地図番号」は 「海辺利用 ・法指定等状況図」に記載 されている番号をそれぞれ記入 す

る。

5.「 海域名」及 び 「海域コー ド」には、 「別冊コー ドー覧等の 「海域区分 コー ド」」に基 づ く当該海域の

海域名及び海域コー ド番号を記入する。

6.「 行政 コー ド」には、 自治省編 「全国地方公共 団体コー ド」に基づ く当該市町村のコー ド番号 を記入 す

る。

7.「 調査実施方法」 には、該 当調査項 目に関 して行な った調査の方法について、以下の該当す る番号を記

入する。

1:資 料調査'2:ヒ ア リング調査3:現 地確認調査

ただ し、資料調査 による場合は 「1」 と記入するとともに、海辺環境調査報告書に掲載 されている資料

リス トの該当 する番号 を 「8.備 考」に記入す る。

8.「 備考」には、その他海辺利用 ・法指定状況等 について特記すべき事項があれば、自由に記述 する。

(各一覧表の記入上の注意)

1.港 湾 ・漁港一覧表 く様式一7>

(1)「 名称 」には、海図に記されてある港湾及び漁港の名称 を記入する。

(2)「 種類」には、各港の港湾 ・漁港指定を以下の分類か ら選択 し、該当する番号を記入す る。

0:な し

11:特 定重要港湾12:重 要港湾13:地 方港湾14:避 難港

21:第1種 漁港22:第2種 漁港23:第3種 漁港24:特 定第3種 漁港25:第4種 漁港

(3)「 所在地」には、各港の所在地名を記入 する。

(4)「 許可 ・指 定年月 日」には、港湾については港湾区域の許可 を受けた年月 日を、漁港については漁港の

指定区分を受けた年月 日を西暦 で記入する。

(5)「 管理者」には、各港を管理す る機関名 を記入 する。

2.海 岸保全区域一覧表 く様式 一8>

都道府 県の河川課、港湾課、漁港課、耕地課、建設省工事事務所 、運輸省工事事務所 等が保管する、海岸

保全区域台帳等を参照 し、以下の項 目を記入 する。

(1)「 名称」には、海岸保全区域名を記入する。

(2)「 海岸線延 長(㎞)」 には、海岸保全 区域台帳 よ り延 長距離 を記入す る。

(3)「 所管」には、

1:建 設省2:運 輸省3:農 林水産省構造改善局4:水 産庁

のうち該当するものを選択 し、番号を記入する。複数 回答可。

3.自 然公園 ・自然環境保全地域等一覧表く様式 一9>
一覧表への記 載順序は、国立公園、国定公園、都道府県立 自然公園、原生 自然環境保全地域、 自然環境保

全地域及び都道府 県自然環境保全区域 の順 とする。

(1)「 名称」には、各 自然公園 ・自然環境保全地域等の名称 を省略せずに記入す る。 「保全地域名コー ド」

には、 「別 冊コー ドー覧等の 「保全地域名コー ド」」に基 づ く当該保全地域のコー ド番号を記入する。

(2)「 地種区分」には、以下の地種の うち該 当するものすぺての番号 を記入 する。
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地種区分なし

地種区分 自然公園

特別保護地区

特別地域(第1～3種 及び地種未区分)

普通地域

海中公園地区

0

国立公園

11

12

13

14

国定公園

21

22

23

24

・都道府県立

自然公園

32

33

原生自然環境保全地域 41

自然環境保全地域 特別地区

普通地区

海中特別地区

52

53

54

都道府県自然環境保全地域 特別地区

特別地区に含まれない区域
62

63

(3)「 面積」 には、浅海域の海中公園地区、海中特別地区及 び普通地域につ いてのみ、面積 をha単 位にて

記入する(他 の地種区分 については面測 を行わない。)。

(4)「 面測方法」には、

1:ブ ラニメータ2:格 子板3:そ の他

の うち該当す る番号を記入する。 「3:そ の他」の場 合は、 「備考」に面測方法を具体的に記述 する。

(5)「 指定年月 日」には、指定 を受けた年月 日を西暦で記入す る。

(6)「 変更年月 日」には、区域 に変更等があ る場合は、変更 した最新の年月 日を西暦で記入する。

変更のあった事柄について備考欄 に簡潔に内容を記述 する。

4.鳥 獣保護区一覧表く様式一10>

(1)「 名称」には、鳥獣保護区の名称 を省略せずに記入 する。

(2)「 地種区分」には、以下の地種の うち該 当するもの すぺてを選択 し、番号 を記入する。

特別保護地区
その他の区域

国設

71

72

都道府県設

81

82

(3)「 所在地」には、所在地名 を記入 する。

(4)「 面積」には、指定区域の浅海域 に相当する面積 をha単 位にて記入 する。

(5)● 「面測方法」には、

1:プ ラニメータ2:格 子板3:そ の他

のうち該 当する番号を記入す る。 「3:そ の他」の場合は、 「8.備 考」に面測方法を具体的 に記述

する。

(6)「 設定期限」には、鳥獣保護 区設定期限の年月日を西暦で記入 する。

5.水 産資源保護水 面一覧表 く様式 一11>

水産庁振 興課 「保護水面の管理状況等に関す る資料」等 を参照 し、以下の項 目を記入する。

(1)「 番号」には、 「海辺利用 ・法指定等状 況図」に表 記されている都道府県ごとの一連番号 を記入する。

(2)「 名称」には、名称がついているものについて記入 する。

(3)省 略

(4)省 略

(5)「 面積」には、浅海域内の面積について記入する。
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6.史 跡 ・名勝 ・天然記念物一覧表 く様式一12>

都道府県教育委 員会等保管の史跡 ・名勝 ・天然記念物 に関する資料を参照 し・以下の項 目を記入する。

(1)「 番号」には、 「海辺利用 ・法指 定等状況図」に表記されている都道府 県ごとの一連番号 を記入す る。

(2)「 名称」には、名称がついているものについて記入す る。

(3)省 略

(4)省 略

(5)「 指定 」には、以下の指定のうち該当するものを選択 し、番号を記入する。

国 指 定 特 別

国 指 定

都 道 府 県 指 定

市 町 村 指 定

史 跡

91

92

93

94

名 勝

101

102

103

104

天然記念物

111

112

113

114

(6)「 管理 責任者」には、教育委員会等保管 の史跡 ・名勝 ・天然記念物に関す る資料を参照 し記入す る。

7.'海 洋性 レク リェーシ ョンエ リアー覧表く様 式一13>

(1)「 名称 」には、観光要覧、観光便 覧等 に記されでいる名称 を記入する。

列記す るレク リェーションエ リアの順序は、 レク リェーシ ョン活動の種類 にかかわ らず、図面の北側、

または東側 か らとする。

(2)「 種類 」には、以下の分類 よ り該当す る番号を記入する。

1:海 水 浴場2:釣 り場3:潮 干狩 り4:マ リーナ5:ダ イ ビングスポ ット

6:ボ ー ドセイ リング7:ゲ レンデ(水 上バイク)8:サ ーフ ィン

9:そ の他

「9:そ の他」の場合には、 「9.備 考」に具体的 に記入する。

なお、該 当する番号が複数 ある場合は複数回答 とす る。

(3)「 所在地 」には、 レク リェーションエ リアの地名を記入す る。

(4)「 管理 者」には、管理 してい る機 関があれば記入す る。

(5)「 利用時期 」には、種類 に示 した レク リェー ション活動が行われる季節または月を記入す る。

8.環 境改変にかか る特記事項 一覧表く様式 一14>

(1)「 名称 」 には、プロジェク ト名、計画名、開発名等 を記入する。

(2)「 所在地」 には、開発 される地名、海浜名、採取地等を記入する。

(3)「 内容」 には、開発計画であれば開発開始予定年、開発規模、開発 内容(○ ○港建設、 ××リゾー ト

開発、◇◇道路開発)、 及び計画 ・施工 する機 関名を、砂利採取であれば、都道府県の土木部用地課、

監理課 等が保管 する採取計画認可申請書 または業務状況報告書等 を参 照 し、採取期間、採取量、及び採

取 目的 等を具体的に記入す る。
「備 考」には、海辺 自然環境 に及ぼされる影響について可能 な限 り記述す ること。特 に、海辺外 の開

発等を記入 す る際は、海辺への影響がわか るように記述す る。

9。 その他特 記すぺ き地域一覧表 く様式一15>

(1)「 名称」には、地名、祭事名等を記入す る。

(2)「 所在地」には、所在地名 を記入す る。

(3)「 内容」 には、特 記すぺ き地域 とした理 由等具体的 に記入す る。

3
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<別 紙4>

海辺利用 ・法指定等状況図作嘆要領

〈作成 方法>

1.海 辺利用 ・法指定等状況図の原 図には、 「浅海域分布図」 を第二原図(ス ターマ ヅ トDX、S300番)に 複 写 し

た ものを使用する。

2.記 入する内容については、以下の図式及び作業方法並びに各参考例 に従 うもの とする。

3.記 入は、特にことわ りのない限 り黒インクで行 う。

〈図式及び作業方法>

1.整 飾

(1)タ イ トル
「浅海域分布図」に取消線 をひ き、海辺利用 ・法指定等状況図例のように図面の余 白の所定位置に、各タイ

トル を追加記入する。

C2)作 成年度

浅海域分布図上に記され ている作成年度欄 の年度に取消線 をひき、編集 した年度を西暦 で記入する。

2.記 号

以下 の図式 に従い、各調査項 目の位置、範囲、 名称及び記号を図に示す。

調 査 項 目 種 類 ・区 分

港湾区域

漁港区域

海岸保全 区域

自聡 竪公園

二懸 額 立自然

自聯 欝

'磯 覆墨昆銭

騨 港湾

繋雛撫
難1産省構… 島
特別保護地区

特別地域(第1～3種

普通鵜 雌 未区分)

海中公園地区

懸騒
鳥獣保護 区 i鞘翻 畿
水産資源保護水面

史跡 ・名勝 ・天然 記念 物

海 洋 性 レクリェーションエリア

購
ダ イ ビング スボ ッ ト

鞘 勲 脇 ク)
その他

馨鍵 鶏 鑛 わる

その他特記すぺき地域

海岸陸域の土地利用

騰 棄地・その他

マ ー ク ・記 号

蘂

畿)
4)

蘂
(保)

(特)

(普)

(海)

簑

盤
日

1榴

産O

婁§

D
△
△
△
△
△
△
△
D

覇

藁
釜

名称のみ記入

名称のみ記入

霧

記 入 例

OO港
〃

〃

// 蘂
o弩漁港l/

)
ii(4)

.o海 撃 全区域爆

OOOO公 園(特 保)

〃(特)

〃(普)

〃(海)

OO原 生 自然環境保全地域

::lll灘 騰

離88羅 醸 長1翻
0に は都道府県ごとの通 し番

器 船 れば名称記入
Oに は都道府県ごとの通し番

器 船 れば名称記入

Oに は
△
△
△
△
△
△
D
△
D

薮

藁
彪

称を記入
0

総鞭取

△△ △祭 り

鰻 藩岸

丸数字は青字で記入

線 種

「一丁騨r「 一

一

一一

」」一」一一 」

△

X

ま た は

★
または

一

幅(皿m)

o.i

o.i

0.3

0.5

0.5

0.2

0.3

0.3

0.5

0.5

1.0

0.3

0.3

備 考

1点 破線

2点 破線

灘翻無

彫 驕 寵 内側

字鋳懸.鰭

字 体 の大 きさ

約3㎜x3皿m

字葛蹄.鰭
概略区域 をくくる

講蕪熱.

青縁
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〈海辺利用 ・法指定等状況図参考例〉

訂
0

0

敢り消 し

左

と

じ

0

0

50
mm

地図番号 ○○OOOO

海辺利用 ・法指定等状況図

作成年度
0000礁

0 0 県

市町村界

＼

行 政 コー ド 市 町村 名

4220700町

42208× ×村

/
誤
9
孟
嵐

○○県

、河川区域の填界

××海祭旙

「海岸陸域の土地利用 」00町

に関する線.番 号は青字
こ・で 記入する・ ③

X× 干

××漁港海岸(譲)

所菅が陥櫃する場合長
さS薗の太矧を入れる.

都 ・府 ・県 界

/

N。 騰 保全区、建)

「

△県 獣
?

i
8

ロ港(

＼
L一_」

× 収漁港(特3)
、

1

/

.青 字

10

5

M

◎◎ ゐ

● 、

t

k

◇る

～
、

青
2

××村

◎◎ リソ ト開

然環壌保9

、

げ

(普 》

⑦

◎公園(海)

(・1

'■

21

　

＼1定13
　 　 　 　
、4208

42207

蕊 ⑪

馨 取

0

◇◇ 然環境保全地壇(海)

○ ○ 湾(101)

域
区
分
界

○○海
i

海域名

(io2>

i

海 域 区 分 コー ド

潮位関係(× ×港)

HWL

TP

平均海水面

LWL

1:25,000

＼
取
り
消
し
隷

凡例 等深線

1
一一一2 .5m毎

5m毎

50m毎

UL1口U河 川区域の境界

底質 海辺利用・法指定等 基本水準面(Om)は 平均海水面下 』 である。

晦 鞍 馨 鵜 雛 資料名:○○○○○(○○児ooo醐)

8 M:泥
Cy:粘 土

・海辺利用 ・法指定等の凡例 については前頁の図式 一覧表 を複写 し
、浅海域環境図帳 の

「凡例 一覧」頁に貼 り付けること。
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<別 紙5>

海 辺 利 用 ・法 指 定 等 状 況 図 帳 作 成 要領

「海 辺 利 用 ・法 指 定 等 状 況 図 」 を編 綴 し、 海 辺 利 用 ・法 指 定 等 状 況 図 帳 を 作 成 す る 。

1.表 紙 及 び 裏 表 紙

表 紙 は、 縦51cm、 横59cmの 白の 板 紙 と す る。

様 式 は 下 図 の もの と し、 タ イ トル は 、 黒 で 記 入 す る(サ イ ンペ ンに よ る手 書 きで よい 。)。

裏 表 紙 は 、 厚 手 の ボ ー ル 紙 を 使 用 す る。

左

と

じ

環境庁委託 匝
第5回 自然環 境保 全基礎 調査

海 辺調査

海 辺利 用 ・法指定 等状 況図帳

平成 ○(○ ○ ○○)年 度

環境 庁 自然保護 局
○ ○ 県

(注)一 冊 に 編 綴 で き な い 場 合 は 分 冊 と して よい が 、 適 宜 一 連 番 号 を 付 す こ と。

2.と じ具

各 図 面 の 左 端 に ク リ ジ プ テ ー プ 等(コ ク ヨ 、 タ ー60N)を 用 い て と じ代 を2ヶ 所 設 け る。

3.折 り込 み

上 記 の サ イ ズ に 収 ま らな い 図 面 に つ い て は 、 は み 出 し部 分 を切 断 の 上 、 裏 側 か ら透 明

テ ー プ 等 で 留 め、 折 り込 む こ と とす る 。

4.配 列

配 列 は 以 下 の 順 とす る。

(1)表 紙

(2)凡 例 一 覧

(3)地 図 番 号 図(45頁 参 照 の こ と。)

(4)海 辺 利 用 ・法 指 定 等 状 況 図(地 図 番 号 の 順 と す る。)

(5)裏 表紙
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<別 紙6>

海 辺利用 ・法指定等 状況 調査 報 告書作 成要領

1.規 格'

A4判 、 左 と じ、 横 書 き と す る。

な お 、 ワー プ ロ の 場 合 、1頁 に つ き40行x40字 を 原 則 と す る。

2.表 紙 及 び 背 文 字

表 紙(及 び 裏 表 紙)は 、 ブ ル ー、A4フ ァイ ル(ラ イオ ン、No.5108、A4-S等)を 使

用 し、 タ イ トル 、 背 文 字 等 を 下 図 の 様 式 に よ り記 入 す る。 文 字 は 黒 サ イ ンペ ンに よ る手

書 き で よ い 。

譲
韻

雍覆

ll
査 査

　

震

8客
県 然

援
局

匝 蚕i][亟 司

第5回 自然環境保全基礎調査

海辺調査

海辺利用 ・法指定等状況調査
報告書

平成○(OOOO)年 度

環境庁自然保護局
○○県

(注)一 冊 に 編 綴 で き な い場 合 は 分 冊 と し、 表 紙 に 適 宜 分 冊 番 号 を付 す こ と。

3.配 列

各項 目の配列 は 以下 の通 りとす る。

(0)目 次

(1)調 査実施 方法 の概 要

(2)調 査結 果 の概 要

①概 況

② 港湾 ・漁 港 一覧表

③ 海岸保 全 区域 一 覧表

④ 自然公 園 ・自然環 境保 全地域等 一覧表

⑤ 鳥獣保 護 区一 覧表

⑥水 産 資源保 護 水面 一 覧表

⑦ 史跡 ・名勝 ・天然 記念物 一覧表

⑧ 海洋性 レク リェー シ ョンエ リアー覧 表

⑨ 環 境改 変 にか か る特記 事項一 覧表

⑩ その他特 記 すべ き地域 一覧表

(3)資 料 リス ト
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(4)調 査担 当者名 簿

4.各 項 目の 取 りま と め 方 法

(0)目 次(略)

(1)調 査 実 施 方 法 の 概 要

各 調 査 の 実 施 方 法 と、 既 存 資 料 調 査 、 ヒア リ ン グ 調 査 の そ れ ぞ れ に つ い て記 述 す る

(既 存 資料 名 は 、 後 述 す る 資 料 リス トに 記載 す る。)。

(2)調 査 結 果 の 概 要

都 道 府 県 内 に お け る 海 辺 利 用 ・法 指 定 等 の 概 況 に つ い て 、 調 査 結 果 を も と に 記 述 す る。

また 、 調 査 結 果 を 各 項 目 毎 に く様 式 一7～15>の 一 覧 表 に 整 理 す る。

(3)資 料 リス ト

調 査 で 参 考 に した 資 料 、 文 献 に つ い て 記 載 す る。

資料
番号

1

2

3

著 者 名

○○ 県地 域計 画課

○○ 県 編.
ロロ エ事 事務所

発行
年

1990

1992

1993

資 料 名

△ △ 沿 岸 開 発 構 想(1/○.○ 万)

◇ ◇ 地 域散 策 マ ヅ プ(1/30万)

ロ ロ エ 事 事 務 所 管 内 図(1/50万)

地 図 の 場 合 は 、 縮 尺 を 記 入 す る こ と。

(4)調 査 担 当者 名 簿

調 査 に従 事 した 者 全 員 に つ い て 、 氏 名 、 所 属 及 び 担 当 分 野 を記 入 す る。

番号

1

2㍉

氏 名

浜 貝 鯛助

海 宝 渚

所 属

○ ○県 自然保 護課

○ ○県水 産課

担 当 分 野

自然公園

港 湾 ・漁 港
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1 3.海 岸 改 変 状 況 調 査

〈調 査 のね らい〉

地 形 図、空 中写 真 、第4回 海岸調査 結 果、 その他既 存資料 等 を もと に海 岸域 の 自然状

態 を把握 す ると と もに、第4回 海岸調 査 以降 の海岸域 の経年 変化 状況 を把 握す る。

〈調 査 内容 及 び調 査方 法>

1.都 道府 県 によ る海 岸情 報 の描写

各都 道 府 県 にお いて、都 道府 県 でな けれ ば調 べ られ ない以下 の項 目につ いて 既存 資料等

を もとに把 握 し、<別 紙7>海 岸 資料 図 作成 要領 に従 い、 その位 置 を浅 海 域分布 図 の写 し

に記入 し、 海岸 資料 図 を作成 す る。 また 、<別 紙8>海 岸 資料 図帳作成 要 領 に従 って偏 綴

す る。

1)潜 堤 の位 置

2)礫 浜 の位 置

3)人 工 干潟 ・人工海 浜 の位 置

4)傾 斜 護岸 の位置

5)侵 食 ・堆 積海 岸 の位 置

一参考 一

2.民 間 団 体 によ る海 岸改 変状 況調査

な お、 民 間団体 で は都道 府 県で作成 した海 岸資料 図、海辺利 用 ・法指 定等 状 況図、 また、

第4回 海 岸調査 海 岸 改変状 況 図、最新 の空 中写真 及 び既存資料 等 を もとに以 下 の調 査 を行

う。

1)海 岸線 の区分

2)海 岸改 変状 況 図 の作 成

3)海 岸 の経年 変化 原 因 の把握

4)海 岸改 変状 況調 査票 の作成
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<別 紙7>

海岸資料図作成要領

各都道府 県 にお いて、以 下 の項 目につ いて資料 調査及 び ヒア リング調査 を行 い、以 下 の

図式 に従 い、 その位置 を浅 海:域分布 図(写 し)に 記入 し海岸 資料 図 を作成 す る。

把握す る海岸項 目

潜堤

礫浜

人工海浜 ・人工 干潟

傾斜護岸

侵食 ・堆 積海岸

図 式

線種 線幅

0.5mm程 度

5mm程 度

0.5mm程 度

5mm程 度

5mm程 度

色

赤

榿

赤

青

黄

備 考

極 細 ボ ールペ ン等 使 用 可

マーか ペ ン使 用 可

区域を囲む

マーかペ ン使 用 可

マーか ペ ン使 用 可

1.潜 堤

潜堤 とは、原則 と して 海面 下 にあ る人工構 築物 を さ し、地形 図(国 土地 理院 発行)

に は表現 され てい ない。本 調 査 において は、海岸 保全 施設 、港 湾施 設及 び漁港 施設 で

あ る潜堤 につ いてぐ県 内 関係部 局 よ り資料 を収集 し、 そ の位 置 を記 入す る。

2.礫 浜

礫浜 とは、海浜 礫 が多 く堆 積 してい る浜 の ことを い う。(次 頁の写真 を参照。)

第2～4回 海岸 調査 で は、磯浜 また は砂浜 に分 類 され て い るので、第4回 海 岸調査

海岸 改変状 況図(環 境 庁 よ り複写 図 を送付 す る。)を 参 考 に して、磯 浜及 び砂 浜か ら

明 らか に こぶ し大 程度 の礫 か らな る海 岸 を礫 浜 と して抽 出す る。

な お、磯 浜 とは、基盤 の岩 が露 出 した り、岩塊 や岩礁 が 多 か った りす る海岸 の こ と

をい う。(次 頁 の写真 を参 照。)

3.人 工海浜 ・人工 干潟

人工海浜 ・干潟 とは、海 岸 に人工 的 に土砂 を供給 して造 成 された海 浜 ・干潟 を い う。

4.傾 斜護岸

法 勾配 が1割 以 上 の護岸 を対象 とす る。一 方、 こ こで は法勾配 が1割 未満 の護 岸 を

直立 護岸 とす る。(83頁 参 照。)な お、海岸 堤防 も同様 に扱 う。

本 調査 では県内 関係 部局 よ り資料 を収 集 し、傾斜 護岸 の延 長 が100m以 上 の もの

を抽 出 し、 そ の位 置 を記入 す る。

5.侵 食 ・堆積 海岸

顕著 な侵食 、堆積 が確 認 が で きて い る海岸(こ こ5年 間 で10m程 度以 上 の変 化 を

目安 とす る。)に っ いて は、県 内関係部 局 に ヒア リングを行 い、 その位 置 を図示 す る

と ともに、 で きれ ば海岸 線 の前進 量、 または後 退量 を把 握 し、 その量 を記 す こと。
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〈資 料調査 にお いて参 照 すべ き資料例 〉

運 輸省 第口港 湾建 設局 △△港 工事 事務 所、 ◎◎ 県◇ ◇港湾 事務 所、 建設省 河川局 ロロ工

事事務 所 等が保 管 してい る以下 の資 料を参 照す るこ と。

・港 湾、・護岸 の設計 図

・海岸保 全事業 計画概 要 表の なか の平面配 置図

・礫 浜 海岸参 考例(岩 手県 三陸碁 石海岸)

欝 、 、 諏_,購__・ 、.、,冨 ∴一 ≠ シニニll
ち ヤ ノ み ひ

', ,,''"n弥 轟 ゲヴ'

"v番'''",'》.
'ハ

,!ニ ウ'デ ・ 「b ゆげ
."^ヰ 、

ノな デ も し ナ ジ ノナ ポ ノ ボ

霧:∴ 四 く/算/κ'ご 一 ∴ご 嘗一㌧'・ ズ1∵ ・'短:癩

難難
・磯 浜海 岸参 考例(神 奈 川県 三浦市城 ケ 島)

町 … ∵ ∴ 一"脚 噸'"　 ・
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傾斜 護岸の例

①法勾配:2割

26ｰ

1

②法勾配:5割
(緩傾斜護岸)

Y

2

1

5

人が容易に水辺に近づ くこと(親 水 性)、 生態系等 の環境 を配慮 した護岸。

直 立護岸 の例

法勾配:1割 未満

45。 を こ え る

1

Y
K1

〈海岸資料図の記入例 〉

傾斜護岸
(青色)

侵食海岸

後退2扁 黄色)ザ

人 工海 浜
一一＼(赤 字)

、

、

、

、

山線

水 殉Om
の 等 深 線

潜堤(赤 色)
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<別 紙8>

海岸資料図帳作成要領

「海 岸資料 図 」を編綴 し、 海岸 資料図帳 を作 成 す る。

1.表 紙 及 び 裏 表紙

表 紙 は 、 縦51cm、 横59cmの 白の 板 紙 と す る 。

様 式 は 下 図 の も の と し、 タ イ トル は、 黒 で 記 入 す る(サ イ ンペ ンに よ る手 書 きで よ い 。)。

裏 表 紙 は 、 厚 手 の ボ ー ル 紙 を 使 用 す る。

左

と

じ

環境庁委託 厘
第5回 自然環境 保全 基 礎調 査

海辺 調査
海岸 資料 図帳

○ ○ 県

平成 ○(○ ○ ○○)年 度
環 境庁 自然保 護局

(注)一 冊 に 編 綴 で き な い場 合 は 分 冊 と して よ い が 、 適 宜 一 連 番 号 を 付 す こ と。

2.と じ具

各 図 面 の 左 端 に ク リ ッ プテ ー プ等(コ ク ヨ、 タ ー60N)を 用 い て と じ代 を2ヶ 所 設 け る 。

3.折 り込 み

上 記 の サ イ ズ に収 ま らな い 図 面 に つ い て は
ミロ

テ ー プ 等 で 留 め 、 折 り込 む こ と と す る。

、 は み 出 し部 分 を 切 断 の 上 、 裏 側 か ら透 明

4.そ の 他

海 岸 資 料 図 作 成 に あ た って 、 使 用 した 資 料 、 調 査 担 当 者 を 以 下 の 表 に ま と め る。 な お 、

規 格 はA4判 、 左 と じ、 横 書 き と す る。

(1)資 料 リス ト

調 査 で 参 考 に した 資 料 、 文 献 に つ い て 記 載 す る。

資料
番 号

1

2

著 者 名

○○ 県◇ ◇ 土木 事務 所
○○ 県◇ ◇港 湾事務 所

発行
年

1993

1994

資 料 名

海 岸保 全 事業計 画 概要 表
口 □港 計画 図(1/2.5千)

地 図 の 場 合 は 、 縮 尺 を 記 入 す る こ と。
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(2)調 査担 当者 名簿

調 査 に従 事 した者全 員 につ いて、氏 名、 所属 及 び担 当分野 を記入する 。

番号

1

2

3

氏 名

鈴木 二郎

小石 礫二 郎

堤 大介

所 属

地域振興部 自然保護課

河川部海岸課

土木部海岸保全課

担 当 分 野

と りま と め

礫浜

潜 堤 、 人 工 海 浜

5.配 列

配 列 は 以 下 の 順 とす る。

(1)表 紙

(2)凡 例 一 覧.

(3)地 図 番 号 図(45頁 参 照 の こ と。)

(4)海 岸 資 料 図(地 図 番 号 の順 と す る。)

(5)資 料 リス ト

(6)調 査担 当者名 直

(7)裏 表 紙
.
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-.海 辺 生 物 調 査

〈調 査 の ね ら～・〉

潮上 帯(飛 沫 帯)及 び潮 間帯 に生息す る生物 を調査 し、海岸 域 にお ける生 物 の生 息 状況

及 び生 息環 境 を把 握 す る。

〈用語 の定 義 〉

海辺 生 物調査 に お いて使 用 す る生態 的 区分帯 の用 語 の定義 は、以 下 の とお りとす る。

1.潮 上 帯(飛 沫帯)

高 潮線 よ り上 の 、海水 に侵 され ることはな いが飛 沫 を浴 びて、 海産生物 が生 息す る部 分。

2.高 潮 帯

原 則 と して、 高潮 線 か ら平 均高潮面 まで の潮 間帯 の上部。

3.中 潮 帯

原 則 と して 、平均 高 潮面 か ら平均 低潮面 までの潮 間帯 の中部。

4.低 潮帯

原則 と して、平 均低 潮面 か ら低潮線 まで の潮間帯 の下部。

〈調査 対 象生物 〉

調査 対 象 とす る生物 は、原則 として潮 上帯 及 び潮 間帯 におけ る肉眼で見 え る大 きさの動

植 物 で 、次 の各 分 類 群 に属 す る もの とす る。 そ の他 の生 物 にっ いて も可能 な限 り調査 す る

こ とが望 ま しい。 な お、海 藻 に付着 して い る ものや 、付着生物 に覆 われ てそ の下側 に生息

して い る もの ほ、調 査対象 か ら除 くこと とす る。

〔動 物〕

軟体動物

甲殻類

多毛類

棘皮動物

腔腸動物
・ その他

〔植 物 〕

緑藻 類

褐藻 類

紅藻 類

種子 植物(ア マモ類)

その他

〈調査 地 区 の選 定 〉層

海辺 生物 調査 を実 施す る調査 地区 は、各 県 ごとに次 のよ うな考 え方 に基 づ き選定 す る。

1.各 都道 府 県 につ き、第3回 海域生物 環境 調査 で選 定 した調 査地 区 と同 じ場 所(2ヶ 所)

及 び それ らと異 な るタイ プの調査地 区(1ヶ 所)を 選定す る。必 要 に応 じて、 さ ら新 た

な る調査 地 区 を追加 して もよ い。

た だ し、第3回 海 域生物 環 境調査 の調査 地 区が 、埋 立、 干拓等 の原因 で消 失 また は大

幅 に環 境 が改 変 し、 第3回 との比較 に耐 え ない と判 断 された場 合 には近接 地 域 に類 似あ

地 点 を選 定す る。

2.海 岸域 の形 態 や生 物相 の違 い等 を勘案 して、 磯浜 、礫浜 、砂 浜、泥浜 等 の タ イプの異

な る調 査 地 区 を選定 す る。

3.地 域 的 な偏 りの な いよ う選 定す る。
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〈調査 内容及び 方法>

1.海 辺生物調査 の調 査項 目及 び 内容 は以 下の とお りとす る。

(1)調 査地 区周辺 の概 況

地形、底 質、 植 生、 土地利 用等の調 査地 区周辺 の概 況 を把 握 す る。

(2)調 査 対象生 物 の生 息状 況

海辺 を潮上 帯及 び潮 間帯3区 分(高 潮 帯、 中潮帯 、低 潮 帯)に あわせ て4区 分 し、

それぞれ の潮 位帯 で、 主要 な付着 生物及 び底生 生 物 の種類 と出現状況(植 物 につい て

は被度及 び湿重 量等、 動物 につ いては個 体数及 び湿 重量等)を 把握 す る。

2.調 査 時 期 及 び 調 査 回 数

調 査 は 、 調 査 地 区 に お い て 年2回 実 施 す る。 ま た 、 調 査 は 大 潮 の 干 潮 時 に 行 う も の と

す る。

3.調 査 方 法

(1)全 般 的 事 項

原 則 と して 現 地 調 査 に よ り把 握 す る。 な お あ わ せ て 既 存 資 料 調 査 や ヒア リ ング 調 査

も 行 い、 現 地 調 査 デ ー タ を補 完 す る。

なお 、 現 地 調 査 と同 精 度 の 最 新 の デ ー タ が得 ら れ る場 合 に は 、 調 査 内 容 の 一 部 を 既

存 資 料 に よ る 資 料 調 査 に か え て も さ しつ か え な い 。

(2)現 地調 査

1)調 査基 点及 び調査 測線 の設 定

原則 と して 第3回 海 域生物 環境調 査 と同一の 謂査 基 点及 び調査 測線 を設 定す る。 た

だ し、 新た な調査 地 区につ いては、 潮上 帯最上 部(高 潮線 陸側 の護 岸等)に 調査基 点

を設 け、そ の基 点か ら海側 に向か って 汀線 に直 角 に調査 測線(横 断線)を 設定 す る。

また、 調査測 線 沿 いに横 断 面略 図を作成 す る。

この際、後 で 潮汐 表に よ りその地方 での基本 水 準 面か らの高 さを求め る必要が あ る

た め、 その 日の低 潮位 を調査 基点 か らの比高 と して必 ず測 定 し記録す る。

調 査基点 の位 置が再 調査 の際 でもわ か るよ うに、 メジ ャー、 歩測、磁針 計等 を用 い

て簡 易 な測 量 を行 い、 目印に な るとこ ろか らの 方位 と距離 を必 ず測定 し記録 する。 か

つ、 調査基 点 の概 況 がわ か るよ うな写 真及 び調 査 基 点か ら調査 測線方 向へ 向か って の

調査 測線写 真 を撮影 す る。

2)調 査地 区周辺 の概 観

調査地 区周辺 を広 く観 察 し、 地形、 底質、 植 生の 分布、 海岸 線の改 変状 況、 陸域 の

土地利用及 び生 物 の生 息状 況 な ど、 当該地 点の環 境 の概 況 を把 握 す る。 この際調 査 測

線 上の高潮線 、 低潮線 、底 質、 生物 の生 息状 況 等 にっ いて、起 点 か らの比 高及 び概 略

の距離 を測 定 して お く。

3)調 査対象 生物 の 生息状 況

生物 の生 息状 況 につ いては、 第3回 海 域生物 環境 調査 と同様 に、 例1～3の 指標 生

物 を参考 と して潮位 帯別 に主 た る生 息場所 ごとに整 理 して 記録 す る。

① 調査測線 の周 辺 において、 潮上帯 、 高潮帯 、 中潮帯 及 び低潮帯 の潮位 帯別に、 で

きる限 り同 一条 件の 典型的 な場 所 を選 び、下 図 の よ うにそれ ぞれの潮位 帯 に3つ の

方形枠 を置 く(計12ヶ の方形 枠)。

方形枠 に は調査 基点 か ら海側 に向か って順 に 番号 を付 す。 その際、 下記 に示 す各
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潮位帯 番号 の後 に、 潮位 帯 ごとに枝番 号 を付 す。

1:潮 上 帯 2:高 潮 帯 3:中 潮 帯 4:低 潮 帯

調査基点●

1-21-3
XX

:
コ

2-2

X

1-1

潮上帯

T

x

2-3
X

X

2-1

高潮帯

r

3-3
X

X

3-1

X

3-2

中潮帯

'4-1

x

r

4-3
X

X

4-2

低潮帯

調査 測線(横 断線)

高 潮 間 帯

潮(× …… 方形枠 の位 置)
線

低
潮
線

日本 海 沿 岸 の よ う に 潮 位 差 の 小 さ い と こ ろ で は 、 潮 間 帯 の 幅 が 狭 く、1調 査 地 区

あ た り12ヶ の 方 形 枠 が と りに くい の で 、 採 泥 器 等 で 水 面 下 の 生 物 を 採 集 して も よ い 。

方 形 枠 の 設 置 に あ だbて は 、 年2回 の 調 査 で、 ほ ぼ 同 じ場 所 に 置 くよ うに 努 め る

こ と。

な お 、2回 目 の 調 査 に お い て 、 方 形 枠 の 位 置 が 水 面 下 に な っ た 場 合 に は、 採 泥 器

等 で 水 面 下 の 生 物 を採 集 して も よ い。

潮 位 差 が 小 さ い 等 の理 由 で 、1調 査 地 区 あ た り12ヶ の 方形 枠 が とれ な い場 合 は 、

事 前 に 次 の 事 項 を 記 載 して 文 書 で 環 境 庁 自然 保 護 局 自 然 環:境 調 査 室 あ て 通 知 さ れ た

い 。

た だ し、1回 目 の 調 査 に お い て 、2回 目の 調 査 時 の 方 形 枠 の 位 置 が 海 面 下 に な っ

た 場 合 等 の理 由で12ヶ の 方 形 枠 が と れ な い 場 合 は 、 こ の 通 知 は 要 しな い。 この よ う

な 場 合 で も、 採 泥 器 等 で 水 面 下 の 生 物 を採 集 して も さ しつ か え な い こ と に 変 わ りは

な い。

〈通知 に記載 すぺ き事項 〉

・調 査地 区の 海岸 の通称

・方形枠 の数1回 目(○ 月)

2回 目(○ 月)

・方形 枠 を規 定数 置 け ない理 由

○ ケ

○ ケ

② それ ぞれの方形 枠 の位置 を、 調査 基 点か らの比 高差 と して記録 す る(後 で潮汐 表

に よ り、基 本水準 面か らの高 さに換 算 す る。)。

③ 各 方 形 枠 に お い て 生 物 の 生 息 状 況 が 分 か る よ う に 写 真 を 撮 影 し、 生 物 の 観 察 、 採

集 を 行 う。 生 物 の 観 察 、 採 集 の 仕 方 は 海 岸 域 の 形 態(磯 浜 、 礫 浜 、 砂 浜、 泥 浜 等)

に よ り若 干 異 な るの で 、 以 下 に よ っ て 行 う。
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ア.磯 浜 ・礫 浜 の 場 合

a.方 形 枠 の 大 き さ

原 則 と して50cmX50cmと す る。 た だ し、 潮 汐 の 干 満 差 の 少 な い 日本 海 側 の よ

う に 、50cm×50cmの 方 形 枠 の 設 置 が 困 難 な 場 合 に つ い て は 、25cmx100c皿 、10c

mX250cm等 、 面 積 が 等 し くな る よ うな 枠 に して も よ い 。

b.種 名 、 被 度 区分 の 記 録

方 形 枠 内 の 肉 眼 で 見 え る 生 物 の種 名 を、 植 物 と動 物 に わ け て そ れ ぞ れ の 調 査

票 に 記 録 す る。

記 録 の 対 象 とな る植 物 に つ い て は 、 可 能 な 限 り以 下 の 「被 度 区 分 」 に よ り被

度 を 記 録 す る。 個 体 数 の 計 数(d.参 照)が 不 可 能 な 動 物 に つ い て も、 植 物 と 同

様 の 区 分 に よ り被 度 を 記 録 す る。 な お 、 生 時 の 形 態 を と ど め て い る死 サ ン ゴ に

つ い て も形 状 及 び被 度 を記 録 す る。

被 度 区 分

被 度 区 分

5

4

3

2

1

十

80%～100%を 覆:う 。 株数 、 個体数 は任 意

60%～80%を 覆 う 。 株数 、 個体数 は任 意

40%～60%を 覆 う 。 株数 、 個体数 は任 意

20%～40%を 覆:う 。 株数 、 個体数 は任 意

20%以 下 を 覆 う 。 株数 、個 体数 は任 意

極 め て わ ず か を覆 う。 株数 、 個体数 は少ない

c.採 集

被 度 記 録 後 、 肉 眼 で 見 え る生 物 を 可 能 な 限 り全 て 採 集 す る。 こ の場 合 、 必 要

に 応 じ方 形 枠 内 の 岩 石 に付 着 して い る も の を全 て か き取 り、lmm目 合 い のふ る

い に か け て 生 物 を採 集 す る方 法 を用 い て も よ い 。

d.個 体 数(株 数)、 湿 重 量 等 の 測 定

採 集 後 、 種 類 別 の 個 体 数(株 数)、 湿 重 量 等 を 以 下 の よ う に測 定 す る。

植 物 に つ い て は 、 相 観 的 に優 占 す る も の 上 位5種 以 上 に つ いて 、 測 定可 能 な

種 に つ い て は そ れ ぞ れ の 株 数 及 び 湿 重 量 を 測 定 す る。 ま た、 植 物 群 別(緑 藻 類 、

褐 藻 類 、 紅 藻 類 、 種 子 植 物 、 そ の 他)に 種 類 数 及 び 湿 重 量 を合 計 す る。

動 物 に つ い て は 、 相 観 的 に 優 占 す る も の 上 位5種 以 上 に つ いて 、 測 定 可 能 な

種 に つ い て は そ れ ぞ れ の 個 体 数 及 び 湿 重 量 を 測 定 す る。 こ の 場 合 、 生 きて い る

貝 類 に つ い て は、 殻 も 含 め て 測 定 す る。 ま た 、 動 物 群 別(軟 体 動 物 、 甲殻 類 、

多 毛 類 、 棘 皮 動 物 、 腔 腸 動 物 、 そ の 他)に 種 類 数 及 び 湿 重 量 を合 計 す る。

イ.砂 浜 ・泥 浜 の 場 合

a.方 形 枠 の 大 き さ

原 則 と して50cm×50cmと す る。 潮 汐 の 干 満 差 の 少 な い 所 等 で50cm×50cmの 方

形 枠 の 設 置 が 困 難 な場 合 は 、 「ア.磯 浜 ・礫 浜 の 場 合 」 に 準 ず るも の とす る。

b.種 名、 被 度 区 分 の 記 録

方 形 枠 内 の 肉 眼 で 見 え る生 物 の 種 名 を、 植 物 と動 物 に わ け て そ れ ぞ れ の 調 査

票 に 記 録 す る。

記 録 の 対 象 とな る植 物 に つ い て は 、 可 能 な 限 り 「被 度 区 分 」 に よ り被 度 を 記

録 す る。 個 体 数 の 計 数(d.参 照)が 不 可 能 な 動 物 に つ い て も、 植 物 と同 様 の 区
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分 に よ り被 度 を 記 録 す る。 な お 、 生 時 の 形 態 を と ど め て い る死 サ ン ゴ に つ い て

も形 状 及 び 被 度 を 記 録 す る。

c.採 集

被 度 記 録 後 、 ス コ ッ プ に よ り方 形 枠 内 を 表 層 か ら15cmの 深 さ ま で 掘 り取 る こ

と を 標 準 と す る が 、 主 要 な 生 物 の 生 息場 所 が15cm以 深 で あ る場 合 等 は 、 そ の 場

所 の 状 況 に 応 じて 掘 りと る深 さ を 変 え て も さ しつ か え な い。

掘 り取 っ た 砂 ・泥 は 、1mm目 合 い のふ る い に か け、 肉 眼 で 見 え る植 物 及 び 動

物 を 可 能 な 限 り全 て 採 集 す る。

d.個 体 数(株 数)、 湿 重 量 等 の 測 定

採 集 後 、 種 類 別 の 個 体 数(株 数)、 湿 重 量 等 を 以 下 の よ うに 測 定 す る。

植 物 に つ い て は 、 相 観 的 に 優 占 す るも の 上 位5種 以 上 に つ い て、 測 定 可 能 な

種 に つ い て は そ れ ぞ れ の株 数 及 び 湿 重 量 を測 定 す る。 ま た、 植 物 群 別(緑 藻 類 、

褐 藻 類 、 紅 藻 類 、 種 子 植 物 、・そ の 他)に 種 類 数 及 び 湿 重 量 を合 計 す る。

動 物 に つ い て は 、 相 観 的 に 優 占 す るも の 上 位5種 以 上 に つ い て 、 測 定 可能 な

種 に つ い て は そ れ ぞ れ の個 体 数 及 び 湿 重 量 を測 定 す る。 この 場 合 、 生 きて い る

貝 類 に つ い て は 、 殻 も含 め て 測 定 す る。 ま た、 動 物 群 別(軟 体 動 物 、 甲殻 類 、

多 毛 類 、 棘 皮 動 物 、 腔 腸 動 物 、 そ の 他)に 種 類 数 及 び 湿 重 量 を合 計 す る。

〈調査 地 区環境 調査 票の 作成 〉

調査 地 区周辺 の概 況 を、<様 式 一16>に よ り調 査地 区環 境調 査 票に と りま とめ る。

〈調 査 地 区 概 況 図 の 作 成 〉

<様 式 一17>に よ り調 査 地 区 概 況 図 を 作 成 す る。.

〈海 辺 生 物 調 査 票 〉

生 物 に つ い て 調 査 し た 事 項 は 、

とめ る。

<様 式 一18～19>に よ り各 海 辺 生 物 調 査 票 に と り ま

〈方 形 枠 写 真 〉

<様 式 二20>に 各 方 形 枠 の 写 真 を貼 付 す る。

〈調 査 結果 の と りま とめ 〉

「調査 地 区環 境調 査 票」、 「調 査地区概 況 図」、各 「海 辺 生物 調査 票」及び 「方形枠 写

真」 を綴 った報 告 書 を く別紙9>海 辺生物 調査報 告書作成 要領 に従 い と りまとめ る。
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例1磯 浜の生物指標

潮位帯

潮 上 帯

潮

間

帯

高潮帯

中潮帯

低潮帯

生息場所

岩 表 面

岩 表 面

小転石区

大転石区

岩 表 面

潮だま り

溝 の 砂

岩 表 面

生 息 生 物

動 物:ア ラレタマキ ビガイ、カモガイ

動 物:イ ワフジツボ

動 物:タ マキビガイ、クロタマキ ビガイ

動 物:タ マキビガイ、クロタマキビガイ、イシダタ ミガイ、コ

ウダカアオガイ、ホ ソウ ミニナ、ヘソアキクボガイ、ヒ

ライ ソガニ

植 物:ハ イ ミル 、 ボ タ ンア オ サ 、 イ ロ ロ、 ウ ミ トラ ノ オ 、 フ ク

ロ ノ リ、 イ シ ゲ 、 イ ワ ヒ ゲ 、 カ ヤ モ ノ リ、 ス ギ ノ リ、 バ

バ ノ リ、 ア ナ ア オ サ 、 ッ ノ マ タ 、 ボ ウ ア オ ノ リ

動 物:イ ワ フ ジ ッ ボ 、 コ ガ モ ガ イ 、 レイ シ ガ イ 、 ペ ッ コ ウ ガ サ

ガ イ 、 ム ラ サ キ イ ン コ ガ イ 、 イ ボ ニ シ

植 物:ア ラメ、 ホンダワラ、 ヒジキ

動 物:キ タムラサキウニ、パフンウニ、 ミドリイ ソギンチ ャク

、ヨ ロイイソギンチ ャク、 コモチイソギ ンチャク

動 物:ア サ リ、 ヌ ノ メ ア サ リ、 イ ワ ム シ

植 物:ア ラメ、ホ ンダワラ、 ヒジキ

動 物:ク ロフジッボ、オオアカフジヅボ

(注)礫 浜の生物指標については、場合に応 じて磯浜または砂泥浜の生物指標 を参考にする。
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例2砂 泥浜の生物指標

潮位帯

潮上帯

潮

間

帯

高潮帯

中潮帯

低潮帯

生 息 生 物

北海道千島区(亜寒帯区)

動物:ハ マダ ンゴム シ

植物:ウ スバアオ ノ リ
動物:エ ゾゴカイ、 イソ

タマシキゴカイ、ハ ン
ダ ンゴムシ

植物:ヒ ラアオノ リ
動物:ニ ホンヒメハ マ ト

ビムシ、エゾゴカ イ、
イソタマシキゴカ イ、
アサ リ、オオノガ イ、
ハマダ ンゴムシ、ニホ
ンヒメハマ トビムシ、
アナジャコ

動 物:ア サ リ、 オ オ ノ ガ

イ 、 ヒ メ ス ナ ホ リ ム シ

、 ニ ホ ン ヒ メ ハ マ トピ
ム シ 、 ア ナ ジ ャ コ

北日本区(温帯区)

植物:ヒ ビミ ドロ
動物:ハ マダンゴムシ、

ヒゲナガハマ トピムシ

、 スナガニ

植物:ア ナアオサ、 ウス
バ アオ ノリ、 ヒラアオ

ノ リ、ボ ウアオノ リ
動物:ウ ミニナ 、ニセス

ナホ リムシ、ハ マダン
ゴムシ、 ヒメハ マ トビ
ムシ

動 物:イ ソ ゴ カ イ 、 フ ツ

ウ ゴ カ イ 、 モ ロ デ ゴ カ

イ 、 オ ニ ス ピ オ 、 ミズ

ヒ キ ゴ カ イ 、 ウ ミニ ナ

、 ア ラ ム シ ロ ガ イ 、 キ

ヌ タ レガ イ 、 フ ジ ノ ハ

ナ ガ イ 、 ユ ウ シ オ ガ イ

、 シ キ シ マ フ ク ロ ア ミ

、 ヒ メ ス ナ ホ リム シ 、

イ ソ ヨ コ エ ビ 、 ニ ッポ

ン モ バ ヨ コ エ ビ、 モ ズ

ミヨ コ エ ビ、 イ ソ ガ ニ

、 ケ フ サ イ ソ ガ ニ 、 ア

サ リ、 ム ロ ミス ナ ウ ミ

ナ ナ フ シ 、 ユ ウ シ オ ガ

イ

植 物:ミ ル 、 オ ゴ ノ リ、
コアマモ

動物:ス ジホシムシモ ド
キ 、 イ ソ チ ロ リ、 チ ロ

リ、 ミ ズ ヒ キ ゴ カ イ 、

キ ヌ タ レガ イ 、 フ ジ ノ

ハ ナ ガ イ 、 ユ ウ シ オ ガ

イ 、 シ キ シ マ フ ク ロ ア

ミ、 ヒ メ ス ナ ホ リ ム シ

、 イ ソ ヨ コ エ ビ、 トゲ

メ リタ ヨ コ エ ビ、 ニ ッ

ポ ンモ ガ ニ 、 イ ソ ガ ニ

、 イ ボ キ サ ゴ 、 オ キ シ

ジ ミ ガ イ 、 シ オ フ キ ガ

イ 、 バ カ ガ イ 、 カ ガ ミ

ガ イ 、 ヒ メ シ ラ ト リガ

イ 、 サ ル ボ ウ ガ イ 、 サ
ピ シ ラ ト リガ イ 、 テ リ

ザ ク ラ 、 マ テ ガ イ

南日本区(亜熱帯)

動 物:イ ソ ミ ミズ 、 ホ ソ

ウ ミニ ナ 、 ハ マ ダ ン ゴ

ム シ 、 ヒ メ ハ マ トピ ム

シ 、 ス ナ ガ ニ

植物:ヒ トエ グサ
動物:ウ チワゴカイ、 ゴ

カイ、 ミズヒキゴカイ
、ホソウミニナ、アサ
リ、 ヒライソガニ

植物:ヒ トエグサ、ボウ
ア オ ノ リ、

ノ リ

ミル 、 オ ゴ

動物:イ ソゴカイ、ウチ
ワ ゴ カ イ 、 ゴ カ イ 、 オ

ニ ス ピ オ 、 ミナ ミシ ロ

ガ ネ ゴ カ イ 、 ミズ ヒ キ

ゴ カ イ 、 イ ボ キ サ ゴ 、

ア ラ ム シ ロ ガ イ 、 ハ イ

ガ イ 、 ホ ト トギ ス ガ イ

、 ア サ リ、 ニ ッ ポ ンモ
バ ヨ コ エ ビ、 オ ウ ギ ガ

ニ 、 ヒ ラ イ ソ ガ ニ 、 ナ

ミノ コ ガ イ

植 物:ヒ トエ グ サ 、 ウ ス
バ ア オ ノ リ、 コ ア マ モ

、 ア ミ ジ グ サ

動 物:ニ ン ジ ン イ ソ ギ ン

チ ャ ク 、 ゴ カ イ 、 ッル

ヒ ゲ ゴ カ イ 、 ミズ ヒ キ

ゴ カ イ 、 ウ ミイ サ ゴ ム

シ 、 カ ワ ア イ ガ イ 、 コ

メ ツ ブ ガ イ 、 ニ ホ ン ス

ナ モ グ リ、 オ ウ ギ ガ ニ

、 ヒ ラ イ ソ ガ ニ 、 オ キ

シ ジ ミガ イ 、 シ オ フ キ

ガ イ 、 バ カ ガ イ 、 カ ガ

ミガ イ 、 ヒ メ シ ラ ト リ

ガ イ 、 サ ル ボ ウ ガ イ 、

サ ビ シ ラ ト リガ イ 、 テ

リザ ク ラ 、 マ デ ガ イ

(注)礫 浜の生物指標については、場合に応じて磯浜または砂泥浜の生物指標を参考にする。
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例3サ ンゴ礁海岸の生物指標

潮 位 帯

潮 上 帯

潮

間

帯

高潮帯

中潮帯

低潮帯

生息場所

岩 表 面

岩 表 面

岸 寄 り

やや沖合

生 息 生 物

陸上植物:ウ コンイソマツ、イ ワダイゲキ、イソフサギ

動 物:コ ンペイ トウガイ、イボタマキ ビガイ、テ リタマキビガイ

、イシダタ ミアマオ ブネガイ、キバアマガイ

ナキオカヤ ドカ リ、 リュウキュウフナムシ

動 物:キ バアマガイ、イボタマキ ビガイ、イシダタ ミア マオブネ

ガイ、ウチ ムラサキ、 イワフジツボ

動 物:ヘ トリア オ リガ イ 、 ゴ マ フ ニ ナ 、 リ ュ ウ キ ュ ウ ヒ バ リ ガ イ

、 ミ ド リア オ リ ガ イ

植 物:ア ナアオサ、 ヒ トエ グサ

動 物:ア ッムシ ロガイ、オハグ ロガキ、オニヒザ ラガイ、アマオ

ブネガイ、 マダ ライモガイ、ヤナギシボ リイモガイ、ハナ

ビラタカラガイ、ハナマルユキタカラガイ、 レイシガイダ

マシ、ツノレイシガイ、オオ シマヤタテガイ、 ノシガイ、

タイワンクロフジヅボ、 ミナ ミクロフジツボ、 ムラサキク

ルマナマコ

動 物:イ モガイ類、ハナ マルユキタカラガイ

ウデフ リクモ ヒ トデ、 フ トユ ビジャコ、ナガウニ、テ ッポ

ウエピ、ニセ クロナマコ、 ゾウリナマコ

サ ンゴ:キ クメイシ、ハナマサイサ ンゴ、 ミドリイシ類

(出典:沖 縄 のサ ンゴ礁、財団法人沖縄県環境科学検査セ ンター、西平守孝、1986)
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〈様式 一16(1)〉

(1)
地図名

(2)地 図
番号

(3)調査
地区番号

(7)位 置 海 域 名

(海域 コー ド)

(4)第3向
調査地区番号

調 査 地 区
環境調査票

(その1)

(5)調 査 年 度

(6)都 道府県名

市 町 村 名

(行政コー ド)

地 名

(8)海 岸の種類

(9)海 岸の形態

1:磯 浜 2:礫 浜3=砂 浜4:泥 浜

1:開 放 海岸2:保 護海岸 3:包 囲海岸

(10)

調査月 月

(11)方 形枠数 1:潮 上帯()2:高 潮帯()3:中 潮帯()4:低 潮帯()

(12)

環

境

の

概

況

(13)

付

着

'底

生

生

物

相
の

概

要

特

徴

(14)

そ
の

他

特

記

事
項
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〈様式 一16(1)〉 記入例

(1)
地図名

○○浦

(2)地 図
番号

523951

(3)調査
地区番号

4

(7)位 置 海 域 名

(海 域コー ド)

○○○湾

2 0 9

(4)第3回
調査地区番号

4

調 査 地 区
環境調査票

(その1)

(5)調 査 年 度

(6)都 道府県名

1995

○○○県

市 町 村 名

(行政コー ド)

○○市

2 1 2 3 5

地 名

(8)海 岸の種類

(9)海 岸の形態

○○○○海岸

①:磯 浜2:礫 浜3:砂 浜4:泥 浜

①:開 放海岸2:保 護海岸3:包 囲海岸

(io)

調査月 9月

(11)方 形枠数 1:潮 上帯(3)2:高 潮帯(3)3:中 潮帯(3)4:低 潮帯(3)

(12)

環

境

の

概

況

(13)
付

着

●底

生
生

物

相

の

概

要

特

徴

(14)
そ

の

他

特

記

事

項

1地 形 ・底質等
○○湾奥部に広 く干出する前浜干潟。午潟の範囲は○○岬から○○港航路の間の約80

haで、沖出し幅は約200m、3本 の中小河川が流入する。干潟面はほぼ同じ傾斜で低潮線
まで続いているが、中間に3本 のやや深いみお筋がある。底質は大部分が粗粒の砂である
が、河口付近およびみお筋では泥混じりの細砂が分布する。海水の清澄度はおおむね良好
である。

2海 岸改変状況
干潟の海岸線はすぺて人工海岸化され、高潮線には護岸が設置されている。背後は干拓

地。
3植 生 ・陸域の土地利用

干潟と陸域の間は護岸で分断されており、干潟内には顕著な植生は存在 しないb護 岸の

後背地には休耕田が広がっており、ヨシ等の湿原となっている。

1底 生動物

測線全体 を通 じて二枚貝、巻貝類、ゴカイ類 が多 く、中でもアサ リ、シオ フキ、バ カガ
イな どが広い範囲で出現 し、個体数 も多 い。

ゾーン別に見 ると、高潮帯では シオフキが多 く、 またコ メツキガニ(巣 穴)も 目立った

。中潮帯ではアサ リが広い範 囲で多 く生息 している。低 潮帯ではアサ リの他バカガイが多

くな り、マテガイ も出現 した。 また低潮線付近 には、キサゴ類が高密度に生息 していた。

全般に、出現種数 、個体数 とも多 く、豊かな生物相の見 られる干潟であ る。
2藻 場

干潟下部の低 潮線付近及 びその沖側の潮下帯一帯に、アマモ場が分布 している。

(資料調査 によ り確認)

下水処理場建設に伴う埋立て計画あ り。
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〈様式一16(2)〉

調 査 地 区 環 境 調 査 票 (そ の2)

(1)調 査地 区番 号 (2)地 名 (3)調 査 年 度 (4)調 査 月 (5)都 道 府 県 名

(s)

位

置

図

.一.

1

/

2.5

万

地

形

図

)

(7)

調

査

基

点

概 ・

況

写

真

(8)写 真 解 説

(s>

調

査

者

所属

氏 名

(lo)

調 査

方 法

1現 地 調 査 年 月 日

2資 料 調 査()

3ヒ ア リ ング
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〈様式一16(2)〉 記入例

調 査 地 区 環 境 調 査 票 (そ の2) .

(1)調 査 地 区 番 号

4

(2)地 名

○○○ ○海岸

(3)調 査 年 度

1995

(4)調 査 月

9月

(5)都 道 府 県 名

○○ ○県

(6)

位

置

図

.一.

1

/

2.5

万

地

形

図

...

(7)

調

査

基

,点

概

況

写

真

.,・

,!ノノ ド の

。昼●/"A
・ 、,

ノ げ 　 サ　

・ ・
。/1気 無

多 ウ ＼ ＼う ヘ ロ

ノう へ

5多ン'/言 〉・、 ＼ ノ

/㌧.

.8.、

、...1',寸

㌧ ノ ノ..ギ1置 マ1
…

「

/1＼:':;;1

嚢舞

　ボ 　 へし　 げ り り^

.聴1ゾ 磯1;}

一1必螺 灘 構

グ ㌧〃ジ
:亀

・.;・ ・評 一話

く,.、=1'砿1∫
・'

,、 認'4,!A告

1・:・ 二一㍉'ン"1匪1、 、

三娠

箋

rl∫欝 部腰1㌃多漏 ・

で受 勢

ゴ 函

鎚{・・斌 ＼ゆ

〆3`ぞ 亀'祭 ≡0
.・・IL冠.翁1・ 瓠 労 ・ ∠弓ノ.挨;'{二 …

ぐ≒㍉;難三堵f・甥

」・ll飛

＼　 蕊
＼

_一・∴琴 モラ純 ・,二

1

.

n'

J

lご・4・

㌔㌧

§
亀'

欝りら ロロら び

孟ll簾1総:
、

ll鯉欝 屡

♪

懸灘繋 総 襲 鹸 騨基点
、.ト1贈 一γ・・:'≒・7、 丸潔 ・鍾 ・い ソ・ ム 婆.・・、….:`

・妬 ・ ・41ハ':・ユ1・ も'ぐ フ} .臼1、膏慾.

・、・「 ムゴ ・・7∵ メ

撒〆 鑓羅

癖灘

'コ'鑑 く
'5疑 .1・翻 嚢 ～コ1

≠フコノ誤 ÷公 曾麹

.1

一'・・一 り!・'

'"∵ だ'1'

∫ん1ん1

犀 モ,'i

州/調 査測線

瓢 、、

瀞 ～葛

・k

ヨ い　ゐ

騨

憾,

(8)写 真 解 説

○ ○ ○ 海 岸 駐

車 場 か ら北 へ

約100mの テ

トラ ポ ッ トに

基 点 を設 置 。

(9)

調

査

者

所 属 ○ ○○ 県水産試験 場

氏名 海辺 太郎

(lo)

調 査

方 法

① 現 地 調 査 亀95年9月10日

2資 料 調 査()

3ヒ ア リ ン グ

一97



調査地区環境調査票

海辺生物調査の各調査地 区ごとに また、調査 月ごとに作成す る。

(調査票記入上の注意)

1.調 査地区環境調査票(そ の1)〈 様式一16(1)〉

(1)、(2)「 地図名」及び 「地図番号」は、調査地区の範囲 を含 む1/2.5万 地形図の図名及 び該当する標準地

域メ ッシュによる2次 メ'ヅシュコー ド(6桁)を 記入す る。

(3)「 調査地区番号」は、各都道府県において、調査地区 ごとに付 された通 し番号を記入す る。

(4)「 第3回 調査地区番号」 は、第3回 海域生物環境調査における調査地区番号 を記入 する。

(5)「 調査年度」は西暦 で記 入す る。

(6)省 略

(7)「 海域名」及び 「海域コー ド」は、 「別冊 コー ドー覧等の 「海域区分コー ド」」に基づ く当該海域

の海域名及び海域 コー ド番 号を記入する。
「行政 コー ド」は、 自治省編 「全国地方公共団体 コー ド」に基づ く当該市町村のコー ド番号 を記入

する。
「地名」には、 当該海岸 の通称等 を記入する。

(8)「 海岸 の種類 」は、 当該調査地区の海岸が該 当す るものを○で 囲む。

(9)「 海岸の形態」は、該当す る海岸のタイ プを○で囲む。開放海岸、保護海岸、包囲海岸は下図を参

考に して区分す る。

卓越風 及び卓越波か らみた海岸の区分

、 、6フ

一1一 開放海岸

4一 一2一 保護海岸

.・…3一 包囲海岸

白矢印は卓越風及び波の来襲方向

(10)「 調査月」は、調査 を実施 した月を記入 する。

(11)「 方形枠数」は、潮位帯(潮 上帯、高潮帯、中潮帯及び低潮帯)別 に、調査方形枠数(普 通は3)

を記入す る。

(12)「 環境の概況」は、調査地区全体 の地形、底質、海水の清澄度 、植生分布、海岸線の改変、陸域の

土地利用の概況を記述 する。

(13)「 付着 ・底生生物の概要 ・特徴」は、現地調査地点における主な付着 ・底生生物の種 とその出現状

況、潮上帯、高潮帯、中潮帯及び低潮帯の生物相 の違い、生物相 の特徴等について、各海辺生物調査

票のデータをもとに、簡潔に取 りまとめ、記述 する。

(14)「 その他特記事項」は、調査地区における生物相や環境の変化、開発計画等で特記 すぺき事項 があ

れば記述する。

2.調 査地 区環境調査票(そ の2)〈 様式一16(2)〉

(1)～(5)調 査地 区環境調査票(そ の1)の(3)、(7)の 地名、(5)、(10)、(6)の 記載事項を転記す る。

(6)「 位置図」は、国土地理 院発行の1/2.5万 地形図 を、当該調査地区が含 まれ るように切 りとって貼

り付け、記入例 にな らい、調査基点及び調査測線 を記入する。

調査票の枠内に調査地区の全体が納 まらない場合 には、地形図を適宜縮 小して貼付する(必 ず縮尺 を

表示す る。)。

(7)「 調査基点概況写真」は、調査基点の概況が把握で きるカ ラー写真を貼 りつけ る。

(8)「 写真解説」は、調 査基点の位置関係や周辺の状況等について、写真に基づき特記 する事項があれ

ば記入する。

(9)省 略

(10)「 調査 方法」は、該当す るものを○で囲み(複 数回答可。)、 現地調査の年月 日を西暦で記入する。
「2.資 料調査」の場合 は、()内 に海辺生物調査報 告書に掲載 されている資料 リス トの該 当する

番号を記入す る。
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〈様式 一17(1)〉

調 査 地 区 概 況 図(そ の ■)

(調 査 地 区 平 面 略 図)

(1)調 査 地 区番 号 (2)地 名 (3)調 査 年 度 (4)調 査 月 (5)都 道 府 県 名

(6)調 査 地 区平面 略図
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〈様式 一17(1)〉 記入例

調 査 地 区 概 況 図(そ の ■).

(調 査 地 区 平 面 略 図)

(1)調 査地 区番号

4

(2)地 名

○000海 岸

(3)調 査 年 度.

1995

(4)調 査 月

9月

(5)都 道府県名

○○ ○ 県

(6)調 査 地 区平 面略 図
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〈様式 一17(2)〉

調 査 地 区 概 況 図(そ の2)

(調 査 地 区 横 断 面 略 図)

(1)調 査地 区番 号 (2)地 名 (3)調 査 年 度 (4)調 査 月 (5)都 道 府 県 名

(6)調 査 地 区横 断 面略図
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〈様式一17(2)〉 記入例

調 査 地 区 概 況 図(そ の2)

(調 査 地 区 横 断 面 略 図)

(1)調 査地 区番 号

4

(2)地 名

○○ ○○ 海岸

(3)調 査 年 度

1995

(4)調 査 月

9月

(5)都 道府 県名

○○ ○県

(6)調 査 地 区横 断 面略 図

基 本 水 準 面 か ら の 水 平

15010050

距 離(m)

基

本

水

準

面

か

ら

の

喬

さ

(cm)

200

100

0

0

高潮線
平均高潮面

山
石 平均低潮面

調査当日の
氏 面

低潮線
11
ii
23

子 子 子 〒 守 子
123123

方 形 枠 番 号

444
111
123
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娠 式 一 、7(3)〉

調 査 地 区 概 況 図(そ の3)

(調 査 測 線 概 況 写 真)

(1)調 査地 区番号 (2)地 名 (3)調 査 年 度 (4)調 査 月 (5)都 道 府 県 名

(6)調 査測線 概況 写真

(7)写 真 解 説
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〈様式 一17(3)〉 記入例

調 査 地 区 概 況 図(そ の3)

(調 査 測 線 概 況 写 真)

(1)調 査 地区 番号

4

(2)地 名

○○○○海岸

(3)調 査 年 度

1995

(4)調 査 月

9月

(5)都 道府 県名

oOO県

(6)調 査 測線概 況 写真

(7)写 真 解 説

9月10日 、 ○ ○ 港(調 査 地 付 近 の 験 潮 所)の 潮 位 表 で は13時48分 、18cmの 午 潮 位

で あ っ た 。 調 査 は13～15時 半 に か け て 行 っ た 。 写 真 は 中 潮 帯 方 形 枠 番 号3-3を 実 施

して い る時 の もの で あ る。

調 査 時 の 気 象 ・海 象 は く も り、 気 温27.0℃ 、 波 高 は1。5mで あ っ た。
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調査地区概況図

海辺生物調査の各調査地区ごとにまた、調査月ごとに作成する。

(作成上の注意)

1.調 査地区概況図(そ の1)(調 査地区平面略図)〈 様式 一17(1)〉

(1)～(5)調 査地区環境調査票(そ の2)と 同じ。

(6)「 調査地区平 面略図」には、調査地区及びその周辺の概略の見取 り図(縮 尺1/1,000～1/5,000

程度)を 描示す る。同程度 の縮尺の既存の市町村管 内図、都市計画図 白図等を切 り取 り貼付 したも

のでもさ しつかえない。

記入例 にな らい、調査基点、調査測線、高潮線 ・低潮線等の位置、各潮位帯の区分、方形 枠の位

置、底質、植生、藻場の概 略の分布、護岸の設置等海岸の改 変状況、陸域の土地利用等を図示する。

調査基点につ いては、目印 になるところか らの方.向と距離の関係 を必ず表現する。また、必ず方位

マーク(北 を示す矢印等)及 び縮尺 を表示す る。調査当 日の低潮位の位置を必ず図示す る。

2.調 査地区概況図(そ の2)(調 査地区横断面略図).〈 様式 一17(2)〉

(1)～(5)調 査地区環境調査票(そ の2)と 同 じ。

(6)「 調査地区横断 面略図」 には、調査測線上における地形横 断面図を描 く。

記入例にな らい、調査基 点、高潮線 ・低潮線等の位置、各潮位 帯の区分、方形枠の位置、底 質等

を図示 する。調査 当日の低 潮位の位置を必ず記録 、図示す る。

3.調 査地区概 況図(そ の3)(調 査測線概況写真)〈 様 式一17(3)〉

(1)～(5)調 査地区環境調査票(そ の2)と 同じ。

(6)「 調査測線概況写真」は、調査測線概況が把握で きるカラー写真 を貼 りつける。写真は、調査基

点か ら測線 方向に撮影され、調査作業中であ ることが望ま しい。測線の方向には、赤鉛筆等 で写真

上に矢印等を書 き入れ る。

(7)「 写真解 説」は、調査測線概況写真 について、特記 する事項があれば記入する。

一106一





<様 式 一18>

海 辺 生 物 調 査 票(植 物)

(1)
調 査 地 区

番 号

(2)
地 図名

(地図番号)

(3)
海域名

(海域 コー ド)

(4)
市町村名

(行政 コー ド)

(5)
地 名

(6)
調査年月日

(7)
都道府県

(s)
方形枠番号

(9)潮位 帯 (10)基 本水準
面か らの高さ

(cm)

(11)基本水準
面からの水平
距離(m)

(12)方
形枠 の大 きさ

(cm)

X

(13)

調

査

者

所 属

氏 名

(14)
種 名

(15)
被 度

(16)株 数

株 株/㎡

(18)
分
類
群
別
種
類湿
と重
量

緑 藻 類 種 類

褐 藻 類 種 類

紅 藻 類 種 類

種 子植 物 種 類

そ の 他 種 類

(19)植 物(計) 種 類

(17)湿 重 量

g gym

(20>採 集方法 1:肉 眼に よる採集(ふ るいを未使用)2:枠 取 り採 集(ふ るいを使用)3:1と2の 併用

(21)備 考
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<様 式 一18>記 入例

海 辺 生 物 調 査 票(植 物)

(1)
調 査 地 区

番 号

2

(2)地
図名

(地図番号)

○口△

123456

(3)
海域名

(海域コー ド)

△△△湾

1 0 0

(4)
市町村名

(行政 コー ド)

○○○市

1 2 314 5

(5)
地 名

ロロロロ地先

(s)
調査年月 日

1996.9.10

(7)都
道府県

○ ○ 県

(s)方
形枠番号

3-3

(9)
潮 位 帯

中潮帯

(10)基 本水準
面か らの高さ

(cm)

90.0

(11)基 本水準
面か らの水平
距離(m)

60.0

(12)
方形枠の大 きさ

(cm)

50x50

(13)
調

査

者

所 属
○ ○ 県水産試験場

氏 名
0000

(14)
種 名

Sargassumthunbergii(ウ ミ ト ラ ノ オ)

Corallinapilulifera(ピ リ ヒ バ)

Gelidiu皿divaricatu皿.(ヒ メ テ ン グ サ)

Gigartinatenella(ス ギ ノ リ)

Carpopeltis℃rispata(ト サ カ マ ヅ)

Hypneasp.(イ バ ラ ノ リ属 の 一 種)

Galaxaurafalcata(ヒ ラ ガ ラ ガ ラ)

1m㎞omC肌ORopm!TA(不 明 緑 藻)

unknownRHODOPHYTA (不明紅藻)

(15)
被 度

1

1

1

一}一

十

一}一

一}一

一}一

一}一

(16)株 数

株

1

5

1

2

1

株/㎡

4

20

4

8

4

(ls>
分

類
群
別
種
類湿
と重
量

緑 藻 類 1種 類

褐 藻 類 1種 類

紅 藻 類 7種 類

種 子 植 物 種 類

そ の.他 種 類

(19)植 物(計) 9種 類

(17)湿 重 量

g

35.0

15.9

7.1

2.0

0.4

0.3

0.2

.十

十

十

35.0

25.9

60.9

gym

140.0

63.6

28.4

8.0

1.6

1.2

o.s

十

十

十

140.0

103.6

243.6

(20)採 集方法 1:肉 眼に よる採集(ふ るいを未使用)②:枠 取 り採集(ふ るいを使用)3:1と2の 併用

(20)備 考
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<様 式 一19>

海 辺 生 物 調 査 票(動 物)

(1)
調査地区
番 号

(2)
地図名

(地図番号)

(3)
海域名

(海域コー ド)

(4)
市町村名

(行政 コー ド)

(5)
地 名

(s)
調査年月 日

(7)
都道府県

(s)
方形枠番号

(9)
潮 位 帯

(10)基 本水準
面か らの高さ

(cm)

(11)基 本水準

面か らの水平
距離(m)

(12)
方形枠の大 きさ

(cm)

X

(13)

調

'

査

者

所 属

氏 名

(14)
種 名

(15)

被

度

(16)個 体 数

個体 個体/㎡ ・

(18)
分
類
群
別
種
類
と
湿
重
量

軟 体 類 種 類

甲 殻 類 種 類

多 毛 類 種 類

棘 皮 動 物 種 類

腔 腸 動 物 種 類

そ の 他 種 類

(19)動 物(計) 種 類

(17)湿 重 量

g 9/㎡

(20)採 集 方法

(2ユ)備 考

1:肉 眼に よる採集(ふ るいを未使用)2:枠 取 り採集(ふ るいを使用)3:1と2の 併用
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<様 式一19>記 入例

海 辺 生 物 調 査 票(動 物)

(1)
調査地区
番 号

4

(2)
地図名

(地図番号)

○口△

123456

(3)
海域名

(海域 コー ド)

△△△湾

1 0 0

(4)
市町村名

(行政 コー ド)

○○○市

4 5 1 81?

(5)
地 名

ロロロロ海岸

(s)
調査年 月日

1996.9.10

C7)
都道府県

OO県

(s)
方形枠番号

3-3

(9)
潮 位 帯

中潮帯

(10)基 本水準
面か らの高さ

(cm)

90.0

(11)基本水準
面からの水平
距離(m)

60.0

(12)
方形枠 の大 きさ

(cm)

50x50

(13)
調

査

者

所 属
○ ○ 県水産試験場

氏 名
0000

(14)
種 名

Botrylloidesviolaceus(イ タ ボ ヤ)

Halichondriajaponica(ダ イ ダ イ イ ソ カ イ メ ン)

Halichondriaokadai(ク ロ イ ソ カ イ メ ン)

Notirusmitis (マ ツカゼ ガイ)

Anthopleuraしjaponica (ヨ ロイイソギ ンチ ャク)

Xanthidae(オ ウ ギ ガ ニ 科 の 一 種)

Acanthochitonrubrolineatus(ヒ メケハタ"ピサ"ラカ"イ)

Leptodiusexaratus(オ ウ ギ ガ ニ)

Littorinabrevicula(タ マ キ ビガ イ)

Carditaleans (トマヤガイ)

Marphy§asa㎎uinea(イ ワ ム シ)

(15)

被

度

十

十

一}一

(16)個 体 数

個体

(1)

(1)

(1)

11

8

5

2

1

1

1

1

個体/㎡

44

32

20

8

4

4

4

4

(ls)
分
類
群
別
種
類
と
湿
重
量

軟 体 類 4種 類

甲 殻 類 2種 類

多 毛 類 1種 類

棘 皮 動 物 0種 類

腔 腸 動 物 1種 類

そ の 他 3種 類

(19)動 物(計) 11種 類

(17)湿 重 量

9

415.0

156.2

85.5

14.0

13.2

2.4

4.9

4.4

0.7

ユ.0

1.0

20.6

6.8

1.0

o.o

13.2

66.7

698.3

gym

1660.0

624.8

342.0

56.0

52.8

9.6

19.6

17.6

2.8

4.0

4.0

82.4

27.2

4.0

o.o

52.8

2626.8

2793.2

(20)採 集方法

(21)備 考

1:肉 眼による採集(ふ るいを未使用)2:枠 取 り採集(ふ るいを使用)③:1と2の 併用
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海辺生物調査票

調査地 区の各方形枠で調査 する分類区分(植 物 、動物)ご とに作成す る。従って、普通、1調 査地区では、

4潮 位帯x3方 位枠 ×2分 類 区分 ×2回 調査=48枚 の調査 票を作成す ることになる。

植物については、<様 式一18>に より、動物 につ いてはく様式 一19>に よ り、調査票を作成す る。

原則 として現地調査によ る観察結果を記入する。ただ し、季節的要因、潮位差の問題などによ り現地調査

を実施で きない場合、現地調査 と同精度の最新の既存資料のデータによ ることがで きる。その際、備考欄に

その旨を明記す る。

生育 ・生息す る生物は、相観的に優 占する順 に記録 する。

(調査票記入上の注意)

1.海 辺生物調査票(植 物)<様 式 一18>

(1)～(7)調 査地区環境調査票(そ の1)の 記載事項を転記す る。なお、既存資料による場合は、(6)は

(1996.5.10)の ように()内 に年月 日を記入する。

(8)「 方形枠番号」は、当該調査地区内にお ける潮位帯 ごとの通 し番号 を記入する。

(9)「 潮位帯」は、 当該方形枠の属する潮位帯(潮 上帯、高潮帯、中潮帯、低潮帯のうちいずれか。)

を記入 する。

(10)、(11)「 基本水準面か らの高 さ」及び 「基本水準面か らの水平距離」は、方形枠の位置を、潮汐表等を

参考に して、その地方における基本水準面か らの高 さ及び水平距離で示す。

H:基 本水準面か らの高さ

:L:基 本水準面か らの水平距離

課緯駅踊纏)
H

L

霧

(12)「 方形枠の大 きさ(cm)」 は、調査に使用 した方形枠の大 きさを、 「短辺x長 辺」で記入する。

また、採泥 した場合は、その深さもあわせて 「採泥深○Oc皿 」のように記入する。

(13)「 調査者」は、既存資料 による場合は空欄 とす る。

(14)「 種 名」は、当該方形枠 内の植物の種名(学 名及び和名)を 記入する。学名はタイプライ トす る

ことが望 ま しい。

(15)「 被度」は、89頁 の被度 区分に従い、被度 を記入す る。

(16)「 株数」は、相観的に優 占するもの上位5種 以上について、当該植物種の方形枠内におけ る株数

を記入する。株数の計測が困難な種 については 「一」を記入す る。 また、単位面積(m2)当 た りの

値に換算 した株数 もあわせて記入す る。

(17)「 湿重量」は、相観的に優占するもの上位5種 以上について、それぞれの湿重量及び単位面積

(1n2)当 た りの湿重量を記入する。

同一種の合 計湿重量が 「0.1g未満」の場合は、湿重量欄に 「+」 と記入する。

(18)「 分類群別 種類 と湿重量」は、各分類群 ごとに、出現種類数及び総湿重量 を記入する。

(19)「 植物(計)」 は、方形枠内の植物の総 種数及び総湿重量を記入する。
(20)「 採集方法」は、該当する番号 を○で囲む。 「2:枠 取 り採集(ふ るい使用)」 とは、現地にて

方形枠 内の砂、泥、 または岩石に付着 してい るもの等を全て取 り、ふるいにかけて生物を採集す る

方法をいう。
「砂浜、泥浜の場合」の採集方法は、 「磯浜 ・礫浜の場合 」の 「2:枠 取 り採集(ふ るいを使用)」

に相当するために2に ○ をつける。

(21)「 備考」は、既存資料 のデータによ り調査 票を作成 した場合、 「資料調査()」 と記入 し、

()内 に海辺生物調査報告書に掲載 されている資料 リス トの該当する番号 を記入する。

このほか、 当該方形枠及び方形枠 内の生物 について特記すべ き事項があれば自由に記述す る。

2.海 辺生物調査票(動 物)<様 式 一19>

(1)～(13)海 辺生物査 票(植 物)の(1)～(13)に 同 じ。

(14)「 種名」は、 当該方形枠内の動物 の種名(種 名及び和名)を 記入する。学名はタイプライ トする

ことが望 ましい。

(15)「 被度」は、個体数の計測が困難 な種(ダ イダイイソカイメ ン等)に ついて、89頁 の被度区分に

従い被度を記入する。

(16)「 個体数 」は、相 観的 に優占するもの上位5種 以上について、当該動物種の方形枠 内における個

体数を記入する。1個 体の識別が困難な種 のうち、群 体数の計数が可能なもの(サ ンゴ等)に つい
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ては、群体数を、()書 きで記入する。

(17)、(18)海 辺生物調査票(植 物)の(17)、(18)に 同 じ。

(19)「 動物(計)」 は、方形枠内の動物の総 種類数及び総湿重量 を記入 する。

(20)海 辺生物調査票(植 物)の(20)に 同 じ。

(21)「 備考」は、既存資料のデータによ り調査票を作成 した場合、 「資料調査()」 と記入 し、

()内 に海辺生物調査報告書 に掲載 されてい る資料 リス トの該当する番号を記入する。

また、死サ ンゴのうち、生時 の形態 をとどめて いるものの生育型について、下表に従い該当す る

記号を選択 し記入するとともに、その被度 を89頁 の被度区分に従い被度を記入す る。(例:死 サ ン

ゴTa、Ma2)

.このほか・当該方形枠及び方形枠 内の生物について特記すぺ き事項があれば 自由に記述する。

サンゴの生育型

生 育 型

Br

Ta

Ma

En

Fo

of

枝 状

卓 状

塊 状

被 覆 状

葉 状

その他の形状

特徴及び該当するサンゴ類

群体の大小に関わ らず、枝状 に分岐 してい るもの。

エダ ミドリイシ、ハナヤサイサンゴ等。

平板状。

群体面積に比ぺ基質への付着面積がかな り小さい。

クシハダ ミ ドリイシ、エンタク ミドリイシ等。

多 くの場合半球状。

キ クメイシ、 ノウサ ンゴ、アザ ミサ ンゴ等。

群体のほ とん どが基質に付着 している。

オヤユ ビミ ドリイシ、 アナサ ンゴ等。

薄い板状の もの を含 む。

ウスコモンサ ンゴ、キ ヅカサ ンゴ等。

上 記のいずれに も属 さないもの。

(注 意)ソ フ トコーラル(Sc)に ついては調査対象外 とする。
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<様 式 一20>

方 形 枠 写 真

(1)調査地区番号 (2)地 名 (3)調 査年度 (4)調 査 月 (5)方 形枠番号 (6)都道府県名

(7)方形枠写真

(8)写 真解説
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<様 式 一20>記 入例

方 形 枠 写 真

(1)調 査地区番号

4

(2)地 名

○○○○海岸

(3)調 査年度

1995

(4)調 査 月

9月

(5)芳形枠番号

3-3

(6)都 道 府県名

○○○県

(7)方 形枠写真

＼

誌

(8)写 真解説

ψ緬悪遜撫駿蓬蕪
　

雛
灘 羅

義

翠 睡

㍉び ρ

纈懸 購iガ

難撫

醗灘
辮

灘 讐蟻難羅
ノ,∫

蚤 ク・フジツボ

垂 石灰藻

llllllダ枷 ソカイ〃 鑛 ヒジキ

翻 ウメ翻 ギンチャク

動物については、ク ロフジツボが6

割程度を しめ、次いでダイダイイソカ

イメンが多 い。

植物ではヒジキが 目立つ。岩表面 に

は石灰藻が付着 している他 、アオノ リ

がみ られ る。
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方形枠写真

(記入上の注意)

方形枠写真 く様式 一20>

調査地区の各 方形枠 ごとに作成す る。従 って、普通、1調 査地区では、4潮 位帯 ×3方 形枠 ×2回 調査二

24枚 作成 す ることにな る。

写真は、な るべ く真上からファイ ンダーいっぱいに撮影 を行 い、方形枠番号 プレー トは、方形枠外 にお く。

(作成上の注意)

(1)～(6)当 該方形枠についての、海辺生物調査票の記載事項 を転記 する。

(7)「 方形枠写真」は、方形枠内の状 況が把握で きるカラー写真を貼 り付け る。赤鉛筆等で、写真上に

方位 を書 き入れ る。または、方位磁石計 を写真内に入 るように撮影 する。

(8)「 写真解説」は、方位枠写真について、スケ ヅチ、模 式図等を描 き、状 況等特記する事項があれば

記入す る。
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<別 紙9>

海辺生物調査報告書作成要領

1.規 格

A4、 左 と じ、 横 書 き とす る。

な お 、 ワー プ ロの 場 合 、1頁 に つ き40行x40字 を原 則 と す る。

2.表 紙 及 び 背 文 字

表 紙(及 び 裏 表 紙)は 、 ブル ー 、A4フ ァイ ル(ラ イ オ ン、No.5108、A4-S等)を 使

用 し、 タ イ トル 、 背 文 字 等 を下 図 の 様 式 に よ り記 入 す る。 文 字 は 黒 サ イ ンペ ンに よ る手

書 き で よ い。

警

嚢
査

　　

遷

8客
県 然

綾
局

圏 圃

第5回 自然環境保全基礎調査

海辺調査

海辺生物調査報告書

平 成 ○(0000)年 度

環境庁自然保護局
○ ○ 県

(注)一 冊 に編 綴 で き な い場 合 は 分 冊 と し、 表 紙 に 適 宜 分 冊 番 号 を 付 す こ と。

3.配 列

各 項 目 の配 列 は以 下 の 通 り と す る。

し

(0)目 次

(1)調 査 概 要

11調 査 地 区 及 び 調 査 方 法 の 概 要

2)調 査 結 果 の 概 要

(2)調 査 地 区 ご との 調 査 結 果(調 査 地 区 番 号 の 順)

1)○ 月 調 査 の 結 果

① 調 査 地 区 番 号1

ア.調 査 地 区環 境 調 査 票(そ の1)

イ.調 査 地 区環 境 調 査 票(そ の2)

ウ.調 査 地 区概 況 図(そ の1)

エ.調 査 地 区 概 況 図(そ の2)

オ.調 査 地 区 概 況 図(そ の3)

カ.海 辺 生 物 調 査 票 及 び 方 形 枠 写 真(方 形 枠 番 号1-1)

a.海 辺 生 物 調 査 票(植 物)

b.海 辺 生 物 調 査 票(動 物)
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c.方 形 枠 写 真

キ.(方 形 枠 番 号1-2)

ク.(方 形 枠 番 号1-3)

チ.(方 形 枠 番 号4-3)

② 調 査 地 区番 号2

2)○ 月 調 査 の 結 果

1)の 配 列 に 同 じ。

(3)資 料 リス ト

(4)調 査 担 当 者 名 簿

4。 各項 目の取 りま とめ方 法

(0)目 次(略)

(1)調 査概 要

1)調 査 地 区及び調 査 方法 の概要

選 定 した各調 査地 区の 選定理 由及び その特 徴並 びに調査 方法 等 について 記述 す る。.

2)調 査 結 果の概 要

各 調査地 区の調査 結果 の概 要、特記 すぺ き事項、 第3回 海 域生 物環境調 査結 果 と比

較 しての所 見 等 を記 述 す る。

なお、所 見 につ いて は、種組 成、被 覆度 及び数 ・量 に顕著 な変 化が 出て い ると判断

され る場 合 には、特 にその 変化 の原 因 を客観的 に集計 す るため、 次の原 因累 計表 よ り

各 々の調 査地 ご とに該 当 す る番号(複 数 可)を 所見 の中 に明記 す る。

原因 類形 表

1.調 査 地 点 が 変 わ った 。

2.'調 査 時 期 が 変 わ っ た。

3.環 境 に 変 化 が 生 じて い る。

3-1

・3-2

3-3

3-4

3-5

水 質デ ータ悪 化

赤潮 が増 えた

青 潮が増 えた

潮 流が 変わ った

水 温が 変わ った

3-6

3-7

3-8

3-9

3-10

4.環 境 に 変 化 が 生 じて い る よ う だ が 原 因 は 不 明

(2)調 査 地 区 ご との 調 査 結 果

3.配 列 の 順 番 に 従 い 、

物 調 査 票 」 及 び 「方 形 枠 写 真 」 を 編 綴 す る。

浜 の 砂 ・泥 に 消 長 あ り

沖 合 に消 波 堤 が で きた

突 堤 が で き た

海 岸 の 一 部 が 埋 立 て られ た

レ ク リ ェー シ ョ ンが 増 え た

「調 査 地 区 環 境 調 査 票 」、 「調 査 地 区 概 況 図 」 、 「海 辺 生
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(3)資 料 リス ト

調 査 で 参 考 に した 資 料 、 文 献 に つ い て 記 載 す る。

資料
番号

1

2

著 者 名

0000
00県 編

発行
年

1990

1992

資 料 名

○○○環境調査報告書
ロロ生物調査報告書

地 図 の場 合 は 、 縮 尺 を記 入 す る こ と。

(4)調 査担 当者 名簿

調査 に従事 した者 全員 につ いて、氏 名、所 属及 び担 当分 野を記 入 す る。

番号

1

2

3

氏 名

福 田 鱒 男

福 田 サ ザエ

珊 内 圭瑚

所 属

○○県水産試験場

○ ○県 自然保 護セ ンター

○○県水産課

担 当 分 野

動物

植 物

サ ン ゴ
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